
Title 大阪大学・京都大学　公共圏における科学技術　活動
報告2019

Author(s) 公共圏における科学技術・教育研究拠点

Citation 大阪大学・京都大学　公共圏における科学技術　活動
報告2019. 2020, p. 1-115

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/89260

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



 
 

 
 
  

科学技術イノベーション政策における 

「政策のための科学」基盤的研究・人材育成拠点 

 

大阪大学・京都大学 

公共圏における科学技術 
 

活動報告 

２０１９ 

	

大
阪
大
学
・
京
都
大
学
　
公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術	

活
動
報
告
2
0
1
9	
公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術
・
教
育
研
究
拠
点





 
 

目次 
はじめに：なぜ、今、「公共のための科学技術政策」が必要なのか .......................................................... 1 
• 公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）について .................................... 2 

1. 教育プログラムの実施 .......................................................................................................................... 6 
• 大阪大学の取組 ............................................................................................................ 6 
• 大阪大学 特色ある授業.............................................................................................. 12 
• 京都大学の取組 .......................................................................................................... 14 
• 京都大学 特色ある授業.............................................................................................. 18 
• 合同講義 ..................................................................................................................... 19 
• 阪大学生の声 .............................................................................................................. 25 
• 京大学生の声 .............................................................................................................. 27 
• STiPS 修了生ワークショップ .................................................................................... 29 

2. プログラム推進委員会の運営 ............................................................................................................. 32 
• 実施体制 ..................................................................................................................... 32 
• アドバイザー会議 ....................................................................................................... 33 
• カリキュラムの発展及び拡充 .................................................................................... 33 
• 研究会やイベント開催の企画及び調整 ...................................................................... 34 

3. SciREX 事業への参画 ......................................................................................................................... 40 
• サマーキャンプへの参画 ............................................................................................ 40 
• 政策のための科学オープンフォーラムへの参画 ....................................................... 44 
• 他拠点への講師派遣 ................................................................................................... 45 
• コアコンテンツ作成、行政官研修への講師派遣 ....................................................... 45 

4. 公共的関与に関わる基盤的研究の実施 .............................................................................................. 48 
• 阪大拠点主催：「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会） ..... 49 
• その他 ......................................................................................................................... 76 

5. 共進化実現プロジェクトの実施 ......................................................................................................... 82 
• 新興・融合科学領域における「予見・分析手法」の検討と人的ネットワークの形成 ..... 82 
• 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の歴史・現状・未来像に関する研究 ..... 83 

6. 関西ネットワークの発展 .................................................................................................................... 86 
• ナレッジキャピタル超学校シリーズ ......................................................................... 86 
• サイエンスカフェ＠千里公民館 ................................................................................. 90 

7． 国際連携の推進 ................................................................................................................................... 94 
• 国際連携 ..................................................................................................................... 94 
• 海外調査及び発表等 ................................................................................................... 94 

8． STiPS 参画教員による活動リスト（研究業績等） ............................................................................ 96 
• 大阪大学 ..................................................................................................................... 96 
• 京都大学 ................................................................................................................... 102 



 
 



1 
 

はじめに：なぜ、今、「公共のための科学技術政策」が必要なのか 

「この論争は安全性に関するものではなく、どのような世界に生きたいと欲するかという、はるかに大
きな問題に関するものである。」（Select Committee on Science and Technology 2000） 

 

この一文は、英国で 1990 年代末に過熱した遺伝
子組換え作物（GM）論争の教訓として英国政府が
まとめた報告書のものです。 
現代社会における科学技術政策は、社会の駆動

力としての科学技術のあり方を形成する重要な政
策となっています。一方で当然のことながらその
政策は、科学技術の研究者集団のための振興策に
尽きるものではありません。この点は、科学技術
政策を「社会及び公共のための政策」の一つと位
置づけた第 4期科学技術基本計画（2011 年）にお
いても前提とされており、社会的課題に対応した
科学技術政策の形成が必要とされています。つま
り、これからの科学技術政策は「どのような世界
に生きたいと欲するか」という問いに答えるもの
でなければならないのです。 
また科学技術政策を進めるにあたっては、「客観

的証拠（エビデンス）」に基づいた「政策のための
科学」が整備されるべきであることは言うまでも
ありません。しかしそれと同時に、そのような「政
策のための科学」が、ともすれば客観的証拠を論
文引用数や経済指標など「定量化可能なデータ」
に限定した営みになることも私たちは懸念してい
ます。 
英国の GM 論争の事例は、定量化可能なリスク

に基づく安全性の説得という政策的対応が、問題
の解決に至らなかったという反省を示しています。
決定的に欠落していた視点は、世の中の人々が、
科学技術や公共政策に何を期待し、何を懸念して
いるか、どのような世界に生きたいと欲している
のか、といった社会の期待と懸念を把握すること
であり、これは統計的世論調査のような定量的方
法だけで把握することは困難です。そのために必
要なのは、研究者コミュニティや産業界、政策立

案者のみならず、一般の市民も含めた多様な人々
や組織・集団が、直接・間接に議論し、熟慮を深
め、自ら期待と懸念を顕在化し共有していく参
加・関与・熟議のプロセスであると私たちは考え
ています。本拠点では、これを「科学技術への公
共的関与（public engagement）」と呼んでいます。 
大阪大学および京都大学の連携による本人材育

成拠点で重点を置くのは、「科学技術の倫理的・法
的・社会的課題（ELSI）」に関する研究を基盤とし
て公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間
ならびに学問と政策・社会の間を“つなぐ”ことを通
じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるなら
ば「科学技術への公共的関与」を促進する人材の
育成です。 
こうした公共的関与は、政策形成の初期の段階

（アジェンダ形成段階）を含む各段階で、一般市
民を含む多様なステークホルダーが参画・関与す
る公共的関与の活動と分析を行い、そこから社会
的課題（期待や懸念、問題）を発見・特定し、政
策や研究開発の立案・計画、テクノロジーアセス
メントや社会的な合意形成等に反映させていく必
要があります。そこで重要なのは、科学者・技術
者の側が何を問題とし何をしたいかのみならず、
社会の側が何を解決すべき問題と考え、科学技術
に何を期待し、何を懸念しているかを把握するこ
とです。 
そのためには、自分の専門分野の枠組みを超え

て、広く俯瞰的・多角的に科学技術と社会の諸問
題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動
と分析を行えるような知識とセンス、実践的な能
力を備えた人材の育成が急務であると考えていま
す。 

STiPS 代表 小林傳司（大阪大学）
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 公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）について 
 
「公共圏における科学技術・教育研究拠点（Program for Education 

and Research on S
．
cience and T

．
echnology i

．
n P
．
ublic S

．
phere：STiPS）」

は、大阪大学および京都大学の連携による人材育成プログラムです。
文部科学省の科学技術イノベーション政策における「政策のための
科学」推進事業の一環として、2012 年 1 月に発足しました。なお、
同推進事業には 5 拠点が採択されており、有機的な拠点間連携を通
した人材の育成を目指しています。 

STiPS では、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関
する研究と教育を行い、政策形成に寄与できる「政策のための科学」
の人材育成を進めています。 
 
教育拠点としての STiPS 

STiPS では、科学技術や公共政策に対する社会の期待と懸念
を把握するために、研究者コミュニティや産業界、政策立案者
のみならず、一般の市民も含めた多様な人々や組織が、直接・
間接に議論し、熟慮を深め、自ら期待と懸念を顕在化し共有し
ていく参加・関与・熟議のプロセスが必要と考えています。 
こうした「科学技術への公共的関与（public engagement）」に

関する活動と教育を行うことにより、自分の専門分野の枠組みを超えて、多角的に科学技術と社会の諸
問題を理解し、学問と政策・社会の間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材の育成を目指し
ています。 
 
研究拠点としての STiPS 

STiPS では、政策形成における公共的関与の活動と分析をより効果的にするために、大阪大学と京都
大学の連携により、幅広く科学技術の研究現場の動向を踏まえつつ、科学技術の倫理的・法的・社会的
課題（ELSI）に関する研究を行います。また ELSI に関する研究を基盤として、テクノロジーアセスメン
トなどの公共的関与の活動と分析を行うことにより、公共的関与に関する理論的かつ実践的な能力を備
えた人材育成を進めています。 

 
実践拠点としての STiPS 

STiPS では、大学の知と社会の知をつなぐ「社学連携」の実践と、そ
こに学生が主体的に関与することも含めた教育を実施します。大阪大
学・京都大学は、関西圏の経済界や地域行政との関わりも密接であり、
科学技術を通じた連携・交流が極めて盛んです。これに加えて、一般市
民やNGO/NPOなど市民社会の公共的関与活動への参画を促進するこ
とにより、地域社会のニーズや事情、課題をより的確に反映した科学技
術イノベーション政策や研究開発の立案・企画に貢献しています。 
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2019年度　WEBサイト掲載のメンバーリスト

大阪大学

小林 傳司 大阪大学COデザインセンター 教授 科学哲学、科学技術社会論

山中 浩司 大阪大学大学院人間科学研究科 教授 科学社会学、医療社会史、医療社会学、技術社会学

加藤 和人 大阪大学大学院医学系研究科 教授 生命倫理、医学倫理、科学コミュニケーション論

瀬戸山 晃一 大阪大学大学院法学研究科・高等司法研究科 客員教授 法と医療・生命倫理、法理学、法哲学、行動心理学的「法と経済学」

平川 秀幸 大阪大学COデザインセンター 教授 科学技術社会論

岸本 充生 大阪大学データビリティフロンティア機構 教授 リスク評価、社会経済分析

神里 達博 大阪大学COデザインセンター 客員教授 科学史、科学技術社会論

八木 絵香 大阪大学COデザインセンター 准教授 科学技術社会論、ヒューマンファクター研究

中村 征樹 大阪大学全学教育推進機構 准教授 研究倫理、科学技術社会論、科学技術史、科学コミュニケーション

渡邉 浩崇 大阪大学COデザインセンター 特任准教授 国際政治学、外交史、宇宙政策、宇宙法

辻田 俊哉 大阪大学COデザインセンター 講師 国際政治学、国際安全保障論

工藤 充 大阪大学COデザインセンター 特任講師 科学技術社会論、科学コミュニケーション論

水町 衣里 大阪大学COデザインセンター 特任助教 科学コミュニケーション論、科学教育

小林 万里絵 大阪大学COデザインセンター
特任研究員（非常
勤）

鍛治 一郎 大阪大学COデザインセンター
特任研究員（非常
勤）

国際政治学、外交史

若林 魁人 大阪大学COデザインセンター
特任研究員（非常
勤）

京都大学

川上 浩司 京都大学大学院医学研究科 教授（ユニット長） 薬剤疫学、医療技術評価、レギュラトリーサイエンス

小山田 耕二 京都大学学術情報メディアセンター
教授（副ユニット
長）

可視化

依田 高典 京都大学大学院経済学研究科 教授 応用経済学

カール・ベッカー 京都大学学際融合教育研究推進センター 特任教授 倫理学、ターミナルケア、死生学

末松 千尋 京都大学経営管理大学院 教授 IT、事業創成

富田 直秀 京都大学大学院工学研究科 教授 医療工学、 QOLデザイン

中山 建夫 京都大学大学院医学研究科 教授 健康情報学、疫学、ヘルスコミュニケーション

二木 史朗 京都大学化学研究所 教授 薬学、生体機能化学

佐野 亘 京都大学大学院人間・環境学研究科 教授 政治理論、公共政策

岩下 直行 京都大学公共政策大学院 教授 フィンテック

宮川 恒 京都大学大学院農学研究科 教授 農薬化学、天然物化学

吉田 恭 京都大学経営管理大学院 特定教授 都市計画、まちづくり

伊勢田 哲治 京都大学大学院文学研究科 准教授 科学哲学、倫理学

大手 信人 京都大学大学院情報学研究科 教授 生態系生態学、森林水文学

広井 良典 京都大学こころの未来研究センター 教授 公共政策、医療・社会保障、持続可能な福祉社会

宮野 公樹 京都大学学際融合教育研究推進センター 准教授 大学論、学問論、政策哲学

田渕 敬一 京都大学iPS細胞研究所 准教授 科学技術・イノベーション政策

関根 仁博 京都大学経済研究所 特定准教授 科学技術・イノベーション政策

市川 正敏 京都大学大学院理学研究科 講師 生命現象の物理、ソフトマター物理

井出 和希 京都大学学際融合教育研究推進センター 学融合フェロー 薬学、疫学、社会医学

祐野 恵 京都大学学際融合教育研究推進センター 特定助教 公共政策、地方自治、地方議会
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1. 教育プログラムの実施 
 

 大阪大学の取組 
大阪大学 大学院副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」・大学院等高度副プログラム「公
共圏における科学技術政策」概要 

STiPS では、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究と教育を行い、政策形成に
寄与できる「政策のための科学」の人材育成を進めています。大阪大学 CO デザインセンター（2016 年
6 月までは大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）では STiPSの教育プログラムとして、2013
年 4月より「公共圏における科学技術政策」という大学院副専攻プログラムを提供しています。 
大学院副専攻プログラム制度は、大阪大学が 2011 年度から始めたものです。これは、所属する研究科

（主専攻）と異なる視点、学際的な視点、俯瞰的な視点といった複眼的視野の涵養のため、教育目標に
沿って、主専攻に準ずるまとまりのある高度な専門的素養又は幅広い分野の素養を培うための大学院生
に特化したプログラムです。プログラムに定める修了の要件を満たすことで、副専攻プログラム修了認
定証が授与されます。副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」の修了には、必修科目 6 単位
および選択科目 8単位以上の計 14 単位以上の修得が必要です。 
副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」

に関する研究を基盤として公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の
間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるならば「科学技術への公共的関与」を
促進する人材の育成を目指しています。自分の専門分野の枠組みを超えて、広く俯瞰的・多角的に科学
技術と社会の諸問題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動と分析を行えるような知識とセンス、
実践的な能力を学ぶためのプログラムを用意しています。 
キャリアパスとしては、主専攻の専門性を中心としつつ、さらに「政策のための科学」の素養を備え

た人材として、大学、研究機関、企業などに就職することが想定されます。また、地方及び国の行政、
政策秘書、シンクタンク、研究大学の研究戦略（research policy）担当者、様々なセクターのリスクコミ
ュニケーション人材としての活躍も期待されます。 
本副専攻プログラムは、全国 5 拠点（政策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大

学、九州大学）合同の合宿セミナーを始め、他の「政策のための科学」拠点と連携して進めています。
拠点間ネットワークを生かし、公共的関与や政策形成の現場とのつながりを、より一層強化できるよう
に努めています。 
また、以上の副専攻プログラムに加えて、同じく 2013年 4 月より大学院等高度副プログラム「公共圏

における科学技術政策」も提供しています。大学院等高度副プログラム制度は、大阪大学が 2008年度か
ら始めたものです。これは、大学院生および 6 年制課程の学部 5、6 年次を対象に、幅広い分野の知識
と柔軟な思考能力を持つ人材など、社会において求められる人材の多様な要請に対応する取組として、
教育目標に沿って、一定のまとまりを有する授業科目により構成され、体系的に履修することができる
プログラムです。所定の単位を修得した学生には高度副プログラム修了認定証が授与されます。高度副
プログラム「公共圏における科学技術政策」プログラム修了には、必修科目 2 単位および選択科目 6 単
位以上の計 8 単位以上の修得が必要です。 
 

6



 

 

7 
 

 

図 副専攻／高度副プログラム「公共圏における科学技術政策」の科目 
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1. 教育プログラムの実施 
 

 大阪大学の取組 
大阪大学 大学院副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」・大学院等高度副プログラム「公
共圏における科学技術政策」概要 

STiPS では、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究と教育を行い、政策形成に
寄与できる「政策のための科学」の人材育成を進めています。大阪大学 CO デザインセンター（2016 年
6 月までは大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）では STiPSの教育プログラムとして、2013
年 4月より「公共圏における科学技術政策」という大学院副専攻プログラムを提供しています。 
大学院副専攻プログラム制度は、大阪大学が 2011 年度から始めたものです。これは、所属する研究科

（主専攻）と異なる視点、学際的な視点、俯瞰的な視点といった複眼的視野の涵養のため、教育目標に
沿って、主専攻に準ずるまとまりのある高度な専門的素養又は幅広い分野の素養を培うための大学院生
に特化したプログラムです。プログラムに定める修了の要件を満たすことで、副専攻プログラム修了認
定証が授与されます。副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」の修了には、必修科目 6 単位
および選択科目 8単位以上の計 14 単位以上の修得が必要です。 
副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」

に関する研究を基盤として公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の
間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるならば「科学技術への公共的関与」を
促進する人材の育成を目指しています。自分の専門分野の枠組みを超えて、広く俯瞰的・多角的に科学
技術と社会の諸問題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動と分析を行えるような知識とセンス、
実践的な能力を学ぶためのプログラムを用意しています。 
キャリアパスとしては、主専攻の専門性を中心としつつ、さらに「政策のための科学」の素養を備え

た人材として、大学、研究機関、企業などに就職することが想定されます。また、地方及び国の行政、
政策秘書、シンクタンク、研究大学の研究戦略（research policy）担当者、様々なセクターのリスクコミ
ュニケーション人材としての活躍も期待されます。 
本副専攻プログラムは、全国 5 拠点（政策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大

学、九州大学）合同の合宿セミナーを始め、他の「政策のための科学」拠点と連携して進めています。
拠点間ネットワークを生かし、公共的関与や政策形成の現場とのつながりを、より一層強化できるよう
に努めています。 
また、以上の副専攻プログラムに加えて、同じく 2013年 4 月より大学院等高度副プログラム「公共圏

における科学技術政策」も提供しています。大学院等高度副プログラム制度は、大阪大学が 2008年度か
ら始めたものです。これは、大学院生および 6 年制課程の学部 5、6 年次を対象に、幅広い分野の知識
と柔軟な思考能力を持つ人材など、社会において求められる人材の多様な要請に対応する取組として、
教育目標に沿って、一定のまとまりを有する授業科目により構成され、体系的に履修することができる
プログラムです。所定の単位を修得した学生には高度副プログラム修了認定証が授与されます。高度副
プログラム「公共圏における科学技術政策」プログラム修了には、必修科目 2 単位および選択科目 6 単
位以上の計 8 単位以上の修得が必要です。 
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大阪大学 大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラムの運営状況 
 
副専攻プログラム（修了要件 14単位以上）履修登録者数、修了者数など 
 
2019年度 在籍者数の合計：27人 

履修登録者数：17 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究
科：5 人、工学研究科：4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共研究科：1 人、生命機能研究科：1 人、情報科学
研究科：1 人） 

修了者数：2人（進路内訳 進学：1 人、民間企業：1 人） 
＊副専攻プログラムの修了証は、学生が副専攻の 14 単位を修得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。そ
のため、14 単位を修得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 
2013年度 

履修登録者数：15 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究
科：5 人、薬学研究科：1 人、工学研究科：2 人、基礎工学研究科：3 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：2人（進路内訳 民間企業：2 人） 

2014年度 
履修登録者数：14 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工学研

究科：4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共政策研究科：1 人、生命機能研究科：3 人） 

修了者数：4人（進路内訳 政府・公的研究機関：2 人、民間企業：2 人） 

2015年度 
  履修登録者数：6人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：3 人、工学研究科：2 人） 
  修了者数：4人（進路内訳 内部進学：1 人、大学へ就職：1 人、民間企業：2 人） 
2016年度  

履修登録者数：12 人（所属研究科内訳 文学研究科：2 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工研究科学：
4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共政策研究科：1 人） 

修了者数：6人（進路内訳 大学へ就職：2 人、政府・公的研究機関へ就職：1 人、民間企業：2 人、不明：1 人） 

2017年度  
履修登録者数：8人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：1 人、医学系研究科：1 人、工学研究科：

2 人、基礎工学研究科：1 人、生命機能研究科：2 人） 
修了者数：6人（進路内訳 進学：1 人、政府・公的研究機関：1 人、民間企業：4 人） 

2018年度  
履修登録者数：6 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、基礎工学研

究科：2 人） 

修了者数：3人（進路内訳 民間企業：3 人） 
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高度副プログラム（修了要件 8単位以上）履修登録者数、修了者数など 
 
2019年度 在籍者数の合計：11人 

履修登録者数：7人（所属研究科内訳 理学研究科：4 人、医学系研究科：2 人、工学研究科：1 人） 

修了者数：4人（進路内訳 進学：1 人、政府・公的研究機関：1 人、民間企業：1 人、不明：1 人） 
＊高度副プログラムの修了証は、学生が高度副の 8 単位を取得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。その
ため、8 単位を取得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 
2013年度 

履修登録者数：8 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：3 人、国際公
共政策研究科：1 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：0人 
2014年度 

履修登録者数：12 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、理学研究科：1 人、工学研究科：4 人、基礎工学
研究科：3 人、国際公共政策研究科：2 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：3人 
2015年度 

履修登録者数：10 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工学研究科：
3 人、基礎工学研究科：1 人、国際公共政策研究科：1 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：5人 
2016年度  

履修登録者数：9 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究科：2 人、工学研究
科：1 人、基礎工学研究科：2 人、生命機能研究科：1 人、情報科学研究科：1 人） 

修了者数：8人 
2017年度  

履修登録者数：7 人（所属研究科内訳 理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工学研究科学：2 人、基礎工学
研究科：1 人、国際公共政策研究科 1 人） 

修了者数：8人 
2018年度  

履修登録者数：8 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、医学系研究科：3 人、工学研究科：2 人、基礎工学研
究科：1 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：4人 
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大阪大学 大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラムの運営状況 
 
副専攻プログラム（修了要件 14単位以上）履修登録者数、修了者数など 
 
2019年度 在籍者数の合計：27人 

履修登録者数：17 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究
科：5 人、工学研究科：4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共研究科：1 人、生命機能研究科：1 人、情報科学
研究科：1 人） 

修了者数：2人（進路内訳 進学：1 人、民間企業：1 人） 
＊副専攻プログラムの修了証は、学生が副専攻の 14 単位を修得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。そ
のため、14 単位を修得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 
2013年度 

履修登録者数：15 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究
科：5 人、薬学研究科：1 人、工学研究科：2 人、基礎工学研究科：3 人、生命機能研究科：1 人） 

修了者数：2人（進路内訳 民間企業：2 人） 

2014年度 
履修登録者数：14 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工学研

究科：4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共政策研究科：1 人、生命機能研究科：3 人） 

修了者数：4人（進路内訳 政府・公的研究機関：2 人、民間企業：2 人） 

2015年度 
  履修登録者数：6人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：3 人、工学研究科：2 人） 
  修了者数：4人（進路内訳 内部進学：1 人、大学へ就職：1 人、民間企業：2 人） 
2016年度  

履修登録者数：12 人（所属研究科内訳 文学研究科：2 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、工研究科学：
4 人、基礎工学研究科：2 人、国際公共政策研究科：1 人） 

修了者数：6人（進路内訳 大学へ就職：2 人、政府・公的研究機関へ就職：1 人、民間企業：2 人、不明：1 人） 

2017年度  
履修登録者数：8人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：1 人、医学系研究科：1 人、工学研究科：

2 人、基礎工学研究科：1 人、生命機能研究科：2 人） 
修了者数：6人（進路内訳 進学：1 人、政府・公的研究機関：1 人、民間企業：4 人） 

2018年度  
履修登録者数：6 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、理学研究科：2 人、医学系研究科：1 人、基礎工学研

究科：2 人） 

修了者数：3人（進路内訳 民間企業：3 人） 
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大阪大学 副専攻プログラム（修了要件 14単位以上） 開講科目一覧（2019年度） 
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Table_Lectures_190914.xlsx・副専攻

開講部局（課程） 授業科目名 主担当教員 単位 学期
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論A 平川 秀幸、他 1 春

COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論B 平川 秀幸、他 1 夏

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション演習 八木 絵香、他 2 集中（夏）

COデザインセンター（院） 研究プロジェクト 平川 秀幸、他 2 通年

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 春（豊中）

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 夏（豊中）

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 不開講

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 冬（吹田）

COデザインセンター（院） 科学史・科学哲学入門 平川 秀幸 1 夏

COデザインセンター（院） 科学技術社会論入門 平川 秀幸、他 1 春

COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策A 渡邉 浩崇 1 秋

COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策B 渡邉 浩崇 1 冬

COデザインセンター（院） 訪問術A（質的研究のデザインA） 池田 光穂 2 春

COデザインセンター（院） 訪問術B（異能の人を発掘する） 池田 光穂 2 春

人間科学研究科（博士前期） フィールド調査法特講 森田 敦郎、他 2 春～夏

人間科学研究科（博士前期） 社会における科学技術特定演習 山中 浩司 2 秋～冬

工学研究科（博士前期） サステイナビリティ評価・技術論 下田 吉之、他 2 春～夏

基礎工学研究科（博士前期） 科学技術移転論 草部 浩一 2 秋～冬

COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策総合演習 平川 秀幸、他 2 集中（夏）

COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論A 平川 秀幸、他 1 秋

COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論B 平川 秀幸、他 1 冬

COデザインセンター（院） 特別講義A（Science, Technology and Society） 工藤 充 1 夏

COデザインセンター（院） 特別講義B（Crossing Borders in Higher Education and Research） 工藤 充 1 秋

COデザインセンター（院） 特別講義（Effectively Communicating Your Science & Research） BARRETT BRENDAN、他 2 春

COデザインセンター（院） メディアリテラシー 久保田 徹、他 2 集中（冬）

COデザインセンター（院） COデザイン講義（インターネット技術と法規制） 渡邉 浩崇、他 2 秋～冬

COデザインセンター（院） COデザイン講義（Food Security and Sustainability） 上須 道徳 2 不開講

法学研究科（博士前期） 総合演習（生命倫理と法） 瀬戸山 晃一 2 秋～冬

法学研究科（博士後期） 特定研究（生命倫理と法） 瀬戸山 晃一 2 秋～冬

医学系研究科（修士） ライフサイエンスの倫理と公共政策学 加藤 和人、他 2 集中（夏）

工学研究科（博士前期） 産業環境マネジメント論 東海 明宏 2 春～夏

工学研究科（博士前期） サステナブルシステムデザイン論 小林 英樹 2 春～夏

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論A 伊藤 正 2 不開講

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論B 伊藤 正 2 集中（春～夏）

国際公共政策研究科（博士前期） 環境法 松本 充郎 2 春～夏
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（環境法） 松本 充郎 2 春～夏
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（開発と環境） 大槻 恒裕 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（開発と環境） 大槻 恒裕 2 不開講
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（人事の経済分析1） 松繁 寿和 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） プロジェクト演習（人事の経済分析3） 松繁 寿和 2 不開講

科目カテゴリー
入門必修科目（2単位）

必修科目（2単位）
連携必修科目（2単位）

選択科目：
8単位以上
（選択科目Ⅰおよ
びⅡから、それぞ
れ2単位以上を履
修）

選択科目Ⅰ：
基軸科目群

選択科目Ⅱ：
イシュー科目群
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大阪大学 高度副プログラム（修了要件 8単位以上） 開講科目一覧（2019年度） 
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大阪大学 副専攻プログラム（修了要件 14単位以上） 開講科目一覧（2019年度） 
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Table_Lectures_190914.xlsx・高度副

開講部局（課程） 授業科目名 主担当教員 単位 学期

COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論A 平川 秀幸、他 1 春

COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論B 平川 秀幸、他 1 夏

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション演習 平川 秀幸、他 2 集中（夏）

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 春（豊中）

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 冬（豊中）

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 不開講

COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 冬（吹田）

COデザインセンター（院） 科学史・科学哲学入門 平川 秀幸 1 夏

COデザインセンター（院） 科学技術社会論入門 平川 秀幸、他 1 春

COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策A 渡邉 浩崇 1 秋

COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策B 渡邉 浩崇 1 冬

COデザインセンター（院） 訪問術A（質的研究のデザインA） 池田 光穂 2 春

COデザインセンター（院） 訪問術B（異能の人を発掘する） 池田 光穂 2 夏

人間科学研究科（博士前期） フィールド調査法特講 森田 敦郎、他 2 春～夏

人間科学研究科（博士前期） 社会における科学技術特定演習 山中 浩司 2 秋～冬

工学研究科（博士前期） サステイナビリティ評価・技術論 東海 明宏、他 2 春～夏

基礎工学研究科（博士前期） 科学技術移転論 草部 浩一 2 秋～冬

COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策総合演習 平川 秀幸、他 2 集中（夏）

COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論A 平川 秀幸、他 1 秋

COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論B 平川 秀幸、他 1 冬

COデザインセンター（院） 特別講義A（Science, Technology and Society） 工藤 充 1 夏

COデザインセンター（院） 特別講義B（Crossing Borders in Higher Education and Research） 工藤 充 1 秋

COデザインセンター（院） 特別講義（Effectively Communicating Your Science & Research） BARRETT BRENDAN、他 2 春

COデザインセンター（院） メディアリテラシー 久保田 徹、他 2 集中（冬）

COデザインセンター（院） COデザイン講義（インターネット技術と法規制） 渡邉 浩崇、他 2 秋～冬

COデザインセンター（院） COデザイン講義（Food Security and Sustainability） 上須 道徳 2 不開講

法学研究科（博士前期） 総合演習（生命倫理と法） 瀬戸山 晃一 2 秋～冬

法学研究科（博士後期） 特定研究（生命倫理と法） 瀬戸山 晃一 2 秋～冬

医学系研究科（修士） ライフサイエンスの倫理と公共政策学 加藤 和人、他 2 集中（夏）

工学研究科（博士前期） 産業環境マネジメント論 東海 明宏 2 春～夏

工学研究科（博士前期） サステナブルシステムデザイン論 小林 英樹 2 春～夏

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論A 伊藤 正 2 不開講

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論B 伊藤 正 2 集中（春～夏）

国際公共政策研究科（博士前期） 環境法 松本 充郎 2 春～夏
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（環境法） 松本 充郎 2 春～夏
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（開発と環境） 大槻 恒裕 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（開発と環境） 大槻 恒裕 2 不開講
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（人事の経済分析1） 松繁 寿和 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） プロジェクト演習（人事の経済分析3） 松繁 寿和 2 不開講

科目カテゴリー

必修科目（2単位）

選択科目：6単位以上
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 大阪大学 特色ある授業 
「科学技術イノベーション政策概論（A, B）」（春・夏学期 隔週水曜 5・6限） 
この科目のねらいは、科学技術やイノベーションの「望ましさ」をどう実現したらよいか、そのため

にはどのような問題を研究開発や政策形成において考えなくてはならないかを、科学技術の「倫理的・
法的・社会的課題（Ethical, Legal and Social Issues: ELSI）」の観点から、多角的に学ぶことです。ゲスト
の専門家による講義（90 分）と討論（90 分）を行い、最終回は全体を振り返っての総合討論を行ってい
ます。 

2019 年度は、「科学技術イノベーション政策概論Ａ」では、特に、ELSI に関する研究や政策が最も早
くから行われてきた生命科学を取り上げ、「科学技術イノベーション政策概論 B」では、人工知能技術や
ビッグデータ利用など情報科学技術を取り上げました。以下はその詳細です（ゲストの所属や肩書きは
実施当時のもの）。 
 
「科学技術イノベーション政策概論 A」 
第 1回（2019 年 4月 10日） 平川 秀幸（大阪大学 教授） 
 イントロダクション：科学技術政策と<ELSI> 
第 2・3回（2019 年 5月 8 日） 小門 穂（大阪大学 助教） 
 生殖医療の倫理的・法的・社会的課題 
第 4・5回（2019 年 5月 15日） 三成 寿作（京都大学 特定准教授） 
 ゲノム研究をめぐる倫理的・法的・社会的課題 
第 6・7回（2019 年 5月 29日） 松尾 真紀子（東京大学 特任講師） 
 食・農分野におけるゲノム編集のリスクガバナンスと ELSI 
第 8回（2019 年 6月 5日） 平川 秀幸（大阪大学 教授） 
 総合討論 
 
「科学技術イノベーション政策概論 B」 
第 1回（2019 年 6月 12日） 平川 秀幸（大阪大学 教授） 
 イントロダクション：情報科学技術と ELSI 
第 2・3回（2019 年 6月 26 日） 福田 雅樹（大阪大学 教授） 
 AI ネットワーク化の展望と課題 
第 4・5回（2019 年 7月 17 日） 呉羽 真（大阪大学 特任助教） 
 人工知能・ロボットの倫理的課題 
第 6・7回（2019 年 7月 24 日） 岸本 充生（大阪大学 教授） 
 エマージングテクノロジーとしての生体認証技術 
第 8回（2019 年 7月 31日） 平川 秀幸（大阪大学 教授） 
 総合討論 
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「科学技術コミュニケーション演習」（集中講義（夏）） 
 研究の細分化により生じている専門家間のコミュニケーションの困難さを実感すると同時に、異なる
専門知識や背景を持つ人々とのコミュニケーションの作法を獲得することを目的として実施している集
中講義です。3 日間、一つのテーマについて、じっくりと議論を重ねます。講義のテーマは例年、現在進
行形の科学技術に関する社会的な課題を選んでいます。2019 年度は「ゲノム編集作物」を取り上げまし
た。「現在、想定されているゲノム編集作物の規制の枠組みの是非」について議論を行いました。 
 
 3日間のスケジュールは次の通りで、グループワークを中心に進めました。 
1 日目 
 ガイダンス・グループメンバー内の自己紹介 
 事前に提示された「問 1」について、個人の見解をグループ内で共有 
グループごとに専門家への質問を作成 

 専門家との質疑応答 
*問 1：現状の規制の枠組み（SDN1 から得られた生物についてはカルタヘナ法
の規制の対象外とすること）の是非は？ 「許容できる/適切な措置である」と
する場合は、そう判断する根拠について、そして、「許容できない/カルタヘナ
法の規制と同等であるべき（もしくは同等でなくとも別の枠組みを必要とする）」
とする場合には、そう判断する根拠について、示すこと。 

 
 専門家としてお越しいただいたのは、以下の 3名です。 
・食品に関する規制について、そして、海外の状況に関しても詳しい立川 雅司氏（名古屋大学 教授） 
・ゲノム編集技術の専門家である安本 周平氏（大阪大学 助教） 
・消費者、生産者の現場からの視点について詳しい吉田 省子氏（北海道大学 客員准教授） 
 
2 日目 
 専門家から得られた情報などを踏まえつつ、グループごとに議論 
「問 1」に関する議論の内容を発表&講評 

 提示された「問 2」について、グループごとに議論 
「問 2」に関する中間発表と全体討議 

*問 2：問１で議論した多様な見解を踏まえた上で、現状の規制の枠組みで進め
ていく場合、どのような制度や活動が必要なのか？  

 
3 日目 
「問２」に関して、グループごとに議論 
「問２」に関する議論の内容を発表&講評 
「問 3」*に関する個別ワーク 
「問 3」に関する発表と講評 

*問 3：自らの専門に立ち戻った際に、この問題（狭義にはゲノム編集作物の普及にかかる問題/広義には、リスク評価・
科学教育・リスクコミュニケーション・農林水産政策・それを取り巻く行政の仕組みや法制度）についてどのような貢
献が可能か？ 
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 京都大学の取組 
京都大学 学際融合教育研究推進センター 「政策のための科学ユニット」概要 
「さまざまな分野を“つなぐ”人材」の育成 
人類の持続的発展への願望を実現するために科学技術の発展に寄せられる社会の期待は、世界的規模

で急速に高まっています。こうした社会の科学技術への期待の高まりは科学の知見の蓄積とそれを技術
開発に結びつける創造力の結実が生み出した成果であるといっても過言ではありません。しかし一方で、
このような科学技術の進歩が、グローバルな社会環境を生みだすとともに、人類の持続的発展に向けて
我々が解決すべき課題を多様化・複雑化させています。このような社会的課題の解決には、研究者自身
が解決すべき社会の課題を発見し解決するための研究を進め、その科学技術の成果を社会に実装し、社
会システムの改革を含めて新しい社会的価値の創造をもたらすイノベーションを生起させることが必要
です。 
このような問題意識は我が国に限ったことではなく、現在世界各国がイノベーションによる経済社会

の発展を目指して活発な取組を行っています。我が国がこのようなグローバルな世界で、持続的に発展
していくためには、現代社会の解決すべき課題の多様性と複雑性に対応しつつ、資源や人材を有効に活
用し国際競争力を高めていくことが不可欠です。 
「政策のための科学」の扱うべき領域は、科学技術イノベーションに対する理解に加え、政策及びそ

の形成過程、政策と自然・社会との相互作用といった、自然科学及び人文社会科学の諸科学分野に跨る
ものです。そしてまた、そこで得られた知見が実際の政策形成とその実施に寄与することが求められて
います。したがって、ここで育成される人材には、多様な学問分野の知見を総合し、社会的課題を的確
に捉え、多様な利害関係者と協力しつつ政策形成・実施していくという合意形成の能力も求められます。 
研究においては、政策を実施すべき各分野において、何を仮説として設定するのか、また、複数の異

なる領域、価値観から、どのように優先順位をつけて予算配分をするのかといった問題が重要な課題で
す（図 1）。 

 

 
図 1 さまざまな領域からの政策決定の概念図 
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定量的なエビデンスは、実世界における各種のデータを可視化し、そこから様々な手法で解析評価を
する手法の深化が重要となります。実世界のデータからエビデンスへ、エビデンスから政策へ、そして
政策を実施したのちにそれを評価していくというサイクルが形成されていくことになります（図 2）。 

 
図 2 エビデンスベースの政策決定の概念図 

 
政策のための科学プログラムでは、大阪大学と京都大学の連携により、幅広く科学技術の研究現場の

動向を踏まえつつ、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究を基盤として、テクノ
ロジーアセスメントなどの公共的関与の活動と分析を行うことにより、その分野と他分野・他業種・市
民等をつなぐ人材育成を行います。育成された人材は、我が国の科学技術イノベーション政策の将来を
担う人材として、多様なキャリアパスの中で、社会を先導できる人材となることが期待されています。
修了後のキャリアパスとしては、各種研究職、行政職、政策秘書、シンクタンク職員、大学の研究戦略
担当、リスクコミュニケーション人材などを想定しています。 
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京都大学 「政策のための科学ユニット」運営状況 
 
2019年度 在籍者数の合計：13 人 
研究プロジェクト修了コース（修了要件 14単位以上） 

履修者数：9 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：4 人、医学研究科：1 人、農学研究科：3 人、工学研究科：
１人） 

 
修了者数：2人（進路内訳 政府・公的研究機関：1 人、民間企業：1 人） 

 
学際プログラム履修コース（修了要件 8単位以上） 

履修者数：4人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：1 人、医学研究科：2 人、農学研究科：1 人） 

 
修了者数：1人（進路内訳 博士課程在学中：1 人） 
＊それぞれのコースの修了証は、学生が修了要件の単位を修得すれば、主専攻の修了前でも授与されます。この点
は大阪大学と京都大学で異なります。 

 
参考資料：過去の履修者数、修了者数 
2013年度 

履修者数：7 人（所属研究科内訳 医学研究科：3 人、経営管理大学院：1 人、工学研究科：1 人、農学研究科：1
人、人間・環境学研究科：1 人） 

2014年度 
履修者数：7 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：2 人、医学研究科：2 人、農学研究科：2 人、薬学研究科：

1 人） 
修了者数：7人（進路内訳 政府・公的研究機関：2 人、民間企業：2 人、博士課程在学中：3 人） 

2015年度 
履修者数：6 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：1 人、医学研究科：1 人、農学研究科：1 人、公共政策大

学院：3 人） 

修了者数：5人（進路内訳 大学：1 人、民間企業：2 人、博士課程進学：2 人） 
2016年度  

履修者数：8 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：3 人、医学研究科：2 人、文学研究科：2 人、理学研究科：
1 人） 

修了者数：6人（進路内訳 公務員：3 人、民間企業：2 人、博士課程在学中：1 人） 

2017年度 在籍者数の合計：17 人 
履修者数：9人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：2 人、医学研究科：4 人、農学研究科：3 人） 

修了者数：6人（進路内訳 公務員：1 人、民間企業：4 人、博士課程進学：1 人） 
2018年度 在籍者数の合計：15 人 

履修者数：15人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：3 人、医学研究科：6 人、農学研究科：4 人、工学研究
科：１人、情報学研究科：１人） 

修了者数：4人（進路内訳 大学：1 人、民間企業：1 人、博士課程在学中：2 人） 
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京都⼤学 開講科⽬⼀覧（2019 年度） 

 

 

区分 科⽬名 
期間 

主担当教員（研究科） 単位 
前期 後期 

⼊⾨必修科⽬ 現代社会と科学技術 B   ○ 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

必修科⽬ 科学技術コミュニケーション演習 通年 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

連携必修科⽬ 研究プロジェクト 通年 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

選
択
科
目(

８
単
位
以
上) 

選
択
科
目
Ⅰ
：
基
軸
科
目
群(

１
科
目
以
上
選
択) 

現代社会と科学技術 A ○   川上 浩司（医学研究科）、他 1 

科学技術イノベーション政策総合
演習 夏期集中 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

科学技術イノベーション政策特別
演習 夏期集中 川上 浩司（医学研究科）、他 1 

プログラミング演習（Excel VBA） ○  
⼩⼭⽥ 耕⼆（学術情報メディ
アセンター） 2 

医薬政策・⾏政  ○ 川上 浩司（医学研究科） 1 

問題解決思考   ○ 末松 千尋（経営管理⼤学院） 2 

疫学 I（疫学⼊⾨） ○   中⼭ 建夫（医学研究科） 1 

公共政策論Ⅰ   ○ 佐野 亘（⼈間・環境学研究科） 2 

科学技術と社会に関わるクリティ
カルシンキング 

 
 ○  伊勢⽥ 哲治（⽂学研究科） 2 

科学技術・イノベーションと⼤学  ○ 関根 博仁（経済研究所） 2 

選
択
科
目
Ⅱ
：
イ
シ
ュ
ー
科
目
群(

１
科
目
以
上
選
択) 

可視化シミュレーション学   ○ ⼩⼭⽥耕⼆（学術情報メディア
センター） 2 

医薬品の開発と評価   ○ 川上 浩司（医学研究科） 1 

科学的⽅法による京都学実践 ○  ⼩⼭⽥耕⼆（学術情報メディア
センター） 2 

応⽤経済学   ○ 依⽥ ⾼典（経済学研究科） 2 

政策のための研究⽅法論 ◯   
カール・ベッカー（学際融合教
育研究推進センター） 2 

医療政策の ELSI  ◯ カール・ベッカー（学際融合教
育研究推進センター） 2 

健康情報学Ⅰ   ○ 中⼭ 建夫（医学研究科） 2 

⽂献評価法 ○   中⼭ 建夫（医学研究科） 1 

技術者倫理と技術経営 ○   富⽥ 直秀（⼯学研究科）、他 2 

情報社会学 ○  ⼤⼿ 信⼈（情報学研究科） 2 

共⽣社会環境論演習３Ｂ   ○ 佐野 亘（⼈間・環境学研究科） 2 

まちづくりとまち経営  ○ 吉⽥ 恭（経営管理⼤学院） 2 

現代社会論演習ⅠA ○  
広井 良典（こころの未来研究
センター） 2 

 現代社会論演習ⅠA  ○ 広井 良典（こころの未来研究
センター） 2 
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 京都大学 特色ある授業 
「現代社会と科学技術 A」（前期 木曜 1限）、「現代社会と科学技術 B」（後期 木曜４限） 

 本 2 科目は、各回に様々な関連トピックを取り上げて、学内外からの講師による話題提供と、それに
基づいた学生間のディスカッションを行い、科学の多様性と社会、政策を考えるための端緒としていま
す。ユニット設立当初の 2013 年度から 2018 年度にかけて、「現代社会と科学技術入門」「現代社会と科
学技術」として開講し、医薬政策、大学における学問、科学的手法、防災と情報通信、リスクコミュニ
ケーション、計量書誌学、疫学とゲノム科学、医療技術が起こす倫理問題、科学技術の社会への実装な
どをテーマとしてきました。2019年度により体系的な学習を進めるために編制を見直し、「現代社会と科
学技術 A」「現代社会と科学技術 B」と改めるとともに、前期は中央省庁の行政官をはじめとする実務家
教員による講義を行っています。 

 また、講義終了後に学生から提出されるレポートについては、担当教員からのコメントを付けて学生
にフィードバックしています。これらのレポート及びコメントは、各回それぞれの講義を受講した学生
で共有されており、同じ講義を受けた他の学生の視点、その視点に対する教員の評価を通して、学びを
深める役割を果たしています。インタラクティブな講義、学生同士のディスカッション、講義後の学び
により、学生の幅広い政策に関する知識の習得と政策分析の能力の習得を目指します。 

 2019 年度の「現代社会と科学技術入門」と「現代社会と科学技術」は各回下記のテーマに従って話題
提供と学生同士によるディスカッションを行いました。 

「現代社会と科学技術 A」 
第 1回（2019 年 5月 9日） 宮野 公樹（京都大学 准教授） 
 大学における学問とは?分野融合・越境のダイナミクス 
第 2回（2019 年 5月 16日）  小山田 耕二（京都大学 教授） 
 科学的方法について 
第 3回（2019 年 5月 23日）  カール・ベッカー（京都大学 特任教授） 
 現代社会の問題と政策のための科学的考え方 
第 4回（2019 年 5月 30日）  田渕 敬一（京都大学 准教授） 
 社会と科学の関わり方 
第 5回（2019 年 6月 6日）   関根 博仁（京都大学 准教授） 
 科学技術と大学の役割 
第 6回（2019 年 6月 13日）  カール・ベッカー（京都大学 特任教授） 
 研究プロジェクト課題発表会 
第 7回（2019 年 6月 27日）  吉田 恭（京都大学 特定教授） 
 コンパクトシティ政策と科学 
第 8回（2019 年 7月 4日）  川上 浩司（京都大学 教授） 
 健康福祉政策と情報の利活用 
第 9回（2019 年 7月 11日）   広井 良典（京都大学 教授） 
 持続可能性と人口減少社会のデザイン 
第 10 回（2019 年 7 月 18 日）  全教員 
 研究の進捗確認   
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 合同講義 
「科学技術イノベーション政策総合演習」（集中講義（夏）） 

 本科目は、科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」基盤的研究・人材育成拠点（政
策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大学、九州大学）の拠点間共同プログラムの
一つであるサマーキャンプを活用したものです。このサマーキャンプでは、ゲスト講師による講義とと
もに、共同で問題分析や政策提言等を行うグループワークに取り組みます。大阪大学ではこのサマーキ
ャンプを科目として単位認定するため、学生に対する事前ワークショップを実施した上で、サマーキャ
ンプに参加するようにしました。この事前ワークショップは、京都大学と一緒に実施しています。 
 
 2019 年度は、8 月 8 日に事前ワークショップを大阪大学・京都大学合同で行いました。事前ワークシ
ョップの講師は、アトリエ・カプリスの岩田 直樹さんと岩田 花奈さんにお願いをしました。サマーキ
ャンプ本番で、よりよい対話や活動ができるようになることを目的とした日です。今年度の事前ワーク
ショップのテーマは「『伝える』をリファインする。〜デザインプロセスを体験してみる〜」というもの
でした。この日の流れは、とある課題を様々な要素に分解しつつ、解決策を提案するというデザインの
プロセスをまずは体験し、それが政策立案のプロセスとどう違うのか、を考察するというものでした。 
 「とある課題」として、教員チームから提案をしたのは、「教育プログラム STiPSを適切に、必要な学
生に届けるにはどうしたらよいか？」というもの。ゲスト講師のお二人が日々活用されている「トンボ
マップ」という思考ツールを用いながら、各グループで課題の設定と企画書作りを進めました。 
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 最後のふりかえりの時間には、公共政策を専門とする教員も加わって、デザインプロセスと政策立案
プロセスとの違いについて議論をしました。 
 

  
 
 その後、8 月 26 日からのサマーキャンプに参加しました。8 月 26 日から 28 日にかけてのサマーキャ
ンプは、政策研究大学院大学で開催され、大阪大学からは学生 14 人と教員 5 人、京都大学からは学生 6
人と教員 5 人が参加しました。 
 

  
 
 サマーキャンプのプログラムに関しては、「SciREX 事業への参画（本冊子 40 ページ以降）」で詳しく
ご紹介しています。  
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「研究プロジェクト」（通年） 
本科目では、副専攻プログラムの総仕上げとして、公共的視点から科学技術と政策や社会とを「つな

ぐ」活動や成果物の作成を行うことにより、自らの専攻分野を生かしつつ、プログラムで学んだ知識や
スキルを活用する能力を獲得します。具体的には、科学技術イノベーション政策に関連するトピックと
方法論を用いて、「政策のための科学」に関連する個人研究もしくは共同研究のプロジェクトを実施し、
学術研究論文あるいはそれに準ずるもの（日英可）を作成します。 
授業では、そのための基礎文献の輪読や論文の書き方の指導をゼミ形式で行うとともに、進捗報告や

発表の練習を行います。加えて、それぞれの研究テーマや進捗に合わせ、複数の担当教員による個別指
導を行い、最後に、その論文の口頭発表会を実施しました。2019 年度の合同発表会は、2019年 12月 14
日に京都大学芝蘭会館別館にて、大阪大学 4 人と京都大学 2 人の合計 6 人が発表を行いました。 

 
口頭発表の題名は以下のとおりになります。 
 

2019年度 （口頭発表会：2019 年 12 月 14 日 京都大学芝蘭会館別館にて） 
大阪大学 
（1）日本の科学技術イノベーションに関する政策過程の検討―革新的研究開発推進プログラム
（ImPACT）を題材として― 

（2）生命倫理への関心度の決定要因―情報収集行動を中心に― 
（3）博士課程進学を選択する要因の調査―大阪大学大学院生命機能研究科における事例から― 
（4）原子力工学科・専攻の改称による人材育成への影響―大阪大学大学院工学研究科を対象として― 
 
京都大学 
（1）京都市営バス路線ネットワークの最適化 
（2）農業輸出における行政の役割と課題 
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参考資料：研究プロジェクト 学生論文・口頭発表題名 
 
2013年度 （口頭発表会：2014 年 2月 19日 大阪大学豊中キャンパスにて） 
大阪大学 
（1）日本の食品問題において消費者の不安感に影響を与える要素の考察 
（2）多メディア時代の科学技術ジャーナリズム ―「翻訳」、「批判」から「構築」へ― 
 
 
2014年度 （口頭発表会：2015 年 2月 14日 大阪大学中之島センターにて） 
大阪大学 
（1）「科学技術の智」プロジェクト・物質科学専門部会報告書の再編 ―エネルギーを中心として― 
（2）科学技術とフィクション ―人工子宮の現実化に寄せて― 
（3）大学院博士後期課程への進学、その後の進路選択に関わる各種要因についての調査 ―先行研究を

参考に学生側の視点を探る― 
（4）環境ラベルに関する一考察 ―NLマークを事例にあげて― 
（5）福島第一原子力発電所事故における「市民測定」 ―福島市の事例をもとに― 
（6）中華人民共和国環境保護部による CNPC・Sinopec石油精製プロジェクト差し止め事件 ―習近平政

権における政府と国有石油企業の関係性の変化― 
（7）科学のイメージと PR ―企業広告において「科学的である」とはどういうことか― 
 
京都大学 
（1）外科領域における医療技術評価 ―社会の理解のために― 
（2）医療ツーリズムにおける政策提言 ―医療ツーリスト受け入れ最前線への調査を通じて― 
（3）可視化情報学会における会員満足度の因果関係分析 
（4）トップジャーナルからみた基礎医学研究の臨床 ―応用への実現に関する調査研究― 
（5）京都府の高温耐性品種に対する消費者の価格評価の推定 ―選択型実験による接近― 
（6）社会的・情緒的学習の導入によるインクルーシブ教育の実現 
（7）虚血性心疾患に対する心臓リハビリテーション実施状況の経年的変化 ―レセプトデータベースを
用いた疫学的研究― 

 
 
2015年度 （口頭発表会：2016 年 2月 13日 京都大学楽友会館にて） 
大阪大学 
(1) 技術者倫理教育の現状と展望 ―大阪大学・機械工学科目の「工学倫理」を題材として― 
(2) 科学技術政策における外部性とその内部化 ―科学技術社会論と古典的自由主義の融合― 
(3) 日本における核融合研究と政策 ―歴史、現状、そして今後に向けて― 
(4) 科学的証拠の証拠規則の整備に向けて ―DNA 型証拠と足利裁判― 
(5) 科学のあいまいさ・不確実性を伝える手法開発のための予備調査 ―大学生の科学に対する意識調査
とワークショップ方式の有効性確認― 
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京都大学 
(1) 講義タイトルの表現方法に関する分析 ―大学教員が出張講義で高校生の興味を捉える― 
(2) 問題解決における現場地の重要性 ―自転車シャア事業を手掛かりに― 
(3) 診療報酬請求情報ナショナルデータベースの制度上の課題と展望 ―新規経口抗凝固薬薬剤疫学研究

を事例に― 
(4) 食中毒リスクコミュニケーションにおける確率的数量情報の認知に関する研究 
(5) 栄養・健康分野における教育者の情報リテラシー・情報活用能力の涵養に向けた教育のあり方に関す

る検討 
 
 
2016年度 （口頭発表会：2016 年 12 月 10 日 大阪大学中之島センターにて） 
大阪大学 
（1）人工知能利用における受容態度と判断基準 ―若手研究者に対する探索的調査― 
（2）専門職倫理における利益相反をめぐる論争 ―日本の産学連携における利益相反ポリシーの再考に

向けて― 
（3）基礎研究における社会経済的評価について ―物理分野を中心に― 
（4）生活支援ロボット普及政策の分析と考察 ―ユーザー参加の視点から― 
（5）市民参加の手続きにおける理論と実際の比較 ―過去の河川計画を例として― 
（6）パーソナライズによるサービス変化のユーザーの受け取り方 ―偏る選択肢と見られている「気持

ち悪さ」― 
 
京都大学 
（1）日本におけるペルフルオロオクタン酸の自主規制に影響を与えた要因と今後の課題 
（2）口唇・口蓋裂の患者の会が当事者と保護者に与える影響について 
（3）農山村における福祉集住政策 ―奈良県十津川村「たかもりの家」計画を例に― 
（4）自治体議員の研修に関する考察 ―評価グリッド法を用いた分析― 
（5）行政の信頼の構造について 
（6）先端科学研究と結びついたまちづくりは地域の発展に貢献しているか？ 
 
 
2017年度 （口頭発表会：2017 年 12 月 9日 京都大学楽友会館にて） 
大阪大学 
（1）マスメディアによる健康・医療情報に対する公衆衛生学専門家の認識 
（2）大学院博士後期課程在籍者の民間就職を促す要因 ―文献調査とインタビュー調査による探索的研

究― 
（3）クロマイ薬害裁判における専門家証人尋問録の検討 ―因果関係の判定条件と規範的・価値的含意
― 

（4）雛人形及び雛人形業界における「価値体系」の整理 ―現状の振興政策等の文献調査および実践者
への聞き取り調査を通じて― 

（5）科学コミュニケーション活動への参加に関する意識の調査 ―サイエンスカフェ「ひとこといちば」
へ参加した研究者について― 
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2015年度 （口頭発表会：2016 年 2月 13日 京都大学楽友会館にて） 
大阪大学 
(1) 技術者倫理教育の現状と展望 ―大阪大学・機械工学科目の「工学倫理」を題材として― 
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とワークショップ方式の有効性確認― 
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京都大学 
（1）新聞の社説にみる環境政策のパラダイムの変化 ―韓国の全国紙の社説を中心に― 
（2）福島第一原子力発電所事故後の情報拡散状況の分析 ―大規模災害時の SNS による情報発信手法の

検討― 
（3）低線量放射線の生体影響に関する科学者の意識調査 ―福島第一原子力発電所事故を例に― 
（4）地域公共交通改革の事例分析 －地域の持続的な移動手段確保に向けて－ 
（5）ヒト多能性幹細胞を用いた生殖細胞研究の課題抽出と研究者の意見 
（6）事前指示書作成支援の通知時期および方法に関する質問紙調査研究 ―健康保険証発行に併せた一

斉通知の実現可能性を探る― 
 
 
2018年度 （口頭発表会：2018 年 12 月 8日 大阪大学中之島センターにて） 
大阪大学 
（1）大学におけるデュアルユース研究 ―「対話ツール」を利用した学生との議論― 
（2）“個人の予防・健康づくりに向けたインセンティブ”制度の比較調査 ―兵庫県を事例として― 
 
京都大学 
（1）指定難病診察ガイドラインと医学文献の特徴 ―文献検索数を用いた記述研究― 
（2）福祉政策による社会環境変化と精神障害者のQOLとの関連 ―統合失調症患者を対象とした既存デ

ータを用いた研究― 
（3）塩酸リトドリンの早産予防効果 ―データベースを用いた検討― 
（4）市民と専門家のサイエンス・コミュニケーションの「成功」についての検討 －サイエンスカフェ

の事例分析から－ 
 
 
阪大・京大間の講師の相互派遣 
実質的な教育における協力として、講師の相互派遣を積極的に行っています。京都大学の入門必修科

目「現代社会と科学技術」において、大阪大学の平川秀幸教授、加藤和人教授が講師を務めました。 
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 阪大学生の声 
自分の専門分野の「社会の中での位置づけ」を考えることができました。 
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ての需要はあるだろう、ということは考えていました。
それと同時に、原子力という研究分野が社会の中でどの
ように位置付けられるのかということについて、もっと
深く考えたいという気持ちが強くなってきたのです。そ
のような問題意識に基づき、「研究プロジェクト」では、
大学の旧原子力系学科・専攻の改称について調査し、そ
れが原子力分野における人材育成にどのような影響を
与えたのか検討しました。調査として行った大学教員に対するインタビューでは、STiPSの先生方から手
厚いアドバイスやサポートをいただきました。そのおかげで主専攻の研究と両立させながら論文を仕上
げることができました。 
 「研究プロジェクト」に取り組むことで、原子力という研究分野の歴史や、様々な観点からの評価に
ついて学ぶことができ、今まで自分には無かった視点を得ることができました。それは私にとって、こ
れから社会に出て働くうえで非常に重要な経験だったと思います。 
 
 
 
社会にある「様々な評価の軸」に気づくことができました。 
三浦 彩音さん (理学研究科 化学専攻 博士前期課程 1年) 

 STiPS の授業では、「サマーキャンプ」が印象に残っ
ています。私たちのグループは、ディスカッションで意
見が大きく広がりすぎてしまって、まとめるのにとても
苦労しました。今振り返ると、意見のひとつひとつをグ
ループの全員で共有するということが十分にできてい
なかったのだと思います。私は、この経験をとおして、
グループワークでどのように意見をまとめるのがよい
のか、より一層考えるようになりました。 
 「サマーキャンプ」でもうひとつ印象的だったのは、
自分とは違う意見を目の当たりにしたことです。私自身
は研究していて楽しいという気持ちが強く、また、私と同じようにこの研究が好きだというひとたちに
囲まれて日々を過ごしていて、どうしても自分の研究を中心にものを見てしまうところがあるのです。
でも、「サマーキャンプ」で様々な立場の方の意見を聞いて、私が今まで関わってきたアカデミックな研
究にも、まだまだ足りない部分やさらに考えるべき部分があるのだな、ということも実感しました。社
会の中には様々な評価の軸があるということに気づく経験は、多様な背景を持つひとと話すからこそ得
られるのだと思います。 
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ひとりひとりの発言の「背景」を意識するようになりました。 
早見 直樹さん (基礎工学研究科 機能創成専攻 博士前期課程 1年) 
僕が STiPS に興味を持ったきっかけは、ポスターの

「科学技術と社会をつなぐのは誰か」というメッセー
ジでした。グループディスカッションが経験できる授
業を受けたいと思っていたのも、受講の理由のひとつ
です。 

STiPS の授業ではファシリテーションのスキルを学
んだことが印象に残っています。科学技術をテーマと
した市民が参加するワークショップでもグループファ
シリテーターを経験することができました。これらの
経験をとおし、その場でのひとりひとりの発言に対し
て、そのひとがなぜそう言ったのかという「そのひとの背景にあるもの」を意識するようになりました。 

STiPS の魅力のひとつは、プログラムを通じて得た経験やスキルを実践の場で使ってみることができ
る点だと思います。僕の場合、授業の中で学んだアンケート調査やインタビューの手法は、学生委員会
などの課外活動でも役に立っています。だれかに意見を求めたいとき、どんな質問をするとどのような
こたえをもらうことができるのかという事前のシミュレーションが今までよりも深くできるようになり、
よりスムーズに対話ができるようになったと感じています。 
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 京大学生の声 
大学の醍醐味、的なコース 
池田 裕美枝さん（医学研究科 医学専攻 博士課程 2年） 
社会人15年目にして大学院に進学した2児の母です。自分の課題意

識を政策につなげるにはどうしたらいいのだろう？とSTiPSに参加
しました。 
専門も年齢も国籍も多様なメンバーの中で、それぞれの視点を学び

合い、また、社会が抱える様々な課題について知り、塾考する機会に
恵まれました。 

 選挙制度の違いがどのように社会に影響するのか、すべてのステ
イクホルダーを巻き込むためにどんな仕掛けができるのか、など、一
言に「政策に繋げる」といっても様々な要素が絡むことを学びました。
同時に、学問とは？社会とは？生きるとは？などというある意味哲学
的な問いについても考え続けました。 
目の前の雑事に精一杯だった社会人の日々を思うと、なんと贅沢な

時間だったことでしょう。名だたる教授連との丁寧な対話やディスカッションもかけがえのない経験で
した。大学という空間にいることを十二分に味わえたコースだったと思います。 
現在の立ち位置を起点に、これからどんな社会を目指すのか、アカデミアとしてどう社会に働きかけ、

市民として子どもに何を伝えるか、今は少し明確に述べることができます。ここでの経験を生かして、
よりおもしろく生きて行こうと思います。 

 
 
越境する知—知己を得て修養を積む 
古屋 隆盛さん（人間・環境学研究科 相関環境学専攻 修士課程 2年） 

主専攻での研究分野には技術と倫理の両面で課題が山積しており、そ
れらを社会の中でどう扱うべきか考えたい、というのが応募の動機でし
た。大学院終了後は技術系の公務員になりたかったので、STiPSでの研
究テーマはそれに沿った内容で設定しました。こちらでの指導教員から
アドバイスを受けつつ、研究に必要な解析方法についてプログラムの選
択科目で学び、2 年目に研究プログラム論文をまとめることができまし
た。コースワークを通じて学内外に多くの知己を得て、彼ら、彼女らか
ら受ける知的な刺激が、主専攻と副専攻を両立するモチベーションにな
りました。このように、研究科内もしくは特定の研究領域に限定されな
い学びの場が提供されていることが STiPSの強みではないでしょうか。
就職活動では志望業界が同じ仲間と一緒に、当該業界に詳しい STiPS
の教員に、面接練習や企業研究への協力をお願いしました。このプログ

ラムは、特に公務員や科学技術に関わる分野を志望される方にとって、自分の関心と現実の政策を結び
つけて考える最良の機会です。2 専攻の両立は困難を伴いますが、2分野にまたがって修養を積むチャン
スでもあり、その過程を大いに楽しまれるとよいでしょう。 
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自分の世界を広げ，社会を相手にする 
宮﨑 望さん（農学研究科 地域環境科学専攻 修士課程 2年） 

 『農学は実学である』 
これはしばしば耳にする言葉である。しかし研究を進めていく上で、
「このままでは研究が社会の役に立たないのではないか」、このよう
な不安が頭に浮かんでいた。そんな中で「様々な分野をつなぐ」とい
う言葉を見て、研究を社会に活かすヒントが得られると考え STiPS
に参加した。 
 STiPSで様々なバックグラウンドの人と議論をすることで、自分の
考え方がいかに狭いかということを痛感させられた。そして自分の世
界しか知らない状況では社会と戦えないことが分かった。例えば何ら
かの技術があっても、文化や考え方、そして予算などが大きな障壁と
なってその普及を阻害してくる、そんな現実を知った。しかしその中
でも議論を通して様々な障壁を乗り越えるための策を考えていくの
は非常に刺激的であった。またこのように生み出した結論は未熟なが

らも自分の中で大切にできるものであった。 
 「政策」にとらわれなくてもいいと思う。「社会に何かをもたらしたい」と考えている方がいればぜひ
本プログラムに参加してほしい。様々な分野の専門家や学生との議論の中でそれがいかに難しいかがわ
かり、それでもそれを実現するためのヒントを得ることができるはずである。 
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 STiPS修了生ワークショップ 
新規科目開発に向けた STiPS修了生ワークショップの開催 

2019年 12 月 14〜15 日に、主に大阪大学の修了生を対象に、STiPS修了生ワークショップを実施しま
した。12 月 14 日は、京都大学芝蘭会館別館にて実施された研究プロジェクト合同発表会を視察し、発表
会の終了後には、現役生との交流会を行いました。続く 12 月 15 日は、大阪大学豊中キャンパスの CO
デザインスタジオに集合し、学び直しをテーマにしたワークショップを実施しました。 
 ワークショップでは、「社会人の学び直しに対して大学が何を提供できるのか、また、何を提供すべき
か」ということをテーマに、グループに分かれて議論を行いました。 
 参加した修了生からは「社会に出ると、いろんな制約なしに議論できるところが無くなってくる。安
心して意見交換、情報交換できる場が欲しい。」「何かを変えていきたいな、というモチベーションが生
まれた。」といった声が聞かれました。 
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2． プログラム推進委員会の運営 
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2. プログラム推進委員会の運営 
 

 実施体制 
本拠点 STiPS では、教育研究プログラムを円滑かつ効

率的に運営するためには、一大学内の部局間調整に加え、
大阪大学と京都大学の両大学間において緊密な連携が不
可欠です。これを実現するための実施体制は下記のとお
りです（右図参照）。 
 
阪大・京大会議（「プログラム推進委員会」） 

2012年より、毎年 3 回から 4回、大阪大学と京都大学
の参画教員で構成される「プログラム推進委員会」を実
施してきました。2019 年度は計 3 回（5 月 29 日、8 月 26 日、3 月にメール審議）実施しました。同会
議では、両大学における調整に関する情報や教育研究プログラムの進捗状況を共有しています。加えて、
合同講義の内容を含むカリキュラムの発展及び拡充、研究論文に関する指導調整、研究会やイベント開
催の企画及び調整、サマーキャンプ、国際シンポジウム、出版事業などの拠点間合同事業に関する調整
を行っています。 
 
各大学における参画教員会議（阪大：「プログラム担当者会議」、京大：「実務者委員会」） 

 本教育研究プログラムを実施するためには、上述のプログラム推進委員会とは別途、各大学内の部局
間調整が不可欠です。そのため、大阪大学と京都大学それぞれにおいて、構想調書時のメンバーやプロ
グラムに新たに科目提供頂いた教員で構成されるプログラム参画教員の会議を開催しています。同会議
では、プログラム進捗状況を参画教員で共有するとともに、プログラム履修者の確定や修了者の確定、
カリキュラムの調整などを行っています。 
 
各大学におけるワーキンググループ（阪大：「企画運営会議」、京大：「運営会議」） 

 大阪大学・京都大学合同で開催するプログラム推進委員会や各大学における参画教員会議の議題調整
や細かな決定事項を遂行するために、大阪大学と京都大学では、それぞれワーキンググループを設けて
います。メンバーは、大阪大学では主に CO デザインセンターの教員、京都大学では主に「政策のため
の科学ユニット」教員です。合同拠点として開催するイベントの内容や報告・公開する文言の調整、プ
ログラム推進委員会や参画教員会議の議題調整、他拠点との細かな連絡調整などを、同ワーキンググル
ープが担い、迅速かつ効率的な運営と意思決定を実現しています。 
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2. プログラム推進委員会の運営 
 

 実施体制 
本拠点 STiPSでは、教育研究プログラムを円滑かつ効

率的に運営するためには、一大学内の部局間調整に加え、
大阪大学と京都大学の両大学間において緊密な連携が不
可欠です。これを実現するための実施体制は下記のとお
りです（右図参照）。 
 

阪大・京大会議（「プログラム推進委員会」） 
2012年より、毎年 3 回から 4回、大阪大学と京都大学

の参画教員で構成される「プログラム推進委員会」を実
施してきました。2018年度は 5 月 30 日、8月 28日、12 月 8 日の計 3 回実施しました。同会議では、両
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の内容を含むカリキュラムの発展及び拡充、研究論文に関する指導調整、研究会やイベント開催の企画
及び調整、サマーキャンプ、国際シンポジウム、出版事業などの拠点間合同事業に関する調整を行って
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各大学における参画教員会議（阪大：「プログラム担当者会議」、京大：「実務者委員会」） 
 本教育研究プログラムを実施するためには、上述のプログラム推進委員会とは別途、各大学内の部局
間調整が不可欠です。そのため、大阪大学と京都大学それぞれにおいて、構想調書時のメンバーやプロ
グラムに新たに科目提供頂いた教員で構成されるプログラム参画教員の会議を開催しています。同会議
では、プログラム進捗状況を参画教員で共有するとともに、プログラム履修者の確定や修了者の確定、
カリキュラムの調整などを行っています。 
 

各大学におけるワーキンググループ（阪大：「企画運営会議」、京大：「運営会議」） 
 大阪大学・京都大学合同で開催するプログラム推進委員会や各大学における参画教員会議の議題調整
や細かな決定事項を遂行するために、大阪大学と京都大学では、それぞれワーキンググループを設けて
います。メンバーは、大阪大学では主に CO デザインセンターの教員、京都大学では主に「政策のため
の科学ユニット」教員です。合同拠点として開催するイベントの内容や報告・公開する文言の調整、プ
ログラム推進委員会や参画教員会議の議題調整、他拠点との細かな連絡調整などを、同ワーキンググル
ープが担い、迅速かつ効率的な運営と意思決定を実現しています。 
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 アドバイザー会議 
 以上の実施体制に加えて、本拠点 STiPS は発足当初より、その教育研究プログラムの運営向上を目的
として、有識者から構成される「アドバイザー会議（アドバイザリー・ボード）」を設置しています。 
第二期アドバイザリー・メンバーは下記の 5 名です。 
・村尾 和俊  西日本電信電話株式会社 相談役 
・五十嵐 仁一 JX リサーチ株式会社 代表取締役社長 
・元村 有希子 毎日新聞社 論説委員/編集委員 
・大岡 敏孝  衆議院議員 
・谷畑 英吾  湖南市長 

 
 2019 年度は 12 月 14 日に、京都大学芝蘭会館別館においてアドバイザー会議を開催し、村尾 和俊氏、
五十嵐 仁一氏、大岡 敏孝氏、谷畑 英吾氏の 4 名にご出席いただきました。教育研究活動や今後の人材
育成のあり方について、忌憚のないご意見をいただくとともに、アドバイザーとしての貴重な評価をい
ただきました。当日は、「研究プロジェクト」合同発表会にもご参加いただき、学生発表に対して貴重な
コメントをいただきました。 
 
 

 カリキュラムの発展及び拡充 
カリキュラムの科目内容については、本教育プログラム開始以来、さらなる充実を目指して、新たな

科目の開設や科目名称変更などを行ってきました。その際、特に心がけてきたことは、講師の相互派遣
などを含む大阪大学と京都大学の授業の連携強化です。また、講義は基本的にディスカッションやグル
ープワークを組み込んだものとし、ゲスト講師としては他大学・研究機関などの研究者、省庁や企業、
NGO などの実務者を幅広く招へいしました。対象とする科学技術分野も、生命・医学、原子力やエネル
ギー、ナノテクノロジー、環境、開発、都市工学、情報通信技術、宇宙などへと拡大してきました。 
大阪大学では、本プログラム開始の 2013 年度の開講科目数は 21、うち新設科目数は 7 でしたが、2014

年度の開講科目数は 30、うち新たに追加した科目数は 9 となりました。2015 年度の開講科目数は 29、
2016年度の開講科目数は 32 でした。2017 年度には、４学期制の導入に伴い、開講科目を一部リニュー
アルした結果、開講科目数は 36になり、2018 年度の開講科目数は 37、そして、2019 年度の開講科目数
は 28 でした。京都大学では、本プログラム開始の 2013年度の開講科目数は 22、うち新設科目数は 5で
したが、2014 年度の開講科目数は 1 科目追加し 23 科目となり、2015 年度の開講科目数は 23、2016 年
度の開講科目数は 25、2017 年度の開講科目数は 23、2018 年度の開講科目数は 27、そして、2019 年度
の開講科目数は 28 でした。 
また、大阪大学副専攻プログラムと京都大学研究科横断型教育プログラム（ともに修了要件 14単位以

上）が定める修了要件を満たした学生には、2014 年度より、プログラム責任者、大阪大学総長、京都大
学総長連名の修了認定証を授与しました。これは、2013 年 3 月 27 日に両大学の総長名で締結されまし
た「科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業「公共圏における科学技術・
教育研究拠点」教育プログラム実施に伴う大阪大学と京都大学との間における単位の相互認定に関する
協定書および覚書」に基づいています。2013 年度より、この協定に基づき、受入大学の指定する授業科
目の履修及び単位の修得を学生が希望するときは、当該授業科目の履修及び単位の修得ができるように
なっています。 
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2. プログラム推進委員会の運営 
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議では、両大学における調整に関する情報や教育研究プログラムの進捗状況を共有しています。加えて、
合同講義の内容を含むカリキュラムの発展及び拡充、研究論文に関する指導調整、研究会やイベント開
催の企画及び調整、サマーキャンプ、国際シンポジウム、出版事業などの拠点間合同事業に関する調整
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各大学における参画教員会議（阪大：「プログラム担当者会議」、京大：「実務者委員会」） 

 本教育研究プログラムを実施するためには、上述のプログラム推進委員会とは別途、各大学内の部局
間調整が不可欠です。そのため、大阪大学と京都大学それぞれにおいて、構想調書時のメンバーやプロ
グラムに新たに科目提供頂いた教員で構成されるプログラム参画教員の会議を開催しています。同会議
では、プログラム進捗状況を参画教員で共有するとともに、プログラム履修者の確定や修了者の確定、
カリキュラムの調整などを行っています。 
 
各大学におけるワーキンググループ（阪大：「企画運営会議」、京大：「運営会議」） 

 大阪大学・京都大学合同で開催するプログラム推進委員会や各大学における参画教員会議の議題調整
や細かな決定事項を遂行するために、大阪大学と京都大学では、それぞれワーキンググループを設けて
います。メンバーは、大阪大学では主に CO デザインセンターの教員、京都大学では主に「政策のため
の科学ユニット」教員です。合同拠点として開催するイベントの内容や報告・公開する文言の調整、プ
ログラム推進委員会や参画教員会議の議題調整、他拠点との細かな連絡調整などを、同ワーキンググル
ープが担い、迅速かつ効率的な運営と意思決定を実現しています。 
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 研究会やイベント開催の企画及び調整 
ここでは実施イベント一覧を示します。各イベントについては、「4. 公共的関与に関わる基盤的研究の

実施」と「6. 関西ネットワークの発展」を参照ください。 
 
名称 日時 場所 主催等 
「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会） 
【第 49回 STiPS Handai研究会】 
科学技術と社会のつなぎ方 －宇宙政策の未来に
ついて考える－ 

2019年 
4月 23日 

大阪大学豊中
キャンパス 
理学研究科 
H棟2階 コミ
ュニケーショ
ンスペース 

主催：STiPS 
共催：大阪大学大学
院理学研究科、大阪
大学 COデザインセ
ンター 

【第 50回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 1回
NHKエデュケーショナル プロデューサー・竹内 
慎一さん 

2019年 
6月 18日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 51回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 2回
株式会社毎日放送 報道局 記者・奥西 亮太さん 

2019年 
6月 25日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 52回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 3回
京都大学 学術研究支援室 URA・白井 哲哉さん 

2019年 
7月 2日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 53回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 4回
大阪府健康医療部 食の安全推進課・西岡 麻須美
さん 

2019年 
7月 9日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 
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【第 54回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 5回
科学コミュニケーター（フリーランス）・本田 隆
行さん 

2019年 
7月 16日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 55回 STiPS Handai研究会】 
科学技術と社会のつなぎ方 －ゲノム編集を活
用！？ミライの食品－ 

2019年 
7月 23日 

大阪大学吹田
キャンパス 
センテラス 
3階 センテラ
ス・サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学大学
院工学研究科、大阪
大学 COデザインセ
ンター 

【第 56回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第 1回 
毎日放送 報道局・大牟田 智佐子さん 

2019年 
12月 17日 

大阪大学吹田
キャンパス 
テクノアライ
アンス棟 1階 
交流サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 57回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第 2回
大阪大学共創機構・本田 哲郎さん 
 

2019年 
12月 24日 

大阪大学吹田
キャンパス 
テクノアライ
アンス棟 1階 
交流サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 58回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第 3回
地域ビジネス実践者／起業家・八百 伸弥さん 
 

2020年 
1月 7日 

大阪大学吹田
キャンパス 
テクノアライ
アンス棟 1階 
交流サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 59回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第 4回
国立情報学研究所 副所長/弁理士・篠崎 資志さ
ん 
 

2020年 
1月 14日 

大阪大学吹田
キャンパス 
テクノアライ
アンス棟 1階 
交流サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 
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門 B」の一環として
開催。 

【第 51回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 2回
株式会社毎日放送 報道局 記者・奥西 亮太さん 

2019年 
6月 25日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 52回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 3回
京都大学 学術研究支援室 URA・白井 哲哉さん 

2019年 
7月 2日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 53回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）」第 4回
大阪府健康医療部 食の安全推進課・西岡 麻須美
さん 

2019年 
7月 9日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 
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【第 60回 STiPS Handai研究会】 
「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第５回
哲学者／カフェフィロ 副代表・松川 えりさん 
 

2020年 
1月 21日 

大阪大学吹田
キャンパス 
テクノアライ
アンス棟 1階 
交流サロン 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術コ
ミュニケーション入
門 B」の一環として
開催。 

【第 61回 STiPS Handai研究会】 
シリーズ 科学技術×公共政策 第 1回 日本の科
学技術イノベーション政策動向と国際ビッグプ
ロジェクトに関する考察 

2019年 
12月 19日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構ステュー
デント・コモ
ンズ 1階 カ
ルチエ・ミュ
ルチラング 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術と
公共政策 B」の一環
として開催。 

【第 62回 STiPS Handai研究会】 
シリーズ 科学技術×公共政策 第 2回 原子力政
策をめぐる政治過程 

2020年 
1月 23日 

大阪大学豊中
キャンパス 
全学教育推進
機構ステュー
デント・コモ
ンズ 1階 カ
ルチエ・ミュ
ルチラング 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
＊授業「科学技術と
公共政策 B」の一環
として開催。 

ナレッジキャピタル超学校 大阪大学 COデザインセンター×ナレッジキャピタル  
【対話で創るこれからの「大学」】シリーズ “向
き合い続ける” 第 1回 「わからないこと」を楽
しむ 
 
 

2019年 
6月 18日 

ナレッジキャ
ピタル、カフ
ェラボ（グラ
ンフロント大
阪） 
 

主催：一般社団法人
ナレッジキャピタ
ル、株式会社 KMO、
大阪大学 COデザイ
ンセンター 
共催：STiPS 

【対話で創るこれからの「大学」】シリーズ “向
き合い続ける” 第 2回 異なる文化のあいだに立
つ 

2019年 
8月 5日 

ナレッジキャ
ピタル、カフ
ェラボ（グラ
ンフロント大
阪） 

主催：一般社団法人
ナレッジキャピタ
ル、株式会社 KMO、
大阪大学 COデザイ
ンセンター 
共催：STiPS 
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【対話で創るこれからの「大学」】シリーズ “向
き合い続ける” 第 3回「できない」を「できる」
に変えていく力 

2019年 
10月 1日 

ナレッジキャ
ピタル、カフ
ェラボ（グラ
ンフロント大
阪） 

主催：一般社団法人
ナレッジキャピタ
ル、株式会社 KMO、
大阪大学 COデザイ
ンセンター 
共催：STiPS 

サイエンスカフェ＠千里公民館 
サイエンスカフェ＠千里公民館「自動運転とわた
したちの暮らし」 

2019年 
6月 26日 

千里公民館 
第 1講座室 

主催：豊中市立千里
公民館 
共催：STiPS、大阪
大学 COデザインセ
ンター 

サイエンスカフェ＠千里公民館「再生医療とミラ
イの生き方」 

2019年 
10月 15日 

千里公民館 
第 1講座室 

主催：豊中市立千里
公民館 
共催：STiPS、大阪
大学 COデザインセ
ンター 

共進化実現プロジェクトの一環として開催 
政策立案ワークショップ（宇宙）2019年度第 1
回 

2019年 
11月 18日 

霞が関ナレッ
ジスクエア 
スタジオ（東
京都千代田
区） 

主催：STiPS 

政策立案ワークショップ（宇宙）2019年度第 2
回 

2020年 
1月 24日 

エキスパート
倶楽部（東京
都千代田区） 

主催：STiPS 

政策立案ワークショップ（宇宙）2019年度第 3
回 
*新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、メー
ルを利用したオンライン開催 

2020年 
2月28日〜
3月 14日 

 主催：STiPS 
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その他 
市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くら
し 〜再生医療のあるべき未来像〜」 

2019年 
７月 13日 

UMEDAI 大
阪・梅田会議
室 
UMEDAI-05 

主催：STiPS 
共催：大阪大学 CO
デザインセンター 
後援：日本再生医療
学会、大阪大学 21
世紀懐徳堂 

1stシンポジウム 
Innovation and Communication for Global 
Health Care ―Medical Humanities― 
 

2019年 
9月６日 

京都大学医学
部 芝蘭会館 
稲盛ホール 

主催：一般財団法人 
グローバルヘルスケ
ア財団 
共催：京都大学大学
院医学研究科 社会
健康医学系専攻 健
康情報学分野 
後援：内閣府、日本
医療研究開発機構
（AMED）、日本医師
会、京都府医師会、
京都大学大学院医学
研究科 社会健康医
学系専攻、京都大学 
政策のためのユニッ
ト、先端医療推進機
構、厚生労働省、京
都新聞社 

シンポジウム「ELSI 対応なくして、データビジネ
スなし－産学共創でとりくむ倫理的・法的・社会
的課題－」 

2019年 
12月 17日 
 

ナレッジキャ
ピタル コン
グレコンベン
ションセンタ
ー ルーム 2＋
3 

主催：大阪大学デー
タビリティフロンテ
ィア機構、株式会社
電通 
共催：STiPS 

国際競争時代の研究公正 （『研究不正と歪んだ科
学: STAP細胞事件を超えて』出版記念シンポジウ
ム） 

2020年 
1月 12日 

大阪大学中之
島センター 
講義室 302 

主催：一般社団法人
カセイケン（科学・
技術と政策研究室） 
共催：STiPS 

科学技術と社会をつなぐ推理ゲームの使い方 —
— nocobonでアクティブ・ラーニング！ 

2020年 
1月 25日 

大阪大学 豊
中キャンパス 
全学教育推進
機構 ステュ
ーデント・コ
モンズ 2階 
セミナー室 A 

主催：nocobon 開発
チーム 
共催：STiPS 
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3. SciREX事業への参画 
 

 サマーキャンプへの参画 
 サマーキャンプは、全拠点の教員や学生が一堂に参集し、各拠点での取り組みをお互いが理解し合う
とともに、共通のテーマでの討論や成果の共有、異分野交流などを行い、ネットワークを構築すること
を目的としています。 
 
2019年度 
実施日：2019年 8 月 26日から 28 日（事前ワークショップは、8 月 8 日） 
会場：政策研究大学院大学 
主催拠点：政策研究大学院大学 
参加者数：大阪大学からは学生 14 人と教員 5 人、京都大学からは学生 6人と教員 5人 
 
 
参考資料：過去のサマーキャンプの情報 
2013年度 
実施日：2013年 8 月 23日から 25 日（事前ワークショップは、8 月 21 日） 
会場：オークラフロンティアホテルつくば（茨城県つくば市） 
主催拠点：政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策プログラム（GIST） 
学生グループワークの設計：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
参加者数：大阪大学からは学生 7人と教員 3人、京都大学からは学生 6人と教員 5人 
 
2014年度 
実施日：2014年 8 月 31日から 9月 2 日（事前ワークショップは、8 月 27日） 
会場：淡路島夢舞台国際会議場（兵庫県淡路市） 
主催拠点：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
参加者数：大阪大学からは学生 7人と教員 9人、京都大学からは学生 9人と教員 6人 
 
2015年度 
実施日：2015年 8 月 21日から 8月 23日（事前ワークショップは、8 月 19日） 
会場：名鉄犬山ホテル（愛知県犬山市） 
主催拠点：東京大学 科学技術イノベーション政策の科学教育プログラム（STIG） 
参加者数：大阪大学からは教員 4人および学生 7人、京都大学からは学生 5 人と教員 4人 
 
2016年度 
実施日：2016年 9 月 15日から 17 日（事前ワークショップは、9 月 9 日） 
会場：松島一の坊（宮城県宮城郡松島町） 
主催拠点：一橋大学 イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP） 
参加者数：大阪大学からは学生 8人と教職員 5 人、京都大学からは学生 10 人と教員 5 人 
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2017年度 
実施日：2017年 8 月 20日から 22 日（事前ワークショップは、8 月 9 日） 
会場：政策研究大学院大学 
主催拠点：政策研究大学院大学 
参加者数：大阪大学からは学生 5人と教員 5人、京都大学からは学生 6人と教員 3人 
 
2018年度 
実施日：2018年 8 月 28日から 30 日（事前ワークショップは、8 月 9 日） 
会場：政策研究大学院大学 
主催拠点：政策研究大学院大学 
参加者数：大阪大学からは学生 6人と教員 4人、京都大学からは学生 4人と教員 5人 
 

2019年度の体制 
主催：SciREX基盤的研究・人材育成拠点 
幹事校：政策研究大学院大学 
 

2019年度のテーマ・趣旨（プログラムより） 
「課題解決のための科学技術イノベーション政策」 
 気候変動への適応や環境汚染、格差や不平等の拡大といった国際〜個人単位まで様々な対応が求めら
れる大きな社会的課題から、地方創生や少子化、研究の国際競争力向上といった国単位の課題、防災計
画の策定などの基礎自治体単位の課題まで、科学技術イノベーション政策の貢献が求められる課題群は
多岐に及びます。一方で、それぞれの課題は単に科学技術の利用や進歩だけでは解決され得ない多面性
を持ち、一つの政策で一つの課題を解決できるとは限りません。今回のサマーキャンプでは、現在社会
が直面している、もしくは近い将来直面するであろう社会課題へ分け入り、科学技術イノベーション政
策という手段で解決しうる要素は何か、根拠を基に検討することで、多様な視点から政策を考えること
の重要性を学ぶことができます。 

 

  
サマーキャンプの模様 
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会場：松島一の坊（宮城県宮城郡松島町） 
主催拠点：一橋大学 イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP） 
参加者数：大阪大学からは学生 8人と教職員 5 人、京都大学からは学生 10 人と教員 5 人 
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学習のねらい（プログラムより） 
・全拠点の学生や教員が一堂に参集し、共通のテーマでの討論や成果の共有、異分野交流などを行い、
ネットワークを構築します。 
・多様なバックグラウンド・視点を持つ参加者と将来ビジョン・シナリオを議論することにより、科学
技術イノベーションと経済、社会の関わりを大局的かつ多層的な視点から学びます。 
・複数の将来ビジョン・シナリオを共有した上で、テーマごとに政策担当者や実務家へのヒアリング等
を行ない、エビデンスに基づいた具体的な新規政策プランの作成を実践的に行います。 

 
サマーキャンプのプログラム 

 8月 26日（月） 8月 27日（火） 8月 28日（水） 
 
 
午
前 

10:00-       受付  
10:30-12:00  プレセッション 
「イノベーションとは何か、政策は
何を目指すべきか」江藤 学（一橋
大学） 

「科学技術イノベーション政策の構
造」赤池 伸一（NISTEP） 

「科学技術イノベーションのガバナ
ンスと社会」松尾 真紀子（東京大
学） 

「科学と政策の進化:事例を通して
学ぶ」有本 建男（GRIPS） 

朝食 
9:00-14:00  グループワーク 
グループ毎に集合し、サイトビジッ
トやディスカッション 

朝食 
9:00-10:30  グループワーク 
最終発表に向けての準備 
 
10:30-11:00 休憩 
 
11:00-12:00  最終発表会① 

 
 
午
後 

13:00-14:00   オリエンテーション 
挨拶、事業紹介、拠点紹介、全体説
明 
 
14:15-18:30   グループワーク 
グループ毎に分かれ、ヒアリングや
ディスカッション 
 
18:30-20:30 懇親会 

14:00-16:30 グループワーク 
中間発表へ向けた準備 
 
16:30-18:30 中間発表 
 
18:30-19:30 夕食 

13:00-15:25  最終発表会② 
 
15:40-16:00   閉会式 
講評、表彰、閉会挨拶 

 
グループワーク（プログラムより） 

Topic1 行政におけるデータ活用とダイバーシティ  
ファシリテーター：羅 芝賢（東京大学） 
教職員：森川 想（東京大学） 

 
Topic2 データで解析する科学技術イノベーション  
ファシリテーター：池内 健太（RIETI） 
教職員：原田 裕朗（CRDS）、小柴 等（NISTEP） 
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Topic3 SDGs実現に向けたバイオエコノミーのための ELSI とガバナンスの課題を探る 
ファシリテーター：松尾 真紀子（東京大学）、平川 秀幸（大阪大学） 
教職員：若林 魁人(大阪大学) 

 
Topic4 基礎研究と臨床をつなぐトランスレーショナル・リサーチの促進 
ファシリテーター：黒河 昭雄（神奈川保健福祉大学/GRIPS）、隅藏 康一（GRIPS） 
教職員：安藤 二香（GRIPS） 

 
Topic5 Access to Medicine under Doha Declaration and TRIPS Agreement  
ファシリテーター：隅蔵 康一（GRIPS）、ElHassan ElSabry（GRIPS） 
教職員：岡村 麻子（GRIPS）、Wahid Bux MANGRIO（GRIPS）、Chih-Cheng CHANG（GRIPS） 

 
Topic6 高齢社会の医療費の行方 
ファシリテーター：カール ベッカー（京都大学） 
教職員：渡邉 浩崇（大阪大学） 

 
Topic7 Aging in Place の実現に向けた地域コミュニティ形成 
ファシリテーター：祐野 恵（京都大学） 
教職員：田渕 敬一（京都大学）、諸賀 加奈（九州大学） 

 
Topic8 廃プラスチック問題解決のためのイノベーションと政策 
ファシリテーター：金 東勲（一橋大学） 
教職員：服部 京香（一橋大学）、木村 めぐみ（一橋大学）、青島 矢一（一橋大学）、江藤 学（一橋大
学） 

 
Topic9 Society5.0 時代に向けた海洋分野のイノベーション 
ファシリテーター：鈴木 千賀（九州大学） 
教職員：菊地 乃依瑠(GRIPS)、佐々木 達郎(GRIPS) 

 
Topic10 児童虐待の根絶－科学技術に何ができるか 
ファシリテーター：小林 俊哉（九州大学） 
教職員：永田 晃也（九州大学）、曹 勇(九州大学)、八木 絵香(大阪大学) 
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 政策のための科学オープンフォーラムへの参画 
 第２回科学技術イノベーション政策のための科学オープンフォーラム「科学による政策課題解決への
挑戦〜たゆまぬ共創・協働〜」（主催：文部科学省、共催：政策研究大学院大学科学技術イノベーション
政策研究センター（SciREX センター））が、2020 年 1月 15 日に開催されました。 
 
 本拠点は、3 件のセッションに関わりました。また、本拠点で学ぶ学生数名がポスター展示を行いまし
た。 
 
セッション① 

タイトル：事例から紐解く、個票データを含めた行政データを利活用する際の教訓と展望 
日時：2020年 1月 15日（水）14:50~16:05 
場所：政策研究大学院大学 大会場 
司会進行：小林 信一（広島大学） 
話題提供：秋生 修一郎（足立区）、島津 太一（国立がん研究センター）、祐野 恵（京都大学） 
 
 産業領域ではビッグデータの活用が急速に進み、データ利活用が新たな競争力の源泉となる一方、機
微な情報が本人の許諾なくマーケティングに用いられるなど、データ活用上の倫理や信頼が課題となっ
ています。政府でも EBPM(Evidence Based Policy Making)の推進や行政データの活用が方針として示さ
れる中、匿名化された個票データを政策領域横断的に統合して分析することも検討されています。個票
データの利活用は自治体レベルで先行しており、それらの事例から学ぶべきことは多くあります。本セ
ッションでは、個票データを用いた政策研究を充実させ、研究成果を活かした政策形成過程を構築する
ために、これまでの実践から留意事項や教訓を供覧します。（企画セッションの概要より） 
 
セッション② 

タイトル：『ポスト真実』時代 3 年目の科学技術 
日時：2020 年 1月 15日（水）14:50~16:05 
場所：政策研究大学院大学 中会場 
司会進行：平川 秀幸（大阪大学） 
話題提供：神里 達博（千葉大学）、西田 亮介（東京工業大学）、細野 光章（岐阜大学） 
 
 2017 年頃から「ポスト真実」の時代と言われ始め、3 年目を迎えます。この間、ディープフェイクや
フィルターバブル等、最新の科学技術を用いたデジタル情報の発信にまつわる論争は勢いを増していま
す。SNS のトラフィックの急増によってメディアや報道に対する市民社会の姿勢に変化が生じているこ
とは、政策課題の解決にも影響する重要な要素です。科学がこの現状にどのように関与していると捉え
るか、今後どのように関与すべきと考えるか、科学技術への信頼を高めるためにいま必要なことは何か、
参加者と共に検討します。（企画セッションの概要より） 
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セッション⑤ 
タイトル：政策研究と政策形成の『共創・協働』を如何に進めるか 
日時：2020 年 1月 15日（水）17:30~18:00 
場所：政策研究大学院大学 大会場 
司会進行：小林 信一（広島大学） 
話題提供：有本 建男（政策研究大学院大学）、小林 傳司（大阪大学）、小林 俊哉（九州大学）、小林 直
人（早稲田大学）、坂下 鈴鹿（文部科学省）、城山 英明（東京大学）、祐野 恵（京都大学）、吉岡 徹
（一橋大学） 

 
 SciREX事業が掲げる政策研究と政策形成の「共進化」は、他の研究機関も独自のアプローチで取り組
んでいます。本セッションでは、SciREX事業及び類似のイニシアティブの成果を供覧するとともに、社
会全体でこれらのアプローチを発展させる方向性や課題、今後の論点を皆さんと考えます。（企画セッシ
ョンの概要より） 
 
 

 他拠点への講師派遣 
 他拠点への講師派遣も積極的に行っています。大阪大学の平川秀幸教授が東京大学や九州大学での講
義を行いました。2019 年 11 月 6 日（水）、東京大学 科学技術イノベーション政策の科学教育プログラ
ム（STIG）が提供している科目「科学技術イノベーション政策研究」において、リスクの問題を中心に
科学技術の公共的問題とそのガバナンスについて論じるとともに、責任ある研究・イノベーション（RRI）
の概要を紹介しました。また、2019 年 10 月 26 日（土）には、九州大学 科学技術イノベーション政策
教育研究センター（CSTIPS）が提供している科目「科学技術社会論概説」において、STiPS の教育カリ
キュラムを紹介した上で、科学技術社会論（STS）については、リスクの問題を中心に科学技術の公共的
問題とそのガバナンスについて論じるとともに、責任ある研究・イノベーション（RRI）の概要を紹介し
ました。 
 
 

 コアコンテンツ作成、行政官研修への講師派遣 
 「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテンツの作成にむけて、運営委員会等での議論に参
加し、主に第 3 章「科学技術イノベーションと社会」の執筆を担当しました。また、コアコンテンツを
利用した行政官研修には大阪大学の小林傳司教授が講師として参加しました。 
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 公共的関与に関わる基盤的研究の実施 4.
  

 

 

46 
 

 

  



 

 

48 
 

4. 公共的関与に関わる基盤的研究の実施 
 
 本拠点 STiPS は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究を基盤として公共的
関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の間をつなぐことを通じて政策形成
に寄与できる人材」の育成を目的としています。こうした人材育成プログラムの目的を達成すべく、ELSI
や公共的関与に関する研究の実践的展開を図り、その成果を検証しつつさらなる研究に結びつけるため
に、多様な参加型イベントを実施しました。 
 また、公共的関与に関わる基盤的研究の発展に向け、海外の大学機関との積極的な連携による研究を
試みると同時に、そうした連携を視野に入れた海外調査及び発表等を行ってきました。2019 年度の国際
連携の推進に関わる活動については、「7. 国際連携の推進」を参照ください。 
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 阪大拠点主催：「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会） 
 
「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai 研究会）では、学内外の研究者や実

務家にお越しいただき、話題提供いただきます。学生だけでなく、教員も相互に学び合うことを目的と
しています。 
 

第 49回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：科学技術と社会のつなぎ方 －宇宙政策の未来について考える－ 
○ゲスト：佐伯 和人（大阪大学大学院理学研究科 宇宙地球科学専攻 准教授） 
     渡邉 浩崇（大阪大学 CO デザインセンター 特任准教授） 
○日時：2019年 4 月 23日（火）16:30〜18:00 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 理学研究科 H棟 2階 コミュニケーションスペース 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学大学院理学研究科、大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 4 月 23 日（火）、大阪大学豊中キャンパス 理学研究科
H 棟 2階 コミュニケーションスペースにおいて、STiPS Handai
研究会「科学技術と社会のつなぎ方 －宇宙政策の未来について考
える－」を開催しました。学内外からあわせて 48 人が参加しまし
た。今回は理学研究科にて開催したこともあり、理学研究科の学
生や教員が多く参加してくださいました。 
 
 今回の研究会のゲストはお二人。大阪大学大学院理学研究科宇
宙地球科学専攻の佐伯 和人准教授と、大阪大学 CO デザインセン
ターの渡邉 浩崇特任准教授でした。お二人とも、宇宙探査に関わ
る研究者ではあるものの、アプローチは全く違います。佐伯先生の専門分野は惑星地質学、鉱物学。 
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 同じもの（今回は宇宙探査）をターゲットにしていても分野が異なると研究者同士がディスカッショ
ンをする機会はそれほど多いわけではありません。まして、その本音のディスカッションが学生の前で
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会のつなぎ方」の目的の 1 つは、「異なる分野（主に理工系と人文社会系）の研究者同士のディスカッシ
ョンの場をつくり、それを大阪大学の学生にも開く」ということでした。 
 
 まず二人のゲストから、宇宙政策の未来についての 3 つの問い、「なぜ宇宙探査するの？」「日本は「宇
宙先進国」であって欲しい？」「宇宙に人を送りたい？」、これらを考えるための材料をお話していただ
きました。 
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4. 公共的関与に関わる基盤的研究の実施 
 
 本拠点 STiPS は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究を基盤として公共的
関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の間をつなぐことを通じて政策形成
に寄与できる人材」の育成を目的としています。こうした人材育成プログラムの目的を達成すべく、ELSI
や公共的関与に関する研究の実践的展開を図り、その成果を検証しつつさらなる研究に結びつけるため
に、多様な参加型イベントを実施しました。 
 また、公共的関与に関わる基盤的研究の発展に向け、海外の大学機関との積極的な連携による研究を
試みると同時に、そうした連携を視野に入れた海外調査及び発表等を行ってきました。2019 年度の国際
連携の推進に関わる活動については、「7. 国際連携の推進」を参照ください。 
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 話題提供 1 人目は、佐伯先生です。惑星科学の知見や、実際に月の探査に関わっておられるご経験な
どを踏まえて、宇宙探査の目的、宇宙に関する技術や研究の国際的な状況、有人探査などについて、日
本の立ち位置や今後の動きなどについてのお話でした。 
 
 話題提供 2人目は、渡邉先生です。政策や法律の観点から、日本の
宇宙政策の現状や意義、日本の宇宙科学探査や有人宇宙活動について
今後、考えるべき論点、また、宇宙資源に関する国際的な状況などに
ついてのお話しでした。 
 
 その後、八木絵香准教授の進行で、参加者のみなさんも含めたディ
スカッションの時間をもちました。参加者からは、次々に質問やコメ
ントが寄せられました。宇宙資源についての考え方や国際法の状況、
政策費用の配分の決定方法、宇宙ゴミの定義や事故の際の損害賠償、
宇宙探査をめぐる国際協力の現状や得られたデータの共有化、宇宙政
策への一般市民の意見の反映など、さまざまな観点から活発な発言がありました。 
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第 50回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）#1   
○ゲスト：竹内 慎一（NHK エデュケーショナル 教育部 プロデューサー） 
○日時：2019年 6 月 18日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ２階 セミナー室 A 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 6月 18日（火）、セミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方
（2019 年度夏）」の第 1回を開催しました（授業「科学技術コミュニケ
ーション入門 B」の一環として開催）。今回は、NHK エデュケーショナ
ルの竹内 慎一さんをゲスト講師としてお招きし、「わからないことの面
白さ」を伝えることについて、自身のご経験やご意見を紹介していただ
きました。このセミナーには、大阪大学・京都大学の学生、教職員に加
えて、学外からの参加者など 37 人が集まりました。 
 
 この日のゲストは、NHK エデュケーショナルでプロデューサーとし
て活躍されている竹内 慎一さんでした。もともと大学・大学院在籍中
は動物生態学を専攻していた竹内さん。科学の魅力を広くわかりやすく伝える仕事ができないかと考え、
NHKに就職されました。近年は「大科学実験」「考えるカラス〜科学の考え方〜」「カガクノミカタ」な
どの科学教育番組や、不登校・多様な学びについて扱った番組を中心に制作されています。 
 
 竹内さんには、今まで関わってきた番組を順番にご紹介いただきました。「なぜその番組を作ろうと思
ったのか」、「どういう工夫を凝らしたのか」といった点を交えながらのお話でした。 
 
 竹内さんも、最初は教科書に準拠した番組制作をしていました。伝える内容は学習指導要領に記載さ
れていることと決まっていて、その内容をいかにわかりやすく伝えるかということにのみ注力したもの
でした。しかし、徐々に、独自のコンセプトをもつ番組を企画するようになったのだそうです。 
 
 「大科学実験」（2010 年から現在まで放送）はそのうちの１つです。誰もが当たり前だと思っている科
学の知識は本当に正しいのか、実際やってみたらどういうことが起こるのか、というところに焦点を当
てている番組です。この番組では、実際に大規模な実験をしてみせ、視聴者に手触り感や納得感を得て
もらうような工夫をしたとのことでした。 
 
 その後、竹内さんが制作した番組が、「考えるカラス〜科学の考え方〜」（2013 年から現在まで放送）
です。科学に対して自ら考える姿勢が重要であると考え、企画しました。この番組では、単に知識を伝
えることはしていません。番組の中で「考えてみる」実践ができる内容になっています。そして、番組
を見ているなかで湧き上がる疑問への答えは番組内では決して明かされません。 
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 この「考えるカラス」制作のきっかけの 1 つを紹介していただきました。竹内さんは 2011年の秋、東
日本大震災で起こった原発事故を踏まえて企画されたシンポジウム（サイエンスアゴラシンポジウム「科
学・技術でわかること、わからないこと」）に聴衆の 1人として参加されたのだそうです。その中で、パ
ネリストの 1人が、「『ためしてガッテン』という番組があるが、簡単に“ガッテン”してはだめなんじゃな
いか」という発言をしました。『ためしてガッテン』の番組作りにも関わったことのある竹内さんはフロ
アから思わず発言してしまい…。それがきっかけで、次年度に開催された続編のシンポジウムにはパネ
リストとして呼ばれることになりました。そこでは、科学の知識は絶対ではなく、覆されることもある
ということをどのように伝えていくことができるだろうかという議論をすることができたということで
した。 
 
 一見不親切ともいえるこの「考えるカラス」は、反響が非常に大きかったそうです。一部批判的なコ
メントもありましたが、多くは「面白かった」「会話が増えた」という好意的なものでした。 
 
 ここまでは番組が視聴者に問いを投げかけていた訳ですが、子どもたちが自ら学びたいことを学んで
ほしい、という思いから次の番組「カガクノミカタ」（2015年から現在まで放送）が生まれました。この
番組では、ふしぎだと思うことを育む、わからないこと自体を面白いと思えるようにする、ということ
を目指しています。 
 
 ただ、竹内さん自身も、分からないことも面白いと思ってもらえるような見せ方にはまだまだ工夫が
必要だと感じているそうです。また、「分からない」ということに対して子どもたちが罪の意識を感じな
いようにするには、周りの大人たち、特に学校の先生たちの協力が必要不可欠であるということもおっ
しゃっていました。 
 
 会場からは、子どもたちの教育に関する質問が多く飛び出し
ていました。「今までの学校の教科書や、体系的に教えるという
従来の教育方法は良くなかったということなのか」という質問
に対しては、「それ自体が悪いのではなく、系統学習を否定する
わけではない。ただ、その学び方だけでは足りない部分もある
ので、そこを補完できるような番組や番組を使った活動を提案
していきたい」というお話をされていました。これからの時代、
知識を簡単に得ることのできる世の中になっていく中で、考え
る力を身に着けることが重要になるという理解が、教育の現場
でも必要であることをおっしゃっていたことが印象的でした。 
 
文：安井裕人（生命機能研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 51回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）#2  
○ゲスト：奥西 亮太（株式会社毎日放送 報道局 報道部 記者） 
○日時：2019年 6 月 25日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ２階 セミナー室 A 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 6月 25日（火）に、科学技術と社会のあいだで活躍する実
践者から学ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度
夏）」第２回が開催されました（授業「科学技術コミュニケーション
入門 B」の一環として開催）。会場には学内・学外から合わせて 24 人
の参加者が集いました。 
 
 この日は、毎日放送 記者の奥西 亮太さんをお招きしました。奥西
さんは大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻の修了生です。と同時
に、副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策（STiPS）」の
一期生でもあります。 
 
 まずは、奥西さんには「ローカルメディアで科学を強みにするということ」というタイトルで話題提
供をお願いしました。学生時代は神経で働くタンパク質について研究していた奥西さんが、なぜ報道に
関わろうと思ったのか、番組をつくる上で何を大切にしているのか、ニュースが社会に届くまでにはど
のような工程があるのか、など様々なお話をしていただきました。 
 
・科学報道を志した動機 
 理学研究科に進学した当時は、研究者になろうという気持ちが強かったそうです。しかし、2011 年 3
月に発生した東日本大震災後に、世の中で起こっていたことを垣間見る中で、当時、次のように思った
そうです。「コミュニケーションがうまくいっていないことが多い。世の中の人がみな『科学』という文
法を理解していたら、いがみ合わなくなるのではないか。『科学』という文法を知っている自分を活かす
ことのできる仕事があるのではないか」 
 このような経緯もあって、科学報道という選択肢を考えるようになり、そして、毎日放送に就職する
ことになったそうです。 
 
・ニュース番組ができるまで 
 ニュース番組で取り扱う内容は主に次の 3 つに分けられます。それぞれ放送される時間にも差があり
ます。 
1）普通の話題（1〜1.5分） 
2）注目されている話題（2〜3 分） 
3）特集（7.5〜10 分）  
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 この「考えるカラス」制作のきっかけの 1 つを紹介していただきました。竹内さんは 2011年の秋、東
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文：安井裕人（生命機能研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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 また、ニュースが視聴者に届くまでの流れとしては次のようなも
のが一般的だそうです。まず外勤の記者が取材をし、原稿を執筆す
る→内勤の記者が加筆・編集をする→デスクがチェックする→放送
される。 
 
 扱う話題としては、事件や事故だけでなく、季節ネタや街ネタ、
プレスリリースや記者会見で発表されたもの、独自に調査を行なっ
て明らかになったもの（調査報道）など多岐にわたります。中でも、
「価値のあるニュース」として優先的に放送されるものは、国民の
「生命」と「財産」に関わるものだそうです。地震や台風など災害
時の報道が代表的な例です。 
 
・大切なのは「画になるか」 
 奥西さんが特に強調されていたのは、「“ニュースの大きさ” はもちろん大切ですが、大切なのは “画
になるか” です」ということでした。特にテレビで放送されるものなので、目で見て、耳で聞いて伝わる
かどうかということを意識されているそうです。 
 
 医療に関するトピックは、患者、医者、病室など、“画” になるものが多く、扱いやすい一方で、奥西
さん自身の専門でもあった分子生物学など目に見えないものを扱うことはなかなか難しいのだそうです。
例えば、NHK が放送している NHK スペシャルのような番組であれば、CG をつかったりスタジオのセ
ットを工夫したりすることで「見えないもの」を扱うこともできる訳ですが、ローカルメディアができ
ることやすべきことはまた別です。同じ放送局であっても、異なる体制で番組作りに臨んでいるという
お話も聞くことが出来ました。 
 
・テレビで「科学を報道する」ということ 
 精通していないと中々分かってもらうことが難しい「科学」ですが、どのように伝えるか、専門用語
をどこまで提示するか、といった葛藤を日々感じながらお仕事をされているそうです。 
 
 お話の最後には、科学報道に対して奥西さんが日々考えていらっしゃる多様な観点（誰のための報道
か、「科学的である」ことは人を幸せにするか、など）を提示していただきました。 
 
 最後に、このセミナーの司会進行でもあり、学生時代の奥西さんを知っている八木絵香准教授からは
こんな質問が。「奥西さんは以前は、どちらかといえば、「世の中はもっと科学的であるべきだ！」とい
うような学生だった訳ですが、今振り返ってみていかがですか」。この質問に対して奥西さんが、「仕事
を通じて、いろいろな人と出会って話す中で、多様なものの見方がある、「科学」はあくまでその 1つの
見方、ということが理解できるようになった」というコメントをされていたのが印象的でした。 
 
文：早見直樹（基礎工学研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員  
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第 52回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）#3   
○ゲスト：白井 哲哉（京都大学学術研究支援室（KURA）企画広報グループ 副グループリーダー／URA） 
○日時：2019年 7 月 2日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ２階 セミナー室 A 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 7月 2 日(火)、京都大学学術研究支援室の白井 哲哉さんを
お招きして、科学技術と社会のあいだで活躍する実践者から学ぶセミ
ナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方」第 3回を開催しました（授業
「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環として開催）。この日
の会場には、授業履修生以外にも、URA に興味のある大学院生や学
外からお越しの方など計 31 人が参加しました。 
 
 白井さんは、岡山大学大学院で生命科学を学び、博士号を取得後、
京都大学大学院生命科学研究科 特任助教、京都大学人文科学研究所 
特定助教を経て、2012 年より京都大学学術研究支援室（KURA）で
リサーチ・アドミニストレーター (University Research Administrator: URA)として働いています。この
日の前半部分では白井さんから、URAが担っている具体的な仕事内容や KURA という組織についてお話
しいただきました。 
 
 まずはじめにご自身のキャリアについてご紹介いただきました。岡山大学で生命科学分野の研究をさ
れていた白井さんは、この先、生命科学の研究者として生きていくための「武器」が欲しいと考えてい
ました。そこで、科学と社会の関係を考えたり、生命科学の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）につい
て考えたりする研究分野に足を踏み入れたのだそうです。当時は、生命科学の研究者に戻ることを考え
ていたそうですが、次第に生命科学を含む学術研究がおかれている研究環境を改善したいと考えるよう
になり、京都大学で URAとして働くことになりました。KURAの立ち上げメンバーの 1人です。 
 
 URA とは、「大学等において、研究者とともに研究活動の企画・マネジメント、研究成果活用促進を
行うことにより、研究者の研究活動の活性化や研究開発マネジメントの強化等を支える業務に従事する
人材」（文部科学省のウェブサイトより）のことです。URA という職種は海外では古い歴史があります
が、日本では 2012 年から文部科学省が主導をして整備を始めました。URAの数は増えてはいるものの、
人材は不足しているという現状だそうです。 
 
 京都大学では研究力強化を目的に、KURA が設置されました。現在では、約 50 人の URAが働いてお
り、その専門分野や年齢構成などバックグラウンドは多様です。本部に属する URAと学内それぞれの部
局に属する URA に分かれて仕事をしていた時期もあったそうですが、現在では一体的な活動を行うこと
ができるように、京都大学の URA 全員が KURA 所属になるような体制をとっているそうです。一元化
したことによって、URA間の連携がしやすく、そして、速やかな情報共有ができ、また、URAの育成す
るための環境を整えることもできるようになったそうです。 
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 また、ニュースが視聴者に届くまでの流れとしては次のようなも
のが一般的だそうです。まず外勤の記者が取材をし、原稿を執筆す
る→内勤の記者が加筆・編集をする→デスクがチェックする→放送
される。 
 
 扱う話題としては、事件や事故だけでなく、季節ネタや街ネタ、
プレスリリースや記者会見で発表されたもの、独自に調査を行なっ
て明らかになったもの（調査報道）など多岐にわたります。中でも、
「価値のあるニュース」として優先的に放送されるものは、国民の
「生命」と「財産」に関わるものだそうです。地震や台風など災害
時の報道が代表的な例です。 
 
・大切なのは「画になるか」 
 奥西さんが特に強調されていたのは、「“ニュースの大きさ” はもちろん大切ですが、大切なのは “画
になるか” です」ということでした。特にテレビで放送されるものなので、目で見て、耳で聞いて伝わる
かどうかということを意識されているそうです。 
 
 医療に関するトピックは、患者、医者、病室など、“画” になるものが多く、扱いやすい一方で、奥西
さん自身の専門でもあった分子生物学など目に見えないものを扱うことはなかなか難しいのだそうです。
例えば、NHK が放送している NHK スペシャルのような番組であれば、CG をつかったりスタジオのセ
ットを工夫したりすることで「見えないもの」を扱うこともできる訳ですが、ローカルメディアができ
ることやすべきことはまた別です。同じ放送局であっても、異なる体制で番組作りに臨んでいるという
お話も聞くことが出来ました。 
 
・テレビで「科学を報道する」ということ 
 精通していないと中々分かってもらうことが難しい「科学」ですが、どのように伝えるか、専門用語
をどこまで提示するか、といった葛藤を日々感じながらお仕事をされているそうです。 
 
 お話の最後には、科学報道に対して奥西さんが日々考えていらっしゃる多様な観点（誰のための報道
か、「科学的である」ことは人を幸せにするか、など）を提示していただきました。 
 
 最後に、このセミナーの司会進行でもあり、学生時代の奥西さんを知っている八木絵香准教授からは
こんな質問が。「奥西さんは以前は、どちらかといえば、「世の中はもっと科学的であるべきだ！」とい
うような学生だった訳ですが、今振り返ってみていかがですか」。この質問に対して奥西さんが、「仕事
を通じて、いろいろな人と出会って話す中で、多様なものの見方がある、「科学」はあくまでその 1つの
見方、ということが理解できるようになった」というコメントをされていたのが印象的でした。 
 
文：早見直樹（基礎工学研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員  
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 KURA の業務内容は、主に 3 つ。1）研究者を支援すること、2）大学の経営や戦略を考えること、だ
けでなく、3）URA が活動できる基盤を整えること、が挙げられます。 
 
具体的には、以下の通りです。 
1）研究者を支援すること 
・競争的資金と研究者の適切なマッチングを行う 
・学際研究やビックプロジェクトなどの立ち上げを支援するための学内ファンドを設計する 
・国際的な共同研究を支援する 
・産官学連携を支援する（ニーズとシーズのマッチングを行う） 
・研究成果の社会還元を行う など 
 
2）大学の経営や戦略を考えること 
・大学の研究力を分析する 
・大学の経営戦略の企画・立案を支援する など 
 
3）URAが活動できる基盤を整えること 
・「URA」そのものについて知ってもらうための広報を行う 
・URA 育成カリキュラムを実行する 
 
 大きな大学では、部局間の連携がしにくい状態にありますが、組織間の連携が十分に行われるように、
KURA が各部局と本部事務組織などの全学研究支援組織のハブとしての機能を担っているそうです。学
内での新しい事業を立ち上げるときには、現場でのすり合わせをきちんと行うことを心がけているそう
です。 
 
 講演後は活発な議論が行われ、URAについて理解を深める有意義な時間でした。KURA は大学内の構
成員（執行部や事務職員や研究者）をつなぐ役割だけでなく、研究を他大学や省庁、企業、市民ともつ
なぐ組織で、仕事内容が多岐にわたることが印象的でした。 
 
文：佐藤瑞華（理学研究科生物科学専攻 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教
員 
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 第 53回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）#4   
○ゲスト：西岡 麻須美（大阪府健康医療部食の安全推進課 課長補佐） 
○日時：2019年 7 月９日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ２階 セミナー室 A 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 7月 9 日（火）、科学技術と社会のあいだで活躍する実践者
から学ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度夏）」
第 4回が開催されました（授業「科学技術コミュニケーション入門B」
の一環として開催）。この日のゲストは大阪府健康医療部の西岡 麻須
美さんでした。会場には、18 人が集まりました。 
 
 まずは、西岡さんによる話題提供です。「地方自治体が果たす役割—
生産から消費まで、食の安全安心をつなぐ—」というタイトルで、西
岡さんが現在のお仕事をされるようになった経緯、行政（主に大阪府）
による食品の安全確保に向けた取り組みなどをお話いただきました。 
 
 西岡さんは、大阪府立大学獣医学科のご出身です。入学前は「動物のお医者さん」になりたいと思っ
ていたものの、所属する講座を決める段階になって進路をいろいろ考えたのだそうです。動物病院に勤
務して病気になってしまった動物を治療するのではなく、病気を未然に防ぐことに関わりたい、特に、
予防に関する取り組みを行ったり、制度を作ったりすることで世の中に役立ちたいという思いを持つよ
うになり、行政機関で働くことを決めました。大阪府に技術職として採用され、現在のご所属は、大阪
府健康医療部食の安全推進課。大阪府の食の安全安心に関する推進計画を立案したり、府民への食中毒
に関する理解を推進するセミナーを企画したり、そのためのチラシを制作したりするなど、幅広いお仕
事をされています。 
 
 大阪府に獣医師職として採用されると、家畜の病気の予防に関する業務（畜産衛生）、もしくは、健康・
医療に関する業務（食品衛生）に関わることになります。健康・医療に関わる業務に携わっている獣医
師は、食の安全推進課以外に、府内に 10 カ所ある保健所や大阪府中央卸売市場にある食品衛生検査所、
食肉衛生検査所などで活躍されているそうです。食品が私たちの手に届く前に、行政が食品衛生につい
て広く関わっているのです。 
 
 西岡さんが所属されている「食の安全推進課」は、以前は「食品衛生課」という名称でした。「食品衛
生」から「食の安全安心」というように守備範囲が広がったのは、食品安全基本法が施行された 2003 年
頃のこと。そのあたりからリスクコミュニケーションという言葉が出てくるようになりました。リスク
を評価するところと、リスクを管理するところ、を分けるようになったのもこの頃だそうです。 
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 KURA の業務内容は、主に 3 つ。1）研究者を支援すること、2）大学の経営や戦略を考えること、だ
けでなく、3）URA が活動できる基盤を整えること、が挙げられます。 
 
具体的には、以下の通りです。 
1）研究者を支援すること 
・競争的資金と研究者の適切なマッチングを行う 
・学際研究やビックプロジェクトなどの立ち上げを支援するための学内ファンドを設計する 
・国際的な共同研究を支援する 
・産官学連携を支援する（ニーズとシーズのマッチングを行う） 
・研究成果の社会還元を行う など 
 
2）大学の経営や戦略を考えること 
・大学の研究力を分析する 
・大学の経営戦略の企画・立案を支援する など 
 
3）URAが活動できる基盤を整えること 
・「URA」そのものについて知ってもらうための広報を行う 
・URA 育成カリキュラムを実行する 
 
 大きな大学では、部局間の連携がしにくい状態にありますが、組織間の連携が十分に行われるように、
KURA が各部局と本部事務組織などの全学研究支援組織のハブとしての機能を担っているそうです。学
内での新しい事業を立ち上げるときには、現場でのすり合わせをきちんと行うことを心がけているそう
です。 
 
 講演後は活発な議論が行われ、URAについて理解を深める有意義な時間でした。KURA は大学内の構
成員（執行部や事務職員や研究者）をつなぐ役割だけでなく、研究を他大学や省庁、企業、市民ともつ
なぐ組織で、仕事内容が多岐にわたることが印象的でした。 
 
文：佐藤瑞華（理学研究科生物科学専攻 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教
員 
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 大阪府に関しては、2007 年に大阪府食の安全安心推進条例が制定
されました。この条例に基づき策定されている第 3 期大阪府食の安
全安心推進計画（2018 年度〜）では、「行政、食品関連事業者、府
民がそれぞれの責務・役割を認識し、互いに理解し、共に協力して
食の安全安心の確保に取り組むこと」が目指すべき姿とされ、食の
安全安心に関する情報提供の充実や事業者の自主的な取り組みの促
進が施策の柱として挙げられています。大阪府は、府民に向けた情
報提供を行ったり、シンポジウムを開催したりしてきました。 
 
 また、大阪府では、食の安全安心に関する府民の意識調査を継続
的に実施しています。調査の結果をみると、2007 年頃には、食品に対する「不安」が「安心」を大きく
上回っていましたが、2010 年以降、「安心」が「不安」を上回るという結果になっているそうです。しか
し、まだまだ課題は多く、特に、巷にあふれている食品の安全性に関する「思い込み」にはいつも悩ま
されているそうです。例えば、自然由来・新鮮なもの＝安心で、化学・有害物質を少しでも含むもの＝
危険、というイメージを私たちは抱きがちです。また、リスク認知のギャップも課題の 1 つです。実際
のリスクよりも大きく感じてしまったり（例：ある地域・国産の食品は危険だと過敏に反応してしまう）、
逆に実際のリスクよりも小さく感じてしまったり（例：お店で提供される肉や刺身は安全だと思い込ん
でいる）します。消費者が提供者に「食品の安全を本当に確かめる」役割を任せきってしまうのではな
く、消費者自身が食品のリスクを理解して、選択することが大切であるということを理解して欲しいと
日々考えているそうです。 
 
 西岡さんは、食品衛生行政の課題として、関心のない人へどう伝えるべきか、価値観を押し付けない
ためにはどうしたらよいか、ということを挙げていらっしゃいました。安全性の確保を本人が確認した
うえで選択してもらうことが大事ではあるが、健康被害を防ぐためには譲れないこともある、とのこと。
こういった課題に向き合うために、デザインやイラストが得意な職員がチラシを作ったり、食中毒の統
計的なデータを発表したり、SNS を使った情報発信を取り入れたりしているそうです。今、大阪府が力
を入れているのは、食肉の生食が原因で起こる食中毒を減らすこと、だそうで、「生で食べたらあカン！
ピロバクター」というキャッチフレーズが掲載されたカンピロバクター食中毒予防啓発ツールをご紹介
いただきました。（このWEB ページから見ることができます。） 
 
 最後は、西岡さんのお仕事への思いを聞かせていただきました。印象に残ったのは、「被害にあったと
きに”知らなかった”と言われることを減らしたい」という言葉でした。消費者の選択の自由を守りつつ、
でも、府民の健康を守りたい、という強い気持ちが伝わりました。 
 
 西岡さんのお話に続いて、質疑応答が行われました。都道府県別の制度の違いについて、アレルギー
表示に関する規制について、賞味期限の設定の仕方や食品ロスについて、など、様々な観点の質問にお
答えいただきました。 
 
文：田川翔大朗（生命機能研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員  
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第 54回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度夏）#5   
○ゲスト：本田 隆行（科学コミュニケーター（フリーランス）） 
○日時：2019年 7 月 16日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ２階 セミナー室 A 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 7 月 16 日（火）、フリーランス科学コミュニケーターの本
田 隆行さんをお招きして、科学技術と社会のあいだで活躍する実践
者から学ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度夏）」
第 5 回を開催しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」
の一環として開催）。この日の会場には 21 人が集まりました。大阪大
学の学生や教職員だけでなく、学外からお越しの方も参加されていま
しいた。 
 
 本田さんには、最初の 30 分間でご経歴とフリーランスの「科学コ
ミュニケーター」という職業について紹介していただきました。本田
さんは大学院で惑星科学を学んだ後、研究の道には進まず、枚方市役所に就職。卒業後 5 年間は地方公
務員としてお仕事をされていました。その後、ふとしたきっかけで応募した日本科学未来館（以下、未
来館）に科学コミュニケーターとして採用されました。展示解説をしたり、時にはテレビ番組に出演し
たりする（NHK Eテレ「サイエンス ZERO」の企画で初代キングオブサイエンスコミュニケーターに選
ばれる！）など、多岐にわたって活躍されました。 
 
 しかし、未来館の科学コミュニケーターは任期が最長 5 年。その後の進路を考えながら、あることを
疑問に思ったのだそうです。これまでに未来館から巣立っていった科学コミュニケーターは100人以上、
大学や博物館などで実施されている科学コミュニケーター養成講座を受講している人もかなりいるはず。
にも関わらず、実際に社会で「科学コミュニケーター」として活躍している人に出会ったことがあるだ
ろうか？と。「もし未来館の外に出たら、誰に、どんな風に必要にされるのだろうか」ということを自分
で確かめるために、フリーランスの科学コミュニケーターになることを決意したのだそうです。「3 年や
ってだめだったらこの職業には需要がない」と、覚悟を決めて始めたフリーランスの科学コミュニケー
ターですが、今年で 5 年目を迎え、現在では科学館の展示監修やイベントの司会、ワークショップの企
画実施、執筆など幅広いお仕事をされています。 
 
 本田さんの考える科学コミュニケーターとは、「間（あいだ）」をつなぐ仕事をする人です。専門家と
一般市民との間、展示発注者と受注者との間、など様々な「間」に入り両者をつなぐ仕事だと言います。
しかし、本田さんがよく受けるのは「科学コミュニケーターって結局何ができるの？」という質問です。
この質問に答えるのは非常に難しいそうです。というのも、本田さんのお仕事のスタンスは、依頼者の
お困りごとに合わせて自分ができることを提供する、というものだからです。一方、一緒に仕事をした
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 大阪府に関しては、2007 年に大阪府食の安全安心推進条例が制定
されました。この条例に基づき策定されている第 3 期大阪府食の安
全安心推進計画（2018 年度〜）では、「行政、食品関連事業者、府
民がそれぞれの責務・役割を認識し、互いに理解し、共に協力して
食の安全安心の確保に取り組むこと」が目指すべき姿とされ、食の
安全安心に関する情報提供の充実や事業者の自主的な取り組みの促
進が施策の柱として挙げられています。大阪府は、府民に向けた情
報提供を行ったり、シンポジウムを開催したりしてきました。 
 
 また、大阪府では、食の安全安心に関する府民の意識調査を継続
的に実施しています。調査の結果をみると、2007 年頃には、食品に対する「不安」が「安心」を大きく
上回っていましたが、2010 年以降、「安心」が「不安」を上回るという結果になっているそうです。しか
し、まだまだ課題は多く、特に、巷にあふれている食品の安全性に関する「思い込み」にはいつも悩ま
されているそうです。例えば、自然由来・新鮮なもの＝安心で、化学・有害物質を少しでも含むもの＝
危険、というイメージを私たちは抱きがちです。また、リスク認知のギャップも課題の 1 つです。実際
のリスクよりも大きく感じてしまったり（例：ある地域・国産の食品は危険だと過敏に反応してしまう）、
逆に実際のリスクよりも小さく感じてしまったり（例：お店で提供される肉や刺身は安全だと思い込ん
でいる）します。消費者が提供者に「食品の安全を本当に確かめる」役割を任せきってしまうのではな
く、消費者自身が食品のリスクを理解して、選択することが大切であるということを理解して欲しいと
日々考えているそうです。 
 
 西岡さんは、食品衛生行政の課題として、関心のない人へどう伝えるべきか、価値観を押し付けない
ためにはどうしたらよいか、ということを挙げていらっしゃいました。安全性の確保を本人が確認した
うえで選択してもらうことが大事ではあるが、健康被害を防ぐためには譲れないこともある、とのこと。
こういった課題に向き合うために、デザインやイラストが得意な職員がチラシを作ったり、食中毒の統
計的なデータを発表したり、SNS を使った情報発信を取り入れたりしているそうです。今、大阪府が力
を入れているのは、食肉の生食が原因で起こる食中毒を減らすこと、だそうで、「生で食べたらあカン！
ピロバクター」というキャッチフレーズが掲載されたカンピロバクター食中毒予防啓発ツールをご紹介
いただきました。（このWEB ページから見ることができます。） 
 
 最後は、西岡さんのお仕事への思いを聞かせていただきました。印象に残ったのは、「被害にあったと
きに”知らなかった”と言われることを減らしたい」という言葉でした。消費者の選択の自由を守りつつ、
でも、府民の健康を守りたい、という強い気持ちが伝わりました。 
 
 西岡さんのお話に続いて、質疑応答が行われました。都道府県別の制度の違いについて、アレルギー
表示に関する規制について、賞味期限の設定の仕方や食品ロスについて、など、様々な観点の質問にお
答えいただきました。 
 
文：田川翔大朗（生命機能研究科 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員  
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ことのある依頼者からは「こういう人がいると本当に助かります！」という言葉をもらえるそうです。
その度に自分の立場の必要性を感じるものの、新たな依頼者に出会うとまた「何ができるの？」と聞か
れてしまう…。科学コミュニケーターの価値にどのように気付いてもらうのかが今後の課題だと考えて
おられました。 
 
 本田さんからのお話の後、質疑応答が行われました。まず「初対面の人と話をする時に意識すること
は？」という質問に対して、「とにかく聞くこと。そして相手に合わせて自分の立ち振る舞いを柔軟に変
えること。」とおっしゃっていました。このようなコミュニケーション能力は市役所時代に培われたもの
だそうで、科学コミュニケーターだけでなく、どの職業においても重要なものだとおっしゃっていました。 
 
 また、フリーランスとして生きていくために必要なことは、相手が欲するものをいかに提供できるか
である、という話題にもなりました。様々な依頼に応えるために、自分の「武器」をできるだけ多く持
つように努力しているとお話されていました。 
 
 さらに、「本田さんの目指すところは？」という質問に対しては、「科
学コミュニケーターとしてのロールモデルになりたい。そもそも科学
コミュニケーターという人がいることが認知されなければ、必要なの
かそうでないのか、どういう役割を担うべきなのかという議論すらで
きない。」というお答えでした。この他にも多くの質問が飛び交い、
活発な意見交換が行われました。 
 
 本田さんは、ご自身の経歴やお仕事についてフランクにお話してく
ださいました。「科学コミュニケーター」という今までにない新たな
立場で科学と社会をつないでいる本田さんのお話は大変興味深く、
「つなぐ仕事」について新たな視点を得ることができました。 
 
文：藤原里英子（理学研究科生物科学専攻 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当
教員 
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第 55回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：科学技術と社会のつなぎ方－ゲノム編集を活用！？ミライの食品－ 
○ゲスト：村中 俊哉（大阪大学大学院工学研究科 生命先端工学専攻 教授） 
     平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） 
○日時：2019年 7 月 23日（火）17:00〜18:30 
○場所：大阪大学吹田キャンパス センテラス 3 階 センテラス・サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学大学院工学研究科、大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 7月 23日（火）、大阪大学吹田キャンパス センテラス 3階 
センテラス・サロンにおいて、STiPS Handai 研究会「科学技術と社
会のつなぎ方 －ゲノム編集を活用！？ミライの食品－」を開催しま
した。工学研究科の学生や研究者をはじめ、学内外からあわせて 29
人が会場に集いました。 
 
 科学技術と社会のつなぎ方シリーズは、「異なる分野（主に理工系
と人文社会系）の研究者同士のディスカッションの場をつくり、それ
を大阪大学の学生にも開く」ことを目指しています。2019 年 4 月に
はその第一弾となる「宇宙政策の未来について考える」を開催しまし
た。続く今回はゲノム編集技術を取り上げました。 
 
 この日の登壇者は、ゲノム編集技術を使った作物の開発を進めている村中 俊哉教授（大阪大学大学院
工学研究科 生命先端工学専攻）と、食品をめぐる科学技術と社会の動きについて研究している平川 秀
幸教授（大阪大学 CO デザインセンター）でした。お二人それぞれからの話題提供の後、八木 絵香准教
授（大阪大学 CO デザインセンター）の進行で会場を交えたディスカッションの時間を持ちました。 
 
 村中先生から主にお話しいただいたのは、ご自身の研究室で取り組まれている、ゲノム編集技術を用
いて開発している毒のないジャガイモに関わる研究について。ゲノム編集技術と遺伝子組換え技術の類
似点や相違点について、品種改良や育種の観点から詳しい説明がありました。そしてこのゲノム編集技
術を用いた食品開発を進めていくために連絡協議会を立ち上げたこと、技術開発者と消費者や生産者、
流通に関わる人など、さまざまな立場の人たちが話し合うという取り組みを始めたことについても紹介
されました。 
 
 平川先生からは、遺伝子組換え食品をめぐる規制などのこれまでの動きについて丁寧な解説がなされ
ました。その流れや教訓を踏まえてゲノム編集技術を用いた食品をどのように扱っていくべきかについ
て、いくつかの論点が示されました。 
 
 会場からは、「消費者はゼロリスクをシビアに要求しすぎているのではないか？」「ガレージバイオ、
DIY バイオについてどう考えているか？」「ゲノム編集技術はリスクが過大に注目されていないだろう
か？」といった質問やコメントがありました。 
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ことのある依頼者からは「こういう人がいると本当に助かります！」という言葉をもらえるそうです。
その度に自分の立場の必要性を感じるものの、新たな依頼者に出会うとまた「何ができるの？」と聞か
れてしまう…。科学コミュニケーターの価値にどのように気付いてもらうのかが今後の課題だと考えて
おられました。 
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えること。」とおっしゃっていました。このようなコミュニケーション能力は市役所時代に培われたもの
だそうで、科学コミュニケーターだけでなく、どの職業においても重要なものだとおっしゃっていました。 
 
 また、フリーランスとして生きていくために必要なことは、相手が欲するものをいかに提供できるか
である、という話題にもなりました。様々な依頼に応えるために、自分の「武器」をできるだけ多く持
つように努力しているとお話されていました。 
 
 さらに、「本田さんの目指すところは？」という質問に対しては、「科
学コミュニケーターとしてのロールモデルになりたい。そもそも科学
コミュニケーターという人がいることが認知されなければ、必要なの
かそうでないのか、どういう役割を担うべきなのかという議論すらで
きない。」というお答えでした。この他にも多くの質問が飛び交い、
活発な意見交換が行われました。 
 
 本田さんは、ご自身の経歴やお仕事についてフランクにお話してく
ださいました。「科学コミュニケーター」という今までにない新たな
立場で科学と社会をつないでいる本田さんのお話は大変興味深く、
「つなぐ仕事」について新たな視点を得ることができました。 
 
文：藤原里英子（理学研究科生物科学専攻 博士前期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当
教員 
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 終盤には、村中先生と村中研究室で研究に取り組む大学
院生 世戸口貴宏さんによるデモンストレーションが行わ
れました。トイレットペーパーをゲノムに、そして、ペー
パーに貼られた丸いシールを遺伝子に見立てて、既存の育
種に用いられてきた技術とゲノム編集技術の違いを説明
するというものでした。 
 
 事後アンケートには、「安全性のための論争をするだけ
ではなく、その技術をつかってどのような社会にしていき
たいのかということを考えることが大事ということが話
されていたことが新鮮だった」「新しい技術を活用する時のメリットとは、誰のどんなメリットになりう
るものなのかということを考えていかなければならない」というような感想が書かれていました（*実際
にアンケート用紙に記入された文章に編集を加えて掲載しています）。 
 
 異なる分野の研究者が出会うことによって、お互いに新しい視点や考え方を得られるような対話の場
づくりをこれからも継続していきたいと思っています。 
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第 56回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）#1   
○ゲスト：大牟田 智佐子（毎日放送 報道局 クロスメディア部 部次長） 
○日時：2019年 12 月 17日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 12 月 17 日（火）、毎日放送報道局・大牟田 智佐子さんを
お招きして、科学技術と社会のあいだで活躍する実践者から学ぶセミ
ナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）」第１回が開催
されました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環とし
て開催）。この日の参加者は 15 人。大阪大学の学生や教職員だけでな
く、学外からも人が集まり、意見を交わしました。 
 
 この日、まずは大牟田さんより「放送メディアの現場から考える震
災 25 年」というタイトルでお話を伺いました。 
 
 大牟田さんは英文学科を卒業後に毎日放送に入社され、入社 4 年目にテレビ報道の記者になられまし
た。当時近畿地方に起こると予測されていた地震を見据え、突然「地震専門の記者」に任命されたそう
です。地震について主に科学技術の側面から取材を始めることに。ところが、1 年も経たないうちに阪神・
淡路大震災が起こりました。実際の「震災」で、地面の揺れだけではない震災の実態や復興までの長い
苦しみを実感されました。この体験をもとに、現在も災害報道に携わっておられるそうです。その後ラ
ジオ報道に異動、2011 年から現職に就かれています。そして今年の 4月からは、お仕事を続けながら兵
庫県立大学減災復興政策研究科博士後期課程に入学され、災害報道について研究もされています。この
日は、SNS や携帯電話、インターネットが普及していない時代に、主なメディアであったテレビとラジ
オ、両方に携わった経験からお話を伺いました。 
 
 お話の途中、当時のテレビ報道とラジオ番組を実際に視聴する時間がありました。その上で、受ける
印象はテレビとラジオでどのように違うかを考えてみました。テレビは映像だけで情報を伝えることが
できるということが特徴で、被災者よりも、被災していない人や行政機関に向けて情報を伝える役目を
主に担っていたとのことでした（鳥の目）。それに対してラジオは、実際に被災された方に長時間お話を
していただいたり、具体的な避難情報などが放送されたりしたそうです。被災者向けの情報を発信する
という役割を担っていたそうです（虫の目）。 
 
 テレビとラジオでは、普段からの「視聴者とのコミュニケーションの取り方」も違います。テレビは
記者により十分な取材がされて番組が作られ、より客観性・確実性が重視されています。それに対し、
ラジオは普段から「分からないことはリスナーに聞け」と言われるそうで、はがきや FAX で視聴者から
の意見を募集することが多くあります。普段からリスナーとコミュニケーションを取るメディアだから
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 終盤には、村中先生と村中研究室で研究に取り組む大学
院生 世戸口貴宏さんによるデモンストレーションが行わ
れました。トイレットペーパーをゲノムに、そして、ペー
パーに貼られた丸いシールを遺伝子に見立てて、既存の育
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るものなのかということを考えていかなければならない」というような感想が書かれていました（*実際
にアンケート用紙に記入された文章に編集を加えて掲載しています）。 
 
 異なる分野の研究者が出会うことによって、お互いに新しい視点や考え方を得られるような対話の場
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こそ、震災発生当時、ラジオで個人の安否情報や電話番号を放送するということができました。また、
ラジオでは、パーソナリティが自分の判断で、自分の言葉で現状を伝えることができるという特徴もあ
るそうです。 
 
 それでは、テレビやラジオに比べ、新聞はどのような特徴があるのでしょう。新聞はどうしても情報
にタイムラグが出ます。しかし、紙媒体であるため、掲載されている情報をくり返し見られること、手
元に残せることが大きなメリットであったそうです。（神戸の地元紙は阪神・淡路大震災が起こった当時、
印刷所が壊れ、大変苦労して新聞を発行されていたそうです。） 
 
 いま大牟田さんは大学院で「ニュース」ではなく「オールド」、過
去を調べることで災害「予防期」の報道について学んでいらっしゃ
います。最近も日本で地震などの災害が起っています。実際の被災
地に足を運び、被災者の支援等を通してこれからの報道のあり方を
考えているとのことでした。 
 
 参加者からは、報道される話題の選択基準について、東日本大震
災でも問題になった「デマ」について、また、安全とプライバシ―
を両立させる手段について、情報の入手手段が多様になった現代にお
ける情報提供方法についてなど、さまざまな質問が寄せられました。 
 
 終了時間いっぱいまでやりとりは続き、実際の報道現場にいらっしゃる大牟田さんのお話に参加者の
興味は尽きませんでした。 
 
文：吉田寛子（医学系研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 57回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）#2   
○ゲスト：本田 哲郎（大阪大学共創機構 産学共創・渉外本部 リサーチ・アドミニストレーター） 
○日時：2019年 12 月 24日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 12 月 24 日（火）、科学技術と社会のあいだで活躍する実践
者から学ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度冬）」
第 2回が開催されました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」
の一環として開催）。学内外から 24 人が集いました。 
 
 この日のゲストは大阪大学共創機構 産学共創・渉外本部の本田 哲
郎さんでした。最初に、本田さんご自身の経歴についての紹介があり
ました。本田さんは薬学部にて薬剤師免許を取得後、パナソニックへ
就職されました。パナソニック在籍中には大阪大学との共同研究もさ
れていたそうです。阪大に出入りしていた頃、偶然、産学共創・渉外本部が実施する科学技術をベースに
した事業化を実践する研修プログラム（G-TEC）の案内を見かけ、これだ！と思って受講したという経
験が今につながるきっかけの 1 つだそうです。大学発技術の事業化に対して強い興味を抱くようになり、
2017年には、大阪大学共創機構 産学共創・渉外本部に転職されました。 
 
 次に、産学共創・渉外本部でどのようなお仕事をされているのか、「研究がビジネスになる瞬間」とい
うタイトルでお話しいただきました。本田さんは、いま、産学共創・渉外本部で大学の特許・技術を企
業につなぐ産学連携や、ベンチャーの創業支援のお仕事をされています。具体的には、まず、大学内の
研究者に研究成果のヒアリングを行います。そして、その研究者と技術の応用先や用途についてブレイ
ンストーミングを重ね、これを基に想定される顧客や専門家へのヒアリングを行います。最終的にマッ
チングが成立すればその事業化へ向けた協業への支援を行ったり、またマッチングができなくても事業
化が見込めれば、ベンチャーの創業支援を行ったりします。本田さんにはこのプロセスについて実例を
交えながら説明していただきました。研究の学術的な価値とビジネス的な価値の間には大きなギャップ
があるので、その間の「翻訳」を行うのがご自身の仕事であるとまとめられました。 
 
 そして、今回のセミナーシリーズのテーマでもある「つなぐ人」に求められることについてもお話し
いただきました。本田さんは、「つなぐ人」を、ラグビーに例えて、「一時的に研究者に代わって「ボー
ル」を持って走る人」なのではないかと説明されていました。ラグビーはボールをパスするときには、
横か後ろにしか投げられません。誰かが自分でボールを持って前に走らないとゴールには近づくことは
できません。何か新しい事業を立ち上げようとするときにも、立場の違う人と人を繋ぐことが必要です
が、どちらかに強いやる気がないと、なかなか前に進まない（つまり、「ボール」が横や後ろにしかパス
されない状態）となってしまうことがしばしばあるそうです。「ボールを持って前に走る」ためにも、つ
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こそ、震災発生当時、ラジオで個人の安否情報や電話番号を放送するということができました。また、
ラジオでは、パーソナリティが自分の判断で、自分の言葉で現状を伝えることができるという特徴もあ
るそうです。 
 
 それでは、テレビやラジオに比べ、新聞はどのような特徴があるのでしょう。新聞はどうしても情報
にタイムラグが出ます。しかし、紙媒体であるため、掲載されている情報をくり返し見られること、手
元に残せることが大きなメリットであったそうです。（神戸の地元紙は阪神・淡路大震災が起こった当時、
印刷所が壊れ、大変苦労して新聞を発行されていたそうです。） 
 
 いま大牟田さんは大学院で「ニュース」ではなく「オールド」、過
去を調べることで災害「予防期」の報道について学んでいらっしゃ
います。最近も日本で地震などの災害が起っています。実際の被災
地に足を運び、被災者の支援等を通してこれからの報道のあり方を
考えているとのことでした。 
 
 参加者からは、報道される話題の選択基準について、東日本大震
災でも問題になった「デマ」について、また、安全とプライバシ―
を両立させる手段について、情報の入手手段が多様になった現代にお
ける情報提供方法についてなど、さまざまな質問が寄せられました。 
 
 終了時間いっぱいまでやりとりは続き、実際の報道現場にいらっしゃる大牟田さんのお話に参加者の
興味は尽きませんでした。 
 
文：吉田寛子（医学系研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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なぐ人には事業化のプロセスを応援したいという情熱に加えて、素直に人へ質問できるという素質や、
いろんなことに好奇心を持つことが大事なのだそうです。 
 
 質疑応答の時間では、主に企業との交渉やベンチャー創業支援に関する質問と、つなぐ人としての役
割に関する質問がありました。「基礎的な研究を産業側が買い取って事業化しようとする流れが日本でも
少しずつ起こってきているが、この流れは今後も加速していくと考えるか？」という質問には、「ベンチ
ャーをおこすことができそうな研究成果へ投資しようとする投資家は増えてきているものの、その一歩
手前の基礎的な研究段階から支援をする投資家は、日本ではまだほとんどいない」というお答えがあり
ました。また、大学発ベンチャーに常に付き纏う問題として、研究について理解があり、経営判断も可
能な、ベンチャーの社長に適した人材が不足しているという問題提起もありました。 
 
 また、「つなぐ人として、何が評価されているのか？」という質問
もありました。本田さんは「忘年会に呼ばれること」と冗談交じり
に語っておられましたが、会場からあがった「互いに思ってもいな
かった相手を繋げられたら単純に面白いのだから、評価ということ
はあまり気にせず、面白さを原動力にしてお仕事をされているので
は？」というコメントに納得されているようでした。 
 
 企業との交渉やベンチャー創業支援といったお仕事は、学生には
少し縁遠いものに感じられます。しかし本田さんは、ご自身のお仕
事について実例を交えながらお話してくださったので、お仕事を身
近に感じながら「つなぐ人」について考えを深めることができました。 
 
文：沼野正太郎（生命機能研究科 博士課程 3年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 58回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）#3   
○ゲスト：八百 伸弥（株式会社みつヴィレッジ 代表取締役／株式会社リバースヴィレッジ 代表取締
役／株式会社 JAMPS 生産設備・技術開発支援部長） 
○日時：2020年 1 月 7日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2020 年 1月 7 日（火）、科学技術と社会のあいだで活躍する実践者
から学ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度冬）」
第 3 回を開催しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」
の一環として開催）。この日の会場には、学内外から 20 人の参加者が
集まりました。 
 
 今回のゲストは、地域活性化を目指す起業家 八百 伸弥さんでした。
八百さんは、大阪大学の基礎工学研究科の修了生です。そして、学生
時代には大阪大学COデザインセンターの前身にあたるコミュニケー
ションデザイン・センター（CSCD）の授業を受けていたそうです。 
 
 まずは、どのような経緯で起業家になったのかお話いただきました。八百さんは大学ではロボット工
学を学んでいました。当時は、ロボット技術者を目指していたのですが、人型ロボットの転倒事故のニ
ュースを見聞きしたことがきっかけで、二足歩行のロボットの必要性に疑問を抱くようになったそうで
す。その頃、CSCD と出会い、主専攻以外の授業（科学技術コミュニケーションやまちづくりに関わる
もの）を受講し、ロボット工学とは違った視点を得たとのことでした。 
 
 修士課程修了後は、経営コンサルティング会社で、ビジネス（特に中小企業を対象としたもの）に関
する知識を学びながら、地域活性化のために何ができるか考え、その後農業ビジネスを行う「みつヴィ
レッジ」を起業した八百さん。どのようにして「みつヴィレッジ」の起業に至ったかについて、ご紹介
いただきました。 
 
 その中で、参加者に投げかけられた質問は、「「地域活性化」の定義って何だと思いますか？」という
もの。会場からいろいろな意見が出ましたが、八百さんの中での定義は「ヒト、モノ、カネが外から入
ってきて、地域で循環すること」だそうです。この定義を実現するにあたって、八百さんは大学で学ん
だロボット工学の知識を活かし、農業をシステム化することが有効であると感じたそうです。 
 
 農業が抱えている課題としては、担い手が高齢化していて後継ぎがいない、効率化が必要な部分が多
いといったものがあげられます。行政も補助金等で新規参入を促していますが、農業は経験がものをい
う部分もあり、長続きする農家が少ないとのことでした。ただ、かつては経験でしかわからなかったも
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なぐ人には事業化のプロセスを応援したいという情熱に加えて、素直に人へ質問できるという素質や、
いろんなことに好奇心を持つことが大事なのだそうです。 
 
 質疑応答の時間では、主に企業との交渉やベンチャー創業支援に関する質問と、つなぐ人としての役
割に関する質問がありました。「基礎的な研究を産業側が買い取って事業化しようとする流れが日本でも
少しずつ起こってきているが、この流れは今後も加速していくと考えるか？」という質問には、「ベンチ
ャーをおこすことができそうな研究成果へ投資しようとする投資家は増えてきているものの、その一歩
手前の基礎的な研究段階から支援をする投資家は、日本ではまだほとんどいない」というお答えがあり
ました。また、大学発ベンチャーに常に付き纏う問題として、研究について理解があり、経営判断も可
能な、ベンチャーの社長に適した人材が不足しているという問題提起もありました。 
 
 また、「つなぐ人として、何が評価されているのか？」という質問
もありました。本田さんは「忘年会に呼ばれること」と冗談交じり
に語っておられましたが、会場からあがった「互いに思ってもいな
かった相手を繋げられたら単純に面白いのだから、評価ということ
はあまり気にせず、面白さを原動力にしてお仕事をされているので
は？」というコメントに納得されているようでした。 
 
 企業との交渉やベンチャー創業支援といったお仕事は、学生には
少し縁遠いものに感じられます。しかし本田さんは、ご自身のお仕
事について実例を交えながらお話してくださったので、お仕事を身
近に感じながら「つなぐ人」について考えを深めることができました。 
 
文：沼野正太郎（生命機能研究科 博士課程 3年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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の（例えば水やりのタイミング等）も IT を使うと管理しやすくなることもあるとのことで、農業への新
規参入のハードルを下げるための取り組みを進めていらっしゃいます。 
 
「みつビレッジ」で最初に生産を始めたのはトマトです。なぜトマトだったのかというと、それは、家
庭内で 1 年間に 1 人あたりが消費している金額がトップの野菜だったから、です。市場規模が大きいト
マト。競争相手も多くなるわけですが、生で食べる、そして、購買頻度が高いという商品特性から、新
規に参入しても勝負できると考えたとのことでした。「農業にちゃんとマーケティングをいれる」という
ことの大切さを教えていただきました。 
 
 このように、大学とコンサルティング会社で得た、ロボットとビ
ジネスの知識を活かしながら「みつヴィレッジ」の起業に至ったと
のことでした。八百さんは、「みつヴィレッジ」の他にも複数の企業
に関わりながら、地域活性化と農業の産業化に取り組んでいきたい
とおっしゃっていました。 
 
 八百さんはとても合理的に決断を考える方だなと感じました。自
分が将来的に起業することを想定し、ビジネスについて学ぶために
中小企業向けのコンサルティング会社に入社したというエピソード
や、野菜の特性や市場の分析結果を考慮した上で、扱う農産物を戦
略的に選んだという経緯などをお聞きして感銘を受けました。 
 
文：矢谷元春（工学研究科 博士前期課程 1 年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 59回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）#4   
○ゲスト：篠崎 資志（国立情報学研究所 副所長・教授／弁理士） 
○日時：2020年 1 月 14日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2020 年 1 月 14 日（火）、国立情報学研究所で副所長をされている
篠崎 資志さんをお招きして、セミナーシリーズ「つなぐ人たちの働
き方（2019 年度冬）」第 4 回が開催されました（授業「科学技術コミ
ュニケーション入門 B」の一環として開催）。会場には、授業の履修
生に加え、セミナーに興味を持った学生や学外からお越しの方など
13 人が集いました。 
 
 今回篠崎さんは「理科系人間にとって行政・法律系の仕事は魅力的
か？」というテーマでお話しして下さいました。主な内容は、篠崎さ
んの自己紹介、専攻や就職先をどのように選択したのか、弁理士とは
どういう仕事なのか、ということでした。 
 
 篠崎さんは約 30 年前に東京大学の原子力工学科を卒業し、科学技術庁に就職されました。科学技術庁
（後に文部科学省）では主に原子力、エネルギー、情報科学、海洋科学、先端医科学などを扱う部署で、
科学技術政策立案や研究開発助成を担当されていました。この他に科学技術振興機構や海洋研究開発機
構でも勤務されていたそうです。そして、現在は国立情報学研究所で副所長として新規事業立案や組織
マネジメント等を担当されています。研究助成に携わるなかで、研究開発と知的財産権の関係に関心を
持ち、弁理士試験にも挑戦されたのだそうです。昨年 4 月に弁理士登録されました。 
 
 学生の頃、専攻分野や就職先をどのような理由で選択したのかもお話し下さいました。原子力工学を
専攻したのは、幼少期のオイルショックの経験がきっかけだそうです。エネルギー問題に関心を持って
原子力工学を志したものの、大学に入学し勉強を進めていくなかで、原子力工学は社会との相互作用が
非常に大きいということを痛感されました。そして、研究者・技術者だけではエネルギー問題のような
社会的な課題を解決するのは難しいのではないかと考えるようになったそうです。そこで、社会との相
互作用を経験できるのでは？という期待を抱き、科学技術庁に入庁することに。当時の科学技術庁の業
務の半分近くは原子力関連だったのでご自身の強みを生かせそうな場であるともお考えになったそうで
す。また、海外勤務のチャンスがあることも魅力的であったとのことでした。 
 
 実際に官庁で働き始めてみると、1年目は雑用の嵐で省内の”伝書鳩”として 1日中書類を持って走り回
っていたそうです。電子メール等が普及した現在からすると想像しにくいことですし、かなり辛かった
そうですが、当時の状況を考えると必要な業務であったと振り返られていました。2年目からは頭をつか
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の（例えば水やりのタイミング等）も IT を使うと管理しやすくなることもあるとのことで、農業への新
規参入のハードルを下げるための取り組みを進めていらっしゃいます。 
 
「みつビレッジ」で最初に生産を始めたのはトマトです。なぜトマトだったのかというと、それは、家
庭内で 1 年間に 1 人あたりが消費している金額がトップの野菜だったから、です。市場規模が大きいト
マト。競争相手も多くなるわけですが、生で食べる、そして、購買頻度が高いという商品特性から、新
規に参入しても勝負できると考えたとのことでした。「農業にちゃんとマーケティングをいれる」という
ことの大切さを教えていただきました。 
 
 このように、大学とコンサルティング会社で得た、ロボットとビ
ジネスの知識を活かしながら「みつヴィレッジ」の起業に至ったと
のことでした。八百さんは、「みつヴィレッジ」の他にも複数の企業
に関わりながら、地域活性化と農業の産業化に取り組んでいきたい
とおっしゃっていました。 
 
 八百さんはとても合理的に決断を考える方だなと感じました。自
分が将来的に起業することを想定し、ビジネスについて学ぶために
中小企業向けのコンサルティング会社に入社したというエピソード
や、野菜の特性や市場の分析結果を考慮した上で、扱う農産物を戦
略的に選んだという経緯などをお聞きして感銘を受けました。 
 
文：矢谷元春（工学研究科 博士前期課程 1 年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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う仕事も任されるようになり、法律改正を担当。その後は期待していた通り 2 回の海外勤務（ワシント
ン、ウィーン）を経験されました。 
 
 課長補佐になると様々なオピニオンリーダーと直接会って話す機会も増えたそうですが、怒られるこ
とも多く、学生時代に教授から「役人は威張れるぞ」と言われて抱いていたイメージとは程遠い現実だ
ったそうです。また、実務では原子力専攻時代に学んだ知識を使うことはほぼなく、「役人は全ての分野
を広く浅く迅速に把握すべし」とよく言われたそうです。 
 
 また、篠崎さんが就職された頃と現在では世界の時価総額ランキングに名を連ねる企業ががらっと変
わっていることをデータで示された上で、「万物は流転する」という先人の言葉を強調されていました。
では、そんな流転する環境に我々はどのように対応していけばよいのでしょうか？篠崎さんはご自身の
経験に基づいて「自分の専門（タテ）をコアとしつつ、それにプラスして専門外の幅広い分野（ヨコ）
に関心を持つ」というアドバイスをいただきました。 
 
 弁理士という仕事についてもお話ししていただきました。弁理士とは、簡単に言うと知的財産の専門
家です。科学技術を扱う行政官と弁理士には、「技術と法律を扱う」「論文以外の研究開発の価値を探求
する」等いくつか共通点があると考え、弁理士試験を受けようと決意されたそうです。今後は、知財業
界から見た有望技術の発掘や、IPランドスケープの推進にも尽力していきたいとのことでした。 
 
 最後に、今回参加していた学生へのアドバイスとして 
・目先の流行り廃りに惑わされない 
・色々なことに広く浅く積極的に関心を持つ（ヨコ） 
・オンリーワンと言えるような自分磨きを怠らない（タテ） 
・法律的思考や法律との関わりを予見する 
という言葉をいただきました。 
 
 行政官として長くキャリアを積んできた方から直接お話しを聞く
ことのできる機会はあまりありません。大学にいるときの科学との
関わり方、と、社会に出てからの科学との関わり方の違いや、流転
し続ける世の中で生きていくためのアドバイスをお聞きすることが
でき、非常に有意義な時間でした。 
 
文：高山美里（理学研究科 博士後期課程 2 年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 60回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：つなぐ人たちの働き方（2019年度冬）#5   
○ゲスト：松川 えり（哲学者／カフェフィロ副代表） 
○日時：2020年 1 月 21日（火）14:40〜16:10 
○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2020 年 1 月 21 日（火）、哲学者/カフェフィロ副代表 松川 えり
さんをお招きして科学技術と社会のあいだで活躍する実践者から学
ぶセミナーシリーズ「つなぐ人たちの働き方（2019 年度冬）」第 5
回を開催しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の
一環として開催）。大阪大学の学生、教職員、そして学外の方など、
計 17 人が参加しました。 
 
 まずは「専門を活かす仕事をつくる 〜てつがくやさんの場合〜」
というタイトルで松川さんより話題提供がなされました。「哲学者」
として生きている人の中で一番多いのは、哲学の研究者（大学で哲
学研究を行う人、過去の哲学者の本を読んで新しい解釈を見出し、論文を執筆する人など）です。次に
考えられるのは文筆家（一般の人が理解しやすいような書籍を出す人、コメンテーターなど）として活
躍する哲学者です。松川さんは、研究者でも文筆家でもない哲学の実践家（philosophical practitioner）
（対話を通じて思考を掘り起こす人、一番古くて新しいかたち）という道を選んだ方です。現在は、岡
山県を中心に活躍されています。 
 
 松川さんは大阪大学の文学研究科出身です。学部生から博士課程を経て、研究員まで、約 16 年間大阪
大学に通い続けていたそうです。哲学系の研究室に入り、研究室の先輩に誘われて「哲学カフェ」とい
う活動に参加するようになった松川さん。カフェフィロという団体の運営に関わるようにもなります。
そして、大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）で研究員をされていた頃は、中之島
哲学コレージュという哲学カフェの運営サポート・企画、広報デザインに関わりながら、CSCD で行わ
れていた哲学以外のコミュニケーション実践にも触れることになりました。そこで、やっぱり「哲学し
かできない」という想いを新たにし、研究活動とはちがう哲学の在り方を模索してきたのだそうです。 
 
 いまは、ボランティアとしてではなく、お仕事として哲学カフェの企画・進行を引き受けていらっし
ゃいます。持続可能なかたちで哲学カフェを運営していくことができるまでになってきたそうです。依
頼者や参加者が対話の場に期待することを聞きとり、関心が交わるところを探しながら、哲学カフェや
哲学対話の場を日々創り上げていらっしゃるとのこと。これまでに参加された方から新しいお仕事を依
頼されることも多いそうです。 
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う仕事も任されるようになり、法律改正を担当。その後は期待していた通り 2 回の海外勤務（ワシント
ン、ウィーン）を経験されました。 
 
 課長補佐になると様々なオピニオンリーダーと直接会って話す機会も増えたそうですが、怒られるこ
とも多く、学生時代に教授から「役人は威張れるぞ」と言われて抱いていたイメージとは程遠い現実だ
ったそうです。また、実務では原子力専攻時代に学んだ知識を使うことはほぼなく、「役人は全ての分野
を広く浅く迅速に把握すべし」とよく言われたそうです。 
 
 また、篠崎さんが就職された頃と現在では世界の時価総額ランキングに名を連ねる企業ががらっと変
わっていることをデータで示された上で、「万物は流転する」という先人の言葉を強調されていました。
では、そんな流転する環境に我々はどのように対応していけばよいのでしょうか？篠崎さんはご自身の
経験に基づいて「自分の専門（タテ）をコアとしつつ、それにプラスして専門外の幅広い分野（ヨコ）
に関心を持つ」というアドバイスをいただきました。 
 
 弁理士という仕事についてもお話ししていただきました。弁理士とは、簡単に言うと知的財産の専門
家です。科学技術を扱う行政官と弁理士には、「技術と法律を扱う」「論文以外の研究開発の価値を探求
する」等いくつか共通点があると考え、弁理士試験を受けようと決意されたそうです。今後は、知財業
界から見た有望技術の発掘や、IPランドスケープの推進にも尽力していきたいとのことでした。 
 
 最後に、今回参加していた学生へのアドバイスとして 
・目先の流行り廃りに惑わされない 
・色々なことに広く浅く積極的に関心を持つ（ヨコ） 
・オンリーワンと言えるような自分磨きを怠らない（タテ） 
・法律的思考や法律との関わりを予見する 
という言葉をいただきました。 
 
 行政官として長くキャリアを積んできた方から直接お話しを聞く
ことのできる機会はあまりありません。大学にいるときの科学との
関わり方、と、社会に出てからの科学との関わり方の違いや、流転
し続ける世の中で生きていくためのアドバイスをお聞きすることが
でき、非常に有意義な時間でした。 
 
文：高山美里（理学研究科 博士後期課程 2 年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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 お話の中では、これまでに手がけられた哲学カフェや哲学対話の様子を多数紹介していただきました。
例えば、世の中には必要な施設（ごみ処理施設や保育園など）だけれども、自宅の近くにあると困ると
いう「NIMBY問題」についてとりあげた哲学カフェ、高専で実施された情報倫理をテーマにした哲学対
話、患者家族会の方が対象の催しや、子育て中のお母さんたちを対象にした催しなど、対象もテーマも
多様です。オリーブ園での「哲学ウォーク」という取り組みにもチャレンジされたとのこと。 
 
 カフェだけでなく、公民館、病院などの様々な施設で開催され、
また、主催者側の目的も、地域交流、学びの場づくり、研修など多
様です。正解の決まっていない問題について、様々な視点から多角
的に探求すること、誰もが対等に対話できる場を提供することを重
視しているそうです。 
 
 松川さんの話題提供に続いて、質疑応答とディスカッションが行
われました。哲学カフェとサイエンスカフェの違いとは？、哲学カ
フェのファシリテーションでは哲学を学んだことをどのように生
かしているのか？、そもそも哲学カフェの目的って？など、会場か
らは多くの質問があり、活発な議論が行われました。 
 
文：細川真梨子（医学研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 61回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：シリーズ 科学技術×公共政策 #1 日本の科学技術イノベーション政策動向と国際ビッグ
プロジェクトに関する考察  
○ゲスト：山下 恭範（文部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学術戦略官） 
○日時：2019年 12 月 19日（木）14:40〜17:50 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構ステューデント・コモンズ 1 階 カルチエ・ミュル
チラング 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2019 年 12 月 19 日（木）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育
推進機構ステューデント・コモンズ 1 階カルチエ・ミュルチラング
にて、科学技術に関する公共政策の特徴を、具体例を通じて学ぶセ
ミナーシリーズ「科学技術×公共政策（2019 年度冬）」第 1 回を開
催しました（授業「科学技術と公共政策 B」の一環として開催）。こ
の研究会には、授業の受講生に加えて、大阪大学の教職員や学外か
らの参加者など 23 人が参加しました。 
 
 今回のゲストは文部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学
術戦略官の山下 恭範さんをお招きしました。また、科学技術・学術
政策局 企画評価課の長澤 幸祐さんにもお越しいただきました。 
 
 山下さんからのお話に先立ち、長澤さんからは、「科学技術イノ
ベーション政策の推進体制と最近の動向について」というタイトル
で、国の行政組織としての文部科学省の位置付け、第 6期科学技術
基本計画の検討状況や「研究力向上改革 2019」など、現在の日本
の科学技術イノベーション政策についてご紹介いただきました。 
 
 続いて、山下さんからは、以前、ご自身が関わられた研究会
（*文部科学省平成 25 年度委託研究「科学技術イノベーション政策
における「政策のための科学」の推進に向けた試行的実践」の一環として実施）の成果に基づき、科学
技術分野における国際ビッグプロジェクトの立ち上げとその意義の変遷についてご説明いただきました。 
 
 具体的なプロジェクトの事例として、国際熱核融合実験炉（ITER）や国際宇宙ステーション（ISS）に
ついて紹介していただいた後、これらの事例から何を学ぶことができるのか、今後の新たなプロジェク
トが立ち上がるとしたら何がどう教訓になるのか、といった観点でお話いただきました。 
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 お話の中では、これまでに手がけられた哲学カフェや哲学対話の様子を多数紹介していただきました。
例えば、世の中には必要な施設（ごみ処理施設や保育園など）だけれども、自宅の近くにあると困ると
いう「NIMBY問題」についてとりあげた哲学カフェ、高専で実施された情報倫理をテーマにした哲学対
話、患者家族会の方が対象の催しや、子育て中のお母さんたちを対象にした催しなど、対象もテーマも
多様です。オリーブ園での「哲学ウォーク」という取り組みにもチャレンジされたとのこと。 
 
 カフェだけでなく、公民館、病院などの様々な施設で開催され、
また、主催者側の目的も、地域交流、学びの場づくり、研修など多
様です。正解の決まっていない問題について、様々な視点から多角
的に探求すること、誰もが対等に対話できる場を提供することを重
視しているそうです。 
 
 松川さんの話題提供に続いて、質疑応答とディスカッションが行
われました。哲学カフェとサイエンスカフェの違いとは？、哲学カ
フェのファシリテーションでは哲学を学んだことをどのように生
かしているのか？、そもそも哲学カフェの目的って？など、会場か
らは多くの質問があり、活発な議論が行われました。 
 
文：細川真梨子（医学研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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研究会の後半は、質疑応答とディスカッションの時間でした。参加者からはさまざまな質問やコメン
トが寄せられました。 
例えば・・・ 
・「研究力向上改革 2019」に書かれているような研究力の向上、たとえば若手研究者の育成や現状につい
て知りたい。 
・企業の博士人材の活用についてどのように考えているのか。 
・第 6 期科学技術基本計画を考えるうえで、国立大学の予算などが減っている現状が気になっている。 
など、多様な話題で議論が活発に行われました。 
 
 参加者からは、「現在の日本の体制について概要を理解することができた」「国際ビッグプロジェクト
には政治的・科学的・社会的要素をしっかり考えなければならないことがわかった」「難しい問題に対し
て日々悩みながら取り組んでいらっしゃることが伝わってきた」という感想が寄せられました。 
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第 62回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 
○タイトル：シリーズ科学技術×公共政策 #2 原子力政策をめぐる政治過程 
○ゲスト：上川 龍之進（大阪大学大学院法学研究科 教授） 
○日時：2020年 1 月 23日（木）14:40〜17:50 
○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構ステューデント・コモンズ 1 階 カルチエ・ミュル
チラング 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
 
 2020 年 1 月 23 日（木）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育
推進機構ステューデント・コモンズ 1 階 カルチエ・ミュルチラン
グにて、科学技術に関する公共政策の特徴を、具体例を通じて学ぶ
セミナーシリーズ「科学技術×公共政策」第 2回を開催しました（授
業「科学技術と公共政策 B」の一環として開催）。この研究会には、
授業の受講生に加えて、大阪大学の教職員や学外からの参加者など
計 21 人が参加しました。 
 
 今回はゲストに大阪大学大学院法学研究科の上川 龍之進教授を
お招きしました。上川先生は金融政策や金融行政がご専門でしたが、
日本学術会議の東日本大震災学術調査をきっかけとして、原子力政策についても研究を進めていらっし
ゃいます。この日の前半は、ご著書『電力と政治』に執筆されたことをベースにしながら、原子力政策
をめぐる政治過程、とくに 2011 年 3月の福島第一原発事故に至る東京電力の権力の源泉についてご講演
いただきました。 
 
 研究会の後半は質疑応答とディスカッションを行いました。参加者からは様々な質問が出されました。
例えば「電力自由化はなぜ一度失敗したのか」や、「科学技術政策に対して、関係者や専門家以外の人の
関心や問題意識が薄いように思われる。どうやって、専門外の人を巻き込めばいいのだろうか」といっ
た質問でした。それぞれ上川先生から丁寧にお答えいただきました。 
 
 終了後には、受講生から、次のような感想が寄せられました（*読みやすくするために、アンケート用
紙などに記入された文章を多少修正して掲載しています）。 
 
 「3.11 以降、他の原発は動いているが、今後同じ過ちを繰り返さないためにはどのような対策が必要な
のだろうか」や「原子力政策は原発のない地域の人々にとっては遠い話になってしまいがちなので、国
民全体を巻き込んで話を進めていくのは難しいことだと思う」というように、今回のトピックである原
子力発電や原子力政策に関する感想が多くありました。 
 
 一方で、「政治の社会への影響力というものをひしひしと感じた。政治についてもっと勉強しようと思
った」というように、科学技術に関する公共政策全体に関わることを考えはじめた参加者もいました。  
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研究会の後半は、質疑応答とディスカッションの時間でした。参加者からはさまざまな質問やコメン
トが寄せられました。 
例えば・・・ 
・「研究力向上改革 2019」に書かれているような研究力の向上、たとえば若手研究者の育成や現状につい
て知りたい。 
・企業の博士人材の活用についてどのように考えているのか。 
・第 6 期科学技術基本計画を考えるうえで、国立大学の予算などが減っている現状が気になっている。 
など、多様な話題で議論が活発に行われました。 
 
 参加者からは、「現在の日本の体制について概要を理解することができた」「国際ビッグプロジェクト
には政治的・科学的・社会的要素をしっかり考えなければならないことがわかった」「難しい問題に対し
て日々悩みながら取り組んでいらっしゃることが伝わってきた」という感想が寄せられました。 
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 その他 
 

市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし 〜再生医療のあるべき未来像〜」 
○タイトル：市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし 〜再生医療のあるべき未来像〜」 
○ゲスト：八代 嘉美（神奈川県立保健福祉大学イノベーション政策研究センター教授） 
     標葉 隆馬（成城大学文芸学部准教授） 
○日時：2019年 7 月 13日（土）13:30〜16:30 
○場所：UMEDAI 大阪・梅田会議室 UMEDAI-05 
○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
○共催：大阪大学 CO デザインセンター 
○後援：日本再生医療学会、大阪大学 21 世紀懐徳堂 
 
 2019 年 7月 13日（土）に、UMEDAI 大阪・梅田会議室において、
市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし 〜再生医療のあ
るべき未来像〜」を開催しました。 
 
 この日の参加者は 20 人。1 グループ、3〜5 人の参加者と 1〜2 人
のグループファシリテータで議論を進めました。今回のワークショ
ップの流れは次の通りです。 
 13:30- ワークショップ開始 
     みんなで考えてみる時間 
 14:30- 休憩 
 14:40- 専門家からのコメント 
 15:00- もう一度みんなで考えてみる時間 
 16:10- まとめ 
 16:30  ワークショップ終了 
 
 全体進行は八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授）が、また、それぞれのグループでの
ファシリテータは、大阪大学COデザインセンターが提供する授業「科学技術コミュニケーション入門A」
（https://www.cscd.osaka-u.ac.jp/co/2019/000681.php）の履修学生や STiPS 修了生がつとめました。履
修生たちは授業などでの経験を踏まえ、グループでの議論を促したり、議論の内容を整理して発表した
りするなど、ワークショップの現場で活躍しました。 
 
※このワークショップは、日本学術振興会 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業（領域
開拓プログラム）「RRI の新展開のための理論的・実践的研究－教育・評価・政治性に注目して（研究代
表者：標葉隆馬）」の支援のもと開催しました。 
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【後援イベント】1st シンポジウム Innovation and Communication for Global Health Care      
―Medical Humanities― 

○タイトル：1stシンポジウム Innovation and Communication for Global Health Care：Medical Humanities 
○日時：2019年 9 月 6日（金）13:00〜17:00 
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 その他 
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 2019 年 7月 13日（土）に、UMEDAI 大阪・梅田会議室において、
市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし 〜再生医療のあ
るべき未来像〜」を開催しました。 
 
 この日の参加者は 20 人。1 グループ、3〜5 人の参加者と 1〜2 人
のグループファシリテータで議論を進めました。今回のワークショ
ップの流れは次の通りです。 
 13:30- ワークショップ開始 
     みんなで考えてみる時間 
 14:30- 休憩 
 14:40- 専門家からのコメント 
 15:00- もう一度みんなで考えてみる時間 
 16:10- まとめ 
 16:30  ワークショップ終了 
 
 全体進行は八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授）が、また、それぞれのグループでの
ファシリテータは、大阪大学COデザインセンターが提供する授業「科学技術コミュニケーション入門A」
（https://www.cscd.osaka-u.ac.jp/co/2019/000681.php）の履修学生や STiPS 修了生がつとめました。履
修生たちは授業などでの経験を踏まえ、グループでの議論を促したり、議論の内容を整理して発表した
りするなど、ワークショップの現場で活躍しました。 
 
※このワークショップは、日本学術振興会 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業（領域
開拓プログラム）「RRI の新展開のための理論的・実践的研究－教育・評価・政治性に注目して（研究代
表者：標葉隆馬）」の支援のもと開催しました。 
 
  

77



 

 

78 
 

【共催イベント】シンポジウム「ELSI対応なくして、データビジネスなし－産学共創でとりくむ倫理
的・法的・社会的課題－」 

○タイトル：シンポジウム「ELSI 対応なくして、データビジネスなし－産学共創でとりくむ倫理的・法
的・社会的課題－」（イノベーションストリーム KANSAI 関連企画） 
○日時：2019年 12 月 17日（火）13:00〜16:00 
○場所：ナレッジキャピタル コングレコンベンションセンター ルーム 2＋3 
○主催：大阪大学データビリティフロンティア機構、株式会社電通 
○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
 
 
 パーソナルデータの利活用を含むデータビジネスの成功には、倫理的・法的・社会的課題（ELSI）へ
の対応がカギを握っています。ELSI に適切に対応するためには、アカデミアと事業者の協働、さらには、
アカデミアの中でも、倫理学者や法学者といった人文社会科学系研究者との協働も必要です。 
 
 本シンポジウムでは、人文社会科学系のアカデミアとデータビジネスをつなぐための実例やアイディ
アを多様な登壇者から提供いただきます。 
これからの共創のモデルを参加者とともに考えます。 
（告知文より） 
 
プログラム 
趣旨説明 岸本充生（大阪大学データビリティフロンティア機構 教授） 
前半   
 話題提供 1 朱喜哲（株式会社電通 主任研究員）   
 話題提供 2  工藤郁子（PHP 総研 主任研究員） 
 話題提供 3  酒田理人（LBMA Japan 理事） 
 話題提供 4  長門裕介（慶應義塾大学 非常勤講師） 
休憩 
後半   進行：岸本充生、朱喜哲 
 論点ごとのディスカッション 
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【共催イベント】国際競争時代の研究公正 （『研究不正と歪んだ科学: STAP細胞事件を超えて』出版
記念シンポジウム） 

○タイトル：国際競争時代の研究公正 （『研究不正と歪んだ科学: STAP細胞事件を超えて』出版記念シ
ンポジウム） 
○日時：2020年 1 月 12日（日）13:30〜16:30 
○場所：大阪大学中之島センター 講義室 302 
○主催：一般社団法人カセイケン（科学・技術と政策研究室） 
○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS) 
 

2014 年に起こった STAP細胞事件は、日本社会に大きな衝撃を巻き起こしました。しかし、この事件
は首謀者の特異なキャラクターによるものとして消費され、科学研究をめぐる国際的な動向の中で考え
るという視点はほぼなかったように思われます。また、研究不正問題に関しては、国内外から、日本の
社会や研究機関の持っている特殊な文化の影響を指摘されることもあります。事件から時間が経って、
一般社会の関心が風化している今こそ、もう一度研究不正の問題に着目し、日本が科学研究の国際競争
時代に、科学技術創造立国としてふさわしい振る舞いと体制を整えるにはどうしたらいいのか、未来志
向で考えてみる機会を作れないでしょうか。 
 
今回は、『研究不正と歪んだ科学: STAP細胞事件を超えて』（日本評論社）の出版を記念して、こうし

た機会の一助にすべく、シンポジウムを開催したいと思います。科学研究の専門家のみならず、こうし
た問題に関心をお持ちの一般の方々にもご参加いただければ幸いです。 
（告知文より） 
 
講演： 
 榎木英介（一般社団法人カセイケン） 
 粥川準二（県立広島大学） 
 中村征樹（大阪大学） 
コメンテーター： 
 田中智之（京都薬科大学） 
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【共催イベント】科学技術と社会をつなぐ推理ゲームの使い方 —— nocobonでアクティブ・ラーニ
ング！ 

○タイトル：科学技術と社会をつなぐ推理ゲームの使い方 —— nocobonでアクティブ・ラーニング！ 
○日時：2020年 1 月 25日（土）13:30〜15:30 
○場所：大阪大学 豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデント・コモンズ 2階 セミナー室 A 
○主催：nocobon 開発チーム 
○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS) 
 
近年の著しい科学技術の進展が現代社会にもたらす影響には、私た

ちの生活様式や価値観の変化、倫理的・法的・社会的課題など、さま
ざまな側面があります。そうした「科学技術と社会」を取り巻く複雑
な問題を学ぶツールの一つとして、2015 年、東京大学教養学部附属
教養教育高度化機構の特任教員（当時）が集まり、コミュニケーショ
ン型カードゲーム「nocobon」を開発しました。以来「nocobon」は、
科学技術と社会に対する〈多面的なものの見方〉を涵養するためのア
クティブラーニングツールとして、中学校/高校/大学/大学院などで
幅広く活用されています。 
 
今回は、nocobon の使い方、さまざまな実践・活用例が紹介された書籍『残された酸素ボンベ——主

体的・対話的で深い学びのための科学と社会をつなぐ推理ゲームの使い方』の出版を記念して、ワーク
ショップを開催いたします。 
（告知文より） 
 
 
プログラム 
ワークショップ（45 分） 
 nocobonってなに？——科学と社会をつなぐコミュニケーション型推理ゲームの狙い 
 nocobon を体験してみよう! ——〈多面的なものの見方〉できますか？ 
休憩（15 分） 
ディスカッション（45 分） 
 どうつかう？ ——nocobon アレンジ事例紹介＆展開可能性  
 nocobon 開発チーム： 
  標葉 靖子（東京工業大学環境・社会理工学院 助教） 
  福山 佑樹（明星大学明星教育センター 特任准教授） 
  江間 有沙（東京大学未来ビジョン研究センター 特任講師） 
 司会： 
  水町 衣里（大阪大学 CO デザインセンター 特任助教） 
Q&A（15 分） 
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 共進化実現プロジェクトの実施 5.
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5. 共進化実現プロジェクトの実施 
 
 2019 年度より、政策への具体的貢献ができるような成果の創出や、行政官と研究者の真の共進化を強
力に推進するため、課題設定から行政官が積極的に関わる新たな研究プロジェクト「重点課題に基づく
研究プロジェクト（共進化実現プロジェクト）」9 件が実施されています。このうち 2 件に、STiPS 参画
教員が関わっています。 
 

 新興・融合科学領域における「予見・分析手法」の検討と人的ネットワークの形成 
 
研究課題名 

新興・融合科学領域における「予見・分析手法」の検討と人的ネットワークの形成 
 
プロジェクト期間 

2019（H31）年 4 月〜2021（R3）年 3 月 
 
プロジェクトメンバー 

・有本 建男（政策研究大学院大学 客員教授） *研究代表者 
・平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） *研究代表者 
・岡村 麻子（政策研究大学院大学 専門職） 
・安藤 二香（政策研究大学院大学 専門職） 
・畑中 綾子（政策研究大学院大学 ポストドクトラルフェロー） 
 
行政担当部署 

文部科学省 科学技術・学術政策局企画評価課 新興・融合領域研究開発調査戦略室 
 
取り組む課題 

 国内外において、新興・融合科学領域の重要性が認識され、その取組が加速しています。エビデンス
に基づいた新興・融合領域政策の具体化のためには、国内外の新しい手法や取組から随時示唆を得なが
ら、「予見・分析手法」を整理・体系化し、政策形成の各場面・目的に応じて適切に組み合わせて活用
していくことが重要です。それらを支援する仕組みの構築に向け、モデルケースの創出と、これを実現
する人的ネットワークの形成が必要となっています。 

 
プロジェクト概要 
新興・融合科学領域において予見されるインパクトを多角的に把握し、政策形成に資するエビデンス
を作成し政策形成プロセスに働きかけをおこなうために、以下の 3点を行います。 
①「予見・分析手法」の整理・体系化 
②「予見・分析手法」の実証（プロトタイプの構築・試行）と、これを通じた、政策形成において実
践的に活用されるための課題抽出 
③プロジェクトを通じた、研究者、政策担当者のより実践的なネットワークの構築 
「予見・分析手法」のマッピングなど、以上のプロセスにおいて中間的に得られた知見についても、
政策担当者に向けた Policy Briefing Notes としてまとめます。 
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2019年度の主たる研究成果 
 本年度は、本研究プロジェクトの行政担当者（文部科学省科学技術・学術政策局企画評価課新興・融
合領域研究開発調査戦略室）と打合せを重ねつつ、連携先の政策研究大学院大学とともに、フォーサイ
トや社会インパクト分析など各種の予見・分析手法に関する文献調査や関連研究者に対するヒアリング
を中心に行いました。 
 2019年 12月 18日には、International Natural Fiber Organization (INFO)の事務局長Dilip Tambyrajah
を招いて“Foresight Case Study Seminar: Foresight for Bio-resource 2030”を開催し、意見交換を行いまし
た。2020 年 1 月 17 日には、2019 年度共進化プロジェクト・フォーサイト俯瞰 WS「新興・融合科学領
域の出現とインパクトは予見できるか」を開催し、国内の関連研究者（本プロジェクトのメンバー７名
以外に 17 名）が参加しました。これらを踏まえて、予見・分析手法の体系的な整理を進めるとともに、
次年度に行う予定の「予見・分析手法のプロトタイプの施行」の具体的デザインについて検討していま
す。 
 なお、３月に海外調査（英国、オランダ、ベルギー）を予定していましたが、新型コロナウイルス感
染症の影響で中止されました。 
 
 

 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の歴史・現状・未来像に関する研究  
 
研究課題名 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の歴史・現状・未来像に関する研究：政府と民間の関
係に焦点を当てて 
 
プロジェクト期間 

2019（H31）年 4 月〜2021（R3）年 3 月 
 
プロジェクトメンバー 

・渡邉 浩崇（大阪大学 CO デザインセンター 特任准教授） *研究代表者 
・平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） 
・城山 英明（東京大学公共政策大学院 教授） 
・小林 俊哉（九州大学科学技術イノベーション政策教育研究センター 准教授） 
 
行政担当部署 

文部科学省研究開発局宇宙開発利用課 
 
取り組む課題 

 宇宙基本計画においては、日本の宇宙機器産業の事業規模を 10 年間で官民合わせて累計 5 兆円を目
指すことが掲げられています。諸外国においては、既存の宇宙関連企業に加えて、新興企業が宇宙の研
究開発利用において大きな役割を果たす中、日本においても、宇宙分野における政府と民間の関係、と
くに役割分担の再構築、さらには宇宙航空研究開発機構（JAXA）が今後、何を求められるかの幅広い
分析・検討が必要となっています。 
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5. 共進化実現プロジェクトの実施 
 
 2019 年度より、政策への具体的貢献ができるような成果の創出や、行政官と研究者の真の共進化を強
力に推進するため、課題設定から行政官が積極的に関わる新たな研究プロジェクト「重点課題に基づく
研究プロジェクト（共進化実現プロジェクト）」9 件が実施されています。このうち 2 件に、STiPS 参画
教員が関わっています。 
 

 新興・融合科学領域における「予見・分析手法」の検討と人的ネットワークの形成 
 
研究課題名 

新興・融合科学領域における「予見・分析手法」の検討と人的ネットワークの形成 
 
プロジェクト期間 

2019（H31）年 4 月〜2021（R3）年 3 月 
 
プロジェクトメンバー 

・有本 建男（政策研究大学院大学 客員教授） *研究代表者 
・平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） *研究代表者 
・岡村 麻子（政策研究大学院大学 専門職） 
・安藤 二香（政策研究大学院大学 専門職） 
・畑中 綾子（政策研究大学院大学 ポストドクトラルフェロー） 
 
行政担当部署 

文部科学省 科学技術・学術政策局企画評価課 新興・融合領域研究開発調査戦略室 
 
取り組む課題 

 国内外において、新興・融合科学領域の重要性が認識され、その取組が加速しています。エビデンス
に基づいた新興・融合領域政策の具体化のためには、国内外の新しい手法や取組から随時示唆を得なが
ら、「予見・分析手法」を整理・体系化し、政策形成の各場面・目的に応じて適切に組み合わせて活用
していくことが重要です。それらを支援する仕組みの構築に向け、モデルケースの創出と、これを実現
する人的ネットワークの形成が必要となっています。 

 
プロジェクト概要 
新興・融合科学領域において予見されるインパクトを多角的に把握し、政策形成に資するエビデンス
を作成し政策形成プロセスに働きかけをおこなうために、以下の 3点を行います。 
①「予見・分析手法」の整理・体系化 
②「予見・分析手法」の実証（プロトタイプの構築・試行）と、これを通じた、政策形成において実
践的に活用されるための課題抽出 
③プロジェクトを通じた、研究者、政策担当者のより実践的なネットワークの構築 
「予見・分析手法」のマッピングなど、以上のプロセスにおいて中間的に得られた知見についても、
政策担当者に向けた Policy Briefing Notes としてまとめます。 
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プロジェクト概要 
 本研究プロジェクトは、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）がこれまで求められてき
たこと、そして今後、求められることを、政府と民間の関係に焦点を当てて研究します。 
 日本の政府予算が厳しい中、どのような宇宙政策を推進し、どのように宇宙産業規模を拡大していく
か、それらへの回答の一つとして、政府と民間の役割分担が求められています。研究手法として、文献
調査・資料収集、国内外の政策実務者・研究者・企業や一般の人々との意見交換（対話）・研究会・ワ
ークショップ等を、効果的に組み合わせて繰り返し行うことによって検証し、本研究プロジェクトの成
果は、宇宙基本計画（工程表）や JAXA 中長期目標・計画等への反映を目指します。 

 
2019年度の主たる研究成果 

 本年度は、本研究プロジェクトの行政担当者（文部科学省研究開発局宇宙開発利用課）と約 2 か月毎
の打合せを行いながら、JAXA を始めとする政策実務者、研究者、宇宙民間企業の担当者と意見交換を行
いました。 
 加えて、2019 年 10 月には、米国ワシントン DC で開催された国際宇宙会議（IAC）に参加して海外調
査研究を行い（2019 年 10 月 20 日〜27 日）、2019 年 11 月には政策立案ワークショップ（宇宙）2019
年度第 1 回、2020 年１月に第 2 回、2020 年 2 月に第 3 回（新型コロナウイルス感染症の影響でメール
開催）を行いました。 
 

  
政策実務者向けの政策立案ワークショップの様子 
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6. 関西ネットワークの発展 
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6. 関西ネットワークの発展 
 

 ナレッジキャピタル超学校シリーズ 
「ナレッジキャピタル超学校」は、大学や企業、研究機関など

の様々な分野の研究者と一般参加者が一緒に考え、対話するプロ
グラムです。2019 年度は、大阪大学 CO デザインセンターとナ
レッジキャピタルとが共同で開催するナレッジキャピタル超学
校シリーズ「対話で創るこれからの『大学』」全 3 回を開催し、
STiPS が共催しました。 
 
 以下、「対話で創るこれからの『大学』」シリーズの案内文です。 
 
 2016、2017年に開催した大阪大学 CO デザインセンターとナレッジキャピタルとのコラボレーション
講義「対話で創るこれからの『大学』」シリーズの第 3弾です。 
 
 大阪大学 CO デザインセンターは、「大学の中だけにとどまらず、社会の多様な人々と一緒に『知』の
意味を捉えなおしたい、その上で、人や知識をつなぎながら、何かを創出する人材を育成したい」と考
え、新しい大学のあり方を探ってきました。一方で、ナレッジキャピタルは、企業人、研究者、クリエ
イター、そして一般生活者などさまざまな人たちが行き交い、それぞれの知を結び合わせて新しい価値
を生み出す"知的創造・交流の場"を提供しています。 
 
 本シリーズでは、"向き合い続ける"をテーマに「社会の中で新しい価値をつくり出している実践者」と
大阪大学の教員の対談形式の講座を全 3 回開催します。 
 
 社会の多様な人が集まるナレッジキャピタルで、講義を通し「わからないことにどう向き合ったらい
いのか」「答えがない課題にどう取り組むべきか」「"問題意識を持ち続ける"そして、"考え続ける"とはど
ういうことか」に向き合い議論します。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 1回 
○タイトル：「わからないこと」を楽しむ 
〇講師（対談する人）：竹内 慎一（NHK エデュケーショナル 教育部 プロデューサー）、橋本 幸士（大
阪大学大学院理学研究科 教授） 
〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 
○日時：2019年 6 月 18日（火）19:00〜20:30 
○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1 階） 
○定員：50人 
○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 CO デザインセンター 
〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
 
 ナレッジキャピタル超学校 大阪大学 CO デザインセンター×ナレッジキャピタル：対話で創るこれか
らの「大学」、2019 年度は"向き合い続ける"がテーマです。その第 1 回目を、2019 年 6月 18 日（火）に
開催しました。この日のテーマは「『わからないこと』を楽しむ」。竹内 慎一さん（NHK エデュケーシ
ョナル教育部プロデューサー）と、橋本 幸士さん（大阪大学大学院理学研究科 教授）をお招きしまし
た。今回も申し込み受付が始まったその日のうちに満席になってしまいました。当日は 55 人のみなさま
にご参加いただきました。 
 
 まずはお二人それぞれに自己紹介をお願いしました。橋本さんは、理論物理学者が「わからないこと」
に日々どのように向き合い、取り組み、そして楽しんでいるのか、ということを、書籍やパフォーマン
スなどを通して社会に発信することにも取り組んでおられます。理論物理学者が「わからない（知りた
い）こと」は、世の中の事象を数式であらわすことだそうで、ふだんは研究室にある大きな黒板を使っ
てひたすら（1 日 18 時間も！）計算している（してしまう）のだそうです。 
 
 竹内さんは、「大科学実験」「カガクノミカタ」「考えるカラス〜科学の考え方〜」など、科学の営みや
考え方をかっこよく、そして楽しく伝える番組を制作されてきました。「知識を伝えるだけで良いのだろ
うか？」と悩み続けるなかで、番組の中で答えを明かさない「不親切な」番組を作ろうと思い至ったの
だそうです。 
 
 自己紹介に続く対談は、竹内さんから橋本さん
に「1日 18時間も、研究（計算）して本当に楽し
いんですか？」と質問を投げかけるところからス
タートしました。答えの与えられていない問いを
考えるワクワク感、それを仲間とシェアしたりし
ながら「あーでもない、こーでもない」と一緒に
考える面白さなど、普段からお二人が考えたり、
体験している「分からないこと」に向き合うこと
にまつわるエピソードなどが、さまざまな角度か
ら紹介されました。 
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6. 関西ネットワークの発展 
 

 ナレッジキャピタル超学校シリーズ 
「ナレッジキャピタル超学校」は、大学や企業、研究機関など

の様々な分野の研究者と一般参加者が一緒に考え、対話するプロ
グラムです。2019 年度は、大阪大学 CO デザインセンターとナ
レッジキャピタルとが共同で開催するナレッジキャピタル超学
校シリーズ「対話で創るこれからの『大学』」全 3 回を開催し、
STiPS が共催しました。 
 
 以下、「対話で創るこれからの『大学』」シリーズの案内文です。 
 
 2016、2017年に開催した大阪大学 CO デザインセンターとナレッジキャピタルとのコラボレーション
講義「対話で創るこれからの『大学』」シリーズの第 3弾です。 
 
 大阪大学 CO デザインセンターは、「大学の中だけにとどまらず、社会の多様な人々と一緒に『知』の
意味を捉えなおしたい、その上で、人や知識をつなぎながら、何かを創出する人材を育成したい」と考
え、新しい大学のあり方を探ってきました。一方で、ナレッジキャピタルは、企業人、研究者、クリエ
イター、そして一般生活者などさまざまな人たちが行き交い、それぞれの知を結び合わせて新しい価値
を生み出す"知的創造・交流の場"を提供しています。 
 
 本シリーズでは、"向き合い続ける"をテーマに「社会の中で新しい価値をつくり出している実践者」と
大阪大学の教員の対談形式の講座を全 3 回開催します。 
 
 社会の多様な人が集まるナレッジキャピタルで、講義を通し「わからないことにどう向き合ったらい
いのか」「答えがない課題にどう取り組むべきか」「"問題意識を持ち続ける"そして、"考え続ける"とはど
ういうことか」に向き合い議論します。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 2回 
○タイトル：異なる文化のあいだに立つ 
〇講師（対談する人）：山田 小百合（NPO 法人 Collable 創立者・代表理事）、辻田 俊哉（大阪大学 CO
デザインセンター 講師） 
〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 
○日時：2019年 8 月 5日（月）19:00〜20:30 
○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1 階） 
○定員：50人 
○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 CO デザインセンター 
〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
 
 2019 年 8月 5 日（月）に開催した第 2 回は、42人のみなさまにご参加いただきました。今回対談をし
たのは、山田 小百合さん（NPO 法人 Collable 代表）と、辻田 俊哉さん（大阪大学 CO デザインセンタ
ー 講師）です。 
 
 山田さんは、Collableという NPO 法人を立ち上げ、障害の有無を超えて一緒に学ぶ、そして、一緒に
新しい価値をつくりだすという事業を行っていらっしゃいます。この Collable の活動は、山田さんが修
士課程の時に取り組んだ「インクルーシブデザイン」や障害のある子もない子もともに参加するワーク
ショップの実践研究が活かされているそうです。こういった山田さんの活動の原点は知的障害と自閉症
を併せ持つ兄と弟と一緒に育ったこと、そして、障害のある人は支援するものという社会通念への違和
感をもつようになったこと。今は、まちづくりや商品開発などにも活動の幅を広げているそうです。 
 
 辻田さんは国際関係論が専門の研究者です。その辻田さんが、今 CO デザインセンターで担当をして
いるのは、社会課題をどう解決できるかを考えるソーシャルイノベーションに関する教育プログラムで
す。この自己紹介の時間では、エルサレムに留学していた時、紛争が身近なところで起こるという経験
をしたこと。さらには、外務省の専門調査員という立場でイスラエルにある日本国大使館で働いていた
時にも、紛争が始まってしまったこと。この時期に、利害関係者が多い中で課題を解決するという「や
っかいな問題」にどうアプローチしていくかということを考えるようになったこと。などなど、国際関
係論とソーシャルイノベーションがどのように辻田さんの中でつながるようになったのかを伺いました。 
 
 続く対談では、さまざまな立場の人が集まる
ワークショップならではのおもしろさ、苦労す
る点や失敗談などが語られました。会場からは、
「ワークショップで得られた「新しい価値」の
具体的な事例について教えて欲しい」という質
問や「大学や NPO として研究・活動を進める
ことで得られる経験や成果をぜひ地域にも還元
してほしい」といったコメントも寄せられまし
た。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 3回 
○タイトル：「できない」を「できる」に変えていく力 
〇講師（対談する人）：広瀬 浩二郎（国立民族学博物館グローバル現象研究部 准教授）、渥美 公秀（大
阪大学大学院人間科学研究科 教授） 
〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 
○日時：2019年 10 月 1日（火）19:00〜20:30 
○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1 階） 
○定員：50人 
○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 CO デザインセンター 
〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
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する受け止め方も少しづつ変わってきたそうです。この日は、「歩く」「触る」「語る」という 3 つのキー
ワードを挙げて、それぞれ「向き合い続けること」に関連づけてお話をいただきました。例えば、「触る」
については、仏頭彫刻のレプリカを触って鑑賞する様子を動画で示しながら、「触る」ことを見ることの
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 2回 
○タイトル：異なる文化のあいだに立つ 
〇講師（対談する人）：山田 小百合（NPO 法人 Collable 創立者・代表理事）、辻田 俊哉（大阪大学 CO
デザインセンター 講師） 
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〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
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 サイエンスカフェ＠千里公民館 
 
サイエンスカフェ＠千里公民館 第 19回 

○タイトル：自動運転とわたしたちの暮らし 
〇講師：篠原 一光（大阪大学大学院人間科学研究科 教授）  
〇進行：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 
○日時：2019年 6 月 26日（水）10:00〜12:00 
○場所：千里公民館 第 1講座室（千里文化センター「コラボ」内） 
○定員：50人程度 
○主催：豊中市立千里公民館 
〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）、大阪大学 CO デザインセンター 
 
 この日のゲストは、交通心理学がご専門の篠原 一光さん（大
阪大学大学院人間科学研究科 教授）。参加者は 20 人（大阪大
学や豊中市の関係者を除く）でした。授業「科学技術コミュニ
ケーション入門 A」でファシリテーションスキルについて学ん
だ受講生たちが、参加者同士の対話をお手伝いしました。 
 
 前半は、「自動運転技術と聞いて、パッと思いついた身近な人
は誰？」「自動運転技術を暮らしの中で、どのように活用したい
ですか？」といった問いかけが書かれたワークシートを活用し
つつ、自動運転への期待や不安などをグループごとに議論しました。後半はゲストからのコメントや他
グループの意見もふまえて、グループ内での対話もより活発になり、最後の質疑応答コーナーではゲス
トへの質問が次々と寄せられました。 
 
 サイエンスカフェ終了後に参加者から寄せられた感想としては、「自動運転になった場合の免許の返納
について印象に残った」、「限界集落がなくなる可能性がある」、「開発途中の技術で、不安を持っている
人が多いと分かった」などがあり、ひとつのテーマでもさまざまな角度から考える必要がありそうだ、
ということが共有されたのではないでしょうか。他の人の意見にまずは耳を傾ける、そして、意見の違
いを楽しむことのできる場づくりの価値について感想を述べてくださった方もいらっしゃいました。 
 
 対話のお手伝いをした学生たちにとっても、多様なバックグラウンドをもつ方々のお話を聞くことが
できたことが良い刺激になったようでした。 
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サイエンスカフェ＠千里公民館 第 20回 
○タイトル：再生医療とミライの生き方 
〇講師：加藤 和人（大阪大学大学院医学系研究科 教授） 
〇進行：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 
○日時：2019年 10 月 15日（火）10:00〜12:00 
○場所：千里公民館 第 1講座室（千里文化センター「コラボ」内） 
○定員：30人程度 
○主催：豊中市立千里公民館 
〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）、大阪大学 CO デザインセンター 
 
 この日の参加者は 15 人（大阪大学や豊中市の関係者を除く）
でした。1 歳のお子さん連れの参加者もいました。今回のテ
ーマは「再生医療とミライの生き方」。ゲストとして、生命倫
理や医学倫理などを専門とされている加藤 和人さん（大阪大
学大学院医学系研究科 教授）をお招きしました。授業「科学
技術コミュニケーション入門 A」でファシリテーションスキ
ルについて学んだ受講生たちが、参加者同士の対話をお手伝
いしました。 
 
 「再生医療ときいてパッと思いついたコトは？」「再生医療
に期待すること、不安なことは？」という問いかけが書かれたワークシートを活用しながら、グループ
での対話を行いました。いろいろな期待や不安の声が聞こえてきました。ひととおり議論が進んだとこ
ろで、それぞれのグループで出てきた意見やゲストへの質問などを、会場全体で共有しました。ゲスト
の加藤さんにはみなさんからの「実際、再生医療の研究はどの程度進んでいるのか？」「ライフサイエン
スに関わる倫理と AI やロボットに関わる倫理、どこが共通していて、どこが違うのか？」といった疑問
にお答えいただきました。 
 
 加藤さんからは、再生医療研究の進め方について、国際的な動向や海外事例についてもご紹介いただ
きました。例えば、ゲノム編集に関しては WHO やユネスコなどでも議論が行われている一方で、幹細
胞研究に関しては、国際幹細胞学会でガイドラインの策定がおこなわれているということ、アメリカな
どでは患者団体が多様な活動をしており日本も見習うべき点があるということなど、それぞれの質問に
丁寧にお答えいただきました。 
 
 「いろんな方の意見をきくことで新しい視点が得られて、また参加したいと思いました」とアンケー
ト用紙に書いてくださった方も。これからも、多様な価値観や視点が交わる対話の場づくりを目指して
いきます。 
 
グループでの対話をお手伝いした学生たちも、自分たちの研究が社会でどのように受け止められるの

かを考えたり、実体験に基づく議論に刺激を受けたりしたようでした。 
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7. 国際連携の推進 
 

 国際連携 
 今後より一層教育研究プログラムの内容を拡充させていくためには、科学技術政策研究領域に関する
国際的な動向を調査し、さらに海外拠点との連携を強化し、その成果を本拠点独自の教育プログラムに
反映させていくことが不可欠です。2019 年度には、以下の活動を行うことができました。 
 
Ⅰ）「責任ある研究・イノベーション（Responsible Research and Innovation）」に関する国際的ネットワ
ーク機関（VIRI）への加盟について 
 米国アリゾナ州立大学が構築した「責任ある研究・イノベーション（RRI）」に国際ネットワーク「Virtual 
Institute of Responsible Innovation（VIRI）」に、本拠点 STiPS は、2014 年 6月から加盟しており、2019
年度も連携を継続しました。 
 
Ⅱ）InSPIRES プロジェクト アドバイザリーボードへ参加 
 欧州連合（EU）のイノベーション推進施策である Horizon2020 の下で行われている公共的関与のプロ
ジェクト「Ingenious Science shops to promote Participatory Innovation, Research and Equity in Science; 
InSPIRES」にアドバイザリーボードの一員として参加しています。 
 
Ⅲ）教育・研究面での新たな連携の試み 
 豪州国立大学の Australian National Centre for the Public Awareness of Science（ANU-CPAS）、米国ジ
ョージ・ワシントン大学国際科学技術政策研究所・宇宙政策研究所と教育・研究面での連携に向けた議
論を行いました。 
 

 海外調査及び発表等 
 2019 年度、公共的関与に関わる基盤的研究の発展に向け、海外調査及び発表を行いました。具体的な
活動は以下のとおりです。 
 
 2019 年 8 月 13 日〜23 日、渡邉 浩崇（大阪大学 特任准教授）が、米国のニューヨークとワシントン
DC で科学技術政策や宇宙政策に関する資料・情報収集、意見交換を行いました。ニューヨークでは、国
連本部とアメリカ自然史博物館を訪問し、ワシントン DC では、スミソニアン航空宇宙博物館本館・別
館、アメリカ航空宇宙局（NASA）本部を訪問して資料・情報収集を行い、またジョージ・ワシントン大
学国際科学技術政策研究所・宇宙政策研究所を訪問して、「科学技術と公共政策」や「科学技術と国際関
係」の教育・研究に関して意見交換を行いました。 
 
 2019 年 11 月 29 日〜12 月 9 日、工藤 充（大阪大学 特任講師）が、科学コミュニケーション教育・
研究・実践を多角的に行う世界有数の拠点である豪州国立大学の Australian National Centre for the 
Public Awareness of Science（ANU-CPAS）を訪問しました。同拠点が実施する科学技術対話の授業にゲ
ストとして参加し、加えて、教育・研究スタッフらと科学コミュニケーション研究・教育についての情
報交換・議論も行いました。  
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活動は以下のとおりです。 
 
 2019 年 8 月 13 日〜23 日、渡邉 浩崇（大阪大学 特任准教授）が、米国のニューヨークとワシントン
DC で科学技術政策や宇宙政策に関する資料・情報収集、意見交換を行いました。ニューヨークでは、国
連本部とアメリカ自然史博物館を訪問し、ワシントン DC では、スミソニアン航空宇宙博物館本館・別
館、アメリカ航空宇宙局（NASA）本部を訪問して資料・情報収集を行い、またジョージ・ワシントン大
学国際科学技術政策研究所・宇宙政策研究所を訪問して、「科学技術と公共政策」や「科学技術と国際関
係」の教育・研究に関して意見交換を行いました。 
 
 2019 年 11 月 29 日〜12 月 9 日、工藤 充（大阪大学 特任講師）が、科学コミュニケーション教育・
研究・実践を多角的に行う世界有数の拠点である豪州国立大学の Australian National Centre for the 
Public Awareness of Science（ANU-CPAS）を訪問しました。同拠点が実施する科学技術対話の授業にゲ
ストとして参加し、加えて、教育・研究スタッフらと科学コミュニケーション研究・教育についての情
報交換・議論も行いました。  
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8. STiPS参画教員による活動リスト（研究業績等） 
 
 2019 年度の STiPS参画教員による活動リストを掲載します。なお、リストアップの方針が大阪大学と
京都大学では異なりますので、それぞれの方針を一読した上でご覧ください。 
 
 

 大阪大学 
 大阪大学の活動リストは、企画運営会議（本冊子 32 ページ参照）構成員の活動について掲載していま
す。 
 
著書、論文、寄稿等 

小林傳司. 2019. 「研究者の責任と倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」，「科学技術イノベーション政策
の科学」コアコンテンツ, 2019年 4 月．寄稿 

岸本充生, 松尾真紀子. 2019. 「STI 政策プロセス」，「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテ
ンツ, 2019 年 4月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「レギュラトリー・サイエンス」，「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテン
ツ, 2019 年 4 月．寄稿 

城山英明, 岸本充生, 松尾真紀子. 2019. 「STI ガバナンスの構造」，「科学技術イノベーション政策の科学」
コアコンテンツ, 2019 年 5 月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「科学的知見と政策的対応の間のギャップを埋めるレギュラトリーサイエンス」，『セイ
フティ・エンジニアリング』, 46(2)：4-9, 2019年 6月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「1-1 リスク学とは何か」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出版, 2019
年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「1-2 リスクの概念と定義の多様化」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善
出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生，広田すみれ. 2019. 「1-3 リスク学の歴史」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善
出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「1-8 リスクの社会実装－行政編」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出
版, 2019 年 6 月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-1 リスクガバナンスの概念と枠組み」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸
善出版, 2019 年 6 月. 著書 

東海明宏，小野恭子，岸本充生. 2019. 「3-5 リスク管理の基準とリスク受容」，日本リスク研究学会 編
『リスク学事典』, 丸善出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-6 リスク削減対策の多様なアプローチ」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 
丸善出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-12 社会経済分析の制度化」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出版, 
2019 年 6 月. 著書 

岸本充生. 2019. 「13-1 新興リスク（Emerging risk）の特徴」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 
丸善出版, 2019 年 6月. 著書 
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岸本充生. 2019. 「13-4 ナショナルリスクアセスメント」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸
善出版, 2019 年 6 月. 著書 

岸本充生. 2020. 「いま問われるエマージングリスクへの取り組み」, 『リスクマネジメント TODAY』, 
118: 4-7, 2020年 1 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）令和の日本 「強さ」より「面白さ」で勝負」， 『朝日新聞』, 4
月 19 日朝刊, 2019 年 4月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）研究不正 事実と虚構、壁が溶けたか」, 『朝日新聞』, 5月 17
日朝刊, 2019 年 5 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）戦後日本の「ねじれ」論 彼の問い、再び向き合う時」， 『朝
日新聞』, 6月 21 日朝刊, 2019年 6 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）「文理融合」の好奇心 面倒だけどいいじゃないか」， 『朝日新
聞』, 7月 19 日朝刊, 2019 年 7月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）ドラマが描く五輪と国家 「いだてん」は諦めない」， 『朝日
新聞』, 8 月 23 日朝刊, 2019年 8 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）遅れた台風被害の把握 「仮想現実」だけ頼る脆弱さ」， 『朝
日新聞』, 9月 20 日朝刊, 2019年 9 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）日本列島と自然災害 対策立てれば未来は変わる」， 『朝日新
聞』, 10 月 18 日朝刊, 2019 年 10 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）多用される「安全安心」 語られぬリスクの裏返し」， 『朝日
新聞』, 11月 22日朝刊, 2019 年 11 月. 寄稿 

神里達博. 2019. 「（月刊安心新聞 plus）量子コンピューターの開発 社会変えうる技術、競争に熱」， 『朝
日新聞』, 12 月 20 日朝刊, 2019 年 12 月. 寄稿 

神里達博. 2020. 「（月刊安心新聞 plus）テクノロジーが覆う社会 専門知よりも「何が大切か」」，『 朝
日新聞』, 1月 24 日朝刊, 2020年 1 月. 寄稿 

神里達博. 2020. 「（月刊安心新聞 plus）広がる新型肺炎 弱者の視点に立つ契機に」， 『朝日新聞』, 2
月 21 日朝刊, 2020 年 2月. 寄稿 

神里達博. 2020. 「（月刊安心新聞 plus）バッタの大発生被害 根本は過度な自然改造」, 『朝日新聞』, 3
月 20 日朝刊, 2020 年 3月. 寄稿 

八木絵香. 2019. 『続・対話の場をデザインする 安全な社会をつくるために必要なこと』, 大阪大学出版
会，2019年 4 月．著書 

八木絵香. 2019. 「リスクコミュニケーション:マイナスな側面をどう共有してどう乗り越えるか」，「科学
技術イノベーション政策の科学」コアコンテンツ, 2019年 4 月．寄稿 

八木絵香. 2019. 「4-9 科学技術とコミュニケーション」, 日本リスク研究学会編『リスク学事典』丸善
出版社, 2019 年 6 月. 著書 

赤松幹之, 小木津武樹, 美輪和久, 八木絵香, 芳賀繁, 篠原一光. 2019. 「自動運転が社会的に受け入れら
れるために」, 『応用心理学研究』, 45(2）: 144-172. 2019 年 11 月. 寄稿 

八木絵香, 水町衣里. 2020. 大阪大学 CO デザインセンター 監修『〈つながり〉を創りだす術：続・対話
で創るこれからの「大学」』大阪大学出版会, 2020年 2月. 企画・編集 

渡邉浩崇. 2019. 「ビッグサイエンスと社会」, 「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテンツ, 
2019 年 4 月．寄稿 
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8. STiPS参画教員による活動リスト（研究業績等） 
 
 2019 年度の STiPS参画教員による活動リストを掲載します。なお、リストアップの方針が大阪大学と
京都大学では異なりますので、それぞれの方針を一読した上でご覧ください。 
 
 

 大阪大学 
 大阪大学の活動リストは、企画運営会議（本冊子 32 ページ参照）構成員の活動について掲載していま
す。 
 
著書、論文、寄稿等 

小林傳司. 2019. 「研究者の責任と倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」，「科学技術イノベーション政策
の科学」コアコンテンツ, 2019年 4 月．寄稿 

岸本充生, 松尾真紀子. 2019. 「STI 政策プロセス」，「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテ
ンツ, 2019 年 4月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「レギュラトリー・サイエンス」，「科学技術イノベーション政策の科学」コアコンテン
ツ, 2019 年 4 月．寄稿 

城山英明, 岸本充生, 松尾真紀子. 2019. 「STI ガバナンスの構造」，「科学技術イノベーション政策の科学」
コアコンテンツ, 2019 年 5 月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「科学的知見と政策的対応の間のギャップを埋めるレギュラトリーサイエンス」，『セイ
フティ・エンジニアリング』, 46(2)：4-9, 2019年 6月．寄稿 

岸本充生. 2019. 「1-1 リスク学とは何か」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出版, 2019
年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「1-2 リスクの概念と定義の多様化」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善
出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生，広田すみれ. 2019. 「1-3 リスク学の歴史」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善
出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「1-8 リスクの社会実装－行政編」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出
版, 2019 年 6 月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-1 リスクガバナンスの概念と枠組み」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸
善出版, 2019 年 6 月. 著書 

東海明宏，小野恭子，岸本充生. 2019. 「3-5 リスク管理の基準とリスク受容」，日本リスク研究学会 編
『リスク学事典』, 丸善出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-6 リスク削減対策の多様なアプローチ」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 
丸善出版, 2019 年 6月. 著書 

岸本充生. 2019. 「3-12 社会経済分析の制度化」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 丸善出版, 
2019 年 6 月. 著書 

岸本充生. 2019. 「13-1 新興リスク（Emerging risk）の特徴」，日本リスク研究学会 編『リスク学事典』, 
丸善出版, 2019 年 6月. 著書 
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渡邉浩崇. 2019. 「日本の宇宙政策の歴史と現状―自主路線と国際協力―」, 『国際問題』, 684：34-43, 2019
年 9月. 寄稿 

工藤充．2019. 「科学コミュニケーション:その政策的展開と学術的研究の概観」，「科学技術イノベーシ
ョン政策の科学」コアコンテンツ, 2019 年 4月．寄稿 

Kano K, Kudo M, Yoshizawa G, Mizumachi E, Suga M, Akiya N, Ebina K, Goto T, Itoh M, Joh A, 
Maenami H, Minamoto T, Mori M, Morimura Y, Motoki T, Nakayama A, Takanashi K. 2019. “How 
science, technology and innovation can be placed in broader visions — Public opinions from 
inclusive public engagement activities，” Journal of Science Communication, 18(03): A02. 2019年 6
月. 学術論文 

工藤充, 山崎吾郎, 水町衣里. 2019. 「対話ワークショップを通じた高度汎用力教育：自動運転技術の倫
理的側面をテーマとして」, 『Co* Design』, 6: 33-50. 2019 年 7 月. レポート（報告） 

工藤充. 2019. 「海外のサイエンスコミュニケーション研究の動向：「理解からエンゲージメントへ」の
その後」, 『日本サイエンスコミュニケーション協会誌』, 9(2): 8-11. 2019 年 12 月. 学術論文 

Kudo M, Wood M. 2020. “Creating opportunities to discuss the nature of Japanese science 
communication,”  Journal of Science Communication, 19(1): R02. 2020 年 1月. 学術論文 

水町衣里. 2019. 「研究者コミュニティと市民が交わる場づくり」，「科学技術イノベーション政策の科学」
コアコンテンツ, 2019 年 4 月．寄稿 

 
 
学会発表等 

Hirakawa H. 2019. “Development of Framing in Legal Debates over ‘Voluntary Evacuation’ in Fukushima 
Accident and STS Contributions,” 2019 Annual Meeting of the Society for Social Studies of Science 
(4S)(New Orleans,U.S.A.), 2019 年 9月 5 日. 口頭発表 

平川秀幸. 2019. オーガナイズドセッション「培養肉の ELSI を考える」, 2019年度 科学技術社会論学会
総会・年次研究大会（野々市市，金沢工業大学）, 2019年 11月 9 日. ディスカッサント 

坂田成実, 神里逹博. 2019. 「日本の「AI 政策」の内実－政策過程の俯瞰的検討」, 2019 年度 科学技術
社会論学会総会・年次研究大会（野々市市, 金沢工業大学）, 2019年 11月 9日. 口頭発表 

渡邉康平，神里逹博. 2019. 「Crowd-Supported Science の質保証に関する検討－CSSとコンセンサス会
議の結合－」, 科学技術社会論学会第 18 回年次研究大会（野々市市, 金沢工業大学）, 2019 年 11 月
10 日. 口頭発表 

八木絵香, 2019. 「地球規模かつ超長期の複合リスクをめぐる熟議とファシリテーション」（オーガナイ
ズドセッション「地球規模かつ超長期の複合リスクをめぐる熟議の場の設計―気候変動対策に関す
る市民陪審を事例として―」）, 科学技術社会論学会第 18 回年次研究大会（野々市市, 金沢工業大学）, 
2019年 11 月 10日. 口頭発表 

三上直之, 八木絵香, 江守正多, 田村哲樹, 松浦正浩, 池辺靖, 工藤充, 岩崎茜. 2019. 「脱炭素社会への転
換と生活の質に関する市民パネルの概要とその結果が差し示すもの」「オーガナイズドセッション：
脱炭素社会への転換は生活の質に対する脅威か、機会か」, 科学技術社会論学会第 18 回年次研究大
会（野々市市, 金沢工業大学）, 2019 年 11月 10日. 口頭発表 
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Watanabe H. 2019. “Japan’s Space Policy and Organizations over the Last Decade: Diplomatic and Security 
Challenges Again?,” the 32nd International Symposium on Space Technology and Science (ISTS), 
（Fukui, Japan）, 2019 年 6 月 21 日. 口頭発表 

渡邉浩崇. 2019.「宇宙の歴史 4―宇宙政策史、宇宙法制史、宇宙科学技術史、宇宙産業史―」, 第 63 回
宇宙科学技術連合講演会（徳島市, アスティとくしま）, 2019年 11月 7日. 企画・司会 

渡邉浩崇. 2019.「1980 年代の日本宇宙政策―自主路線と国際協力の両立―」, 第 63 回宇宙科学技術連合
講演会（徳島市, アスティとくしま）, 2019 年 11月 7日. 口頭発表 

工藤充. 2019.「ファシリテーション実践の省察から「市民参加」の意味を再考する」, 科学技術社会論学
会第 18 回年次研究大会（野々市市，金沢工業大学）, 2019年 11月 10日. 口頭発表 

 
 
 
社会活動（講演会・展示会などアウトリーチ活動等） 
小林傳司. 2019. パネル討論 ファシリテーター，学術フォーラム「産学共創の視点から考える人材育成」

（東京都，日本学術会議講堂），2019 年 5月 22 日． 
小林傳司. 2019. 全体討論 コーディネーター，日本学術会議設立 70 周年記念 近畿地区会議学術講演会

「未来の語り口：学術からの貢献」（京都市，むすびわざ館），2019 年 10月 12 日．＊台風により中
止 

小林傳司. 2019. パネル討論 モデレーター，産学協働イノベーション人材育成シンポジウム 2019「オー
プンイノベーションに向けた≪新しいインターンシップ≫のかたち」（東京都，東京大学弥生講堂），
2019年 11 月 14日． 

小林傳司. 2019. 講師, 「高度教養教育の成果と課題：大阪大学の事例」, 早稲田大学総合研究センター
シンポジウム 高年次教養教育の試みとその成果（東京都, 早稲田大学）, 2019年 11 月 25日． 

小林傳司. 2019. コメント掲載，「科学振興、「人文科学」と共に 基本法の対象広げる改正案、来年国会
提出へ」, 『朝日新聞』, 2019年 12 月 12日.  

小林傳司. 2019. 副主査・モデレーター，ムーンショット国際シンポジウム 分科会 7「分野横断：ELSI」
（東京都，ベルサール東京日本橋），2019年 12月 18 日． 

小林傳司. 2020. 講師, 「社会と科学技術の関係」, 科学技術イノベーション政策研修（東京都，政策研
究大学院大学），2020年 1 月 24 日． 

小林傳司. 2020. 講師，「ブダペスト宣言から 20 年：ELSI をめぐって」，科学者の集まり（東京都，ホテ
ルルポール麹町），2020 年 1月 30 日． 

小林傳司. 2020. 全体討論 コーディネーター，日本学術会議設立 70 周年記念 近畿地区会議学術講演会
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 京都大学 
京都大学の活動リストは、参画教員の活動について掲載いたしました。 
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